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論文要旨

近代韓国文学における都市と建築の表現と意味性に関する研究

一植民地期末と朝鮮戦争後のソウルを中心として-

【背景】1876年開港以来､韓国は封建制社会から近代社会にその姿を変えながら現代

の形を作ってきた.しかし､第2次世界大戦から朝鮮戦争まで政治の断絶があり,韓

国の近代化は日本植民地時代と朝鮮戦争後に分けられる｡韓国史の中でも一つの特異

点をなしている当時の近代性の概念を問い直すことは､現代の韓国における都市と建

築を理解する上でも重要な意味があると考える｡

【目的･対象】本研究では､文学の中にあらわれるソウルという都市や建築と､それ

に伴う空間の意味性を探ることで､韓国における近代社会の特徴その空間構造の変遷

を明らかにすることを目的する｡分析対象は､韓国の首都であり近代化の影響をもっ

とも強く受けていたと考えられるソウルを舞台として描いた､朴泰遠､李箱､黄順元､

雀仁勲､金承鉦の作品とする｡

【研究の構成】本研究は｢韓国文学にみる近代都市と建築空間の表現と意味性に対す

る研究｣と題し,以下の6章により構成される｡研究の背景と目的(1章)､分析対象

と方法(2章)､植民地期末における都市と建築(3章)､朝鮮戦争後における都市と建

築(4章)､ 3章と4章を比較分析した､植民地期末と朝鮮戦争後における都市と建築

の変遷(5章)､まとめ(6章)0

【概要】以下に各章の概要を示す｡

第1章では､本研究を行う背景と目的および意義を示した｡また､関連する既往研究

を整理した｡

第2章では､分析対象作品の選定理由と韓国のソウルに対する概括的な説明を述べたo

そして､分析方法に関する設定と研究の構成を示した｡

第3章では､朴泰遠と李箱の作品を対象として､植民地期末における都市と建築の表

現と意味性を分析した｡その結果､建築用語の頻度から､作品における重要な空間や

概括的な全体の空間構造を量的数値から推察することができた｡舞台記述度による空

間の位相関係から､作品における全体の舞台構造を把握することができたo特に､李

箱の作品では主人公の部屋または家の記述度が他の舞台より高いほど､外部空間もし

くは社会に対して主人公の意識が内向きであることが分かる｡出現位置と空間構成か



ら､都市を表象する領域範囲と､伝統家屋の近代化を明らかにした｡空間の表現要素

から舞台の空間性を明らかにし､舞台同士の関係を示すことができた0

第4章では､黄順元と峯仁勲と金承鉦の作品を対象として､朝鮮戦争後における都市

と建築の表現と意味性を分析した｡その結果,建築用語の集計と舞台の記述度より､

作品の舞台構造が把握できた｡出現位置と空間構成から､ソウルの都心部として認識

する額域と､中央劇場が社会のパラダイムの変化を象徴していることを明らかにした｡

住居空間では韓国式と外国式､現代式という類型を見出し､その形態的特徴を示す土

とができた｡空間表現から､経済優先による都市と建築の形態に対する批判性が読み

取れたo舞台の空間属性と舞台構造図から､ 1960年代の韓国人はさらに高度化する都

市の中で､人情･感情を現す人間性より､物質性が強調される近代性や近代都市に不

安感を持っていたことが指摘できた｡

第5章では､時代による近代社会の変化に着目して､韓国の近代化とその社会にあら

われる空間像を考察した結果､作家別建築用語の構成比から､近代の経済性に反する

客間(サランパン)の衰退と､それに伴って奥の間(アンパン)の頻度が増加する､

住居平面における空間像の変化が読み取れた｡また､城郭の通行門の出現頻度から､

ソウルの周辺部の中で東の方が庶民地域として発達していたことを明らかにした｡ま

た､外来様式の定着､資本主義と近代建築の深化と､それに伴って都市が益々物質性

を強調していく傾向がみられたことが指摘できた｡また､伝統住居における近代化の

様相と､それが近代にそぐわないものとして認識されていることが見られた｡

第6章では､第3章から第5章まで得られた結果を整理し､まとめを述べた｡特に､

本研究の総括として､作品ひいては時代を象徴する舞台として描かれた文学の中の都

市･建築空間には､当時の社会に対する人々の心象が｢文明･変化･個人性･世俗｣

の近代性と｢伝統･永久･共同性･超俗｣の反動性が対比的構図で現れていることが

指摘できた｡この相違性は現代に近づくほど､より強固に具体化する傾向が見られた｡

最後に､今後の課題と展望を述べた｡
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第1章

序 論



1-1研究の背景

韓国の近代起点については､帝国主義に対抗する側面を重視する立場では1860年代

を､資本主義の観点から経済的社会の構成を重視する立場では1876年の開港を､そし

て制度と思想が本格的に導入された時期を強調する立場では1894年の甲午更張(改

革)托1)を近代の起点としており､歴史学者の中でもその基準は多様であるが､ 1876

年に近代が始まったと認めることが一般的な見解であるL)｡第2次世界大戦(1939-

45年)と米国の軍政(1945-48年)を終えて1948年韓国は政府樹立を迎えるが､間

も無く勃発した朝鮮戦争(1950-53年)は全国土を荒廃化したため､戦争が終わる1953

年から1970年代の経済高度成長期に入る前に韓国において第2近代化が始まったとい

えるだろう｡本研究では韓国の近代の範囲を1876年から1970年までとし､政府と王

塞(王家)を制度的に分離して社会の封建的慣習を法律的に完全廃棄した1894年から

1970年までの社会を近代社会と設定する｡さらに､その社会の中で政治経済的に民主

主義と資本主義の体制が定着していく過程を近代化とすれば､韓国の近代社会は1つ

の特異点をなしている｡それは主体性の基準として､日本から独立する前の他律的近

代化と独立した後の自立的近代化に韓国の近代社会を分けることができるということ

である｡韓国で政府が正式的に成立された時期が1948年であるが､第2次世界大戦か

ら朝鮮戦争までを政治的な断絶であるとするならば､韓国の近代社会を日本植民地時

代と朝鮮戦争後に分けることも可能であるといえる｡

この歴史的な流れの中で近代社会の物理的な｢かたち｣を構成する都市と建築は､

18世紀に起こったイギリスの産業革命以降､世界的に広がった近代技術や様式の影響

を受けざるを得ない状況に置かれる｡特に1900年代に入ると､西欧と日本からの外来

様式の導入やセメント､ガラス､レンガ,コンクリートなどの新しい材料の補給､ス

チーム暖房などの新式設備の流入は新たな都市･建築の序幕を飾りつつ､ ｢かたち｣の

変容を先導していく｡

上述したように､韓国の近代はヨーロッパやアメリカ及び､同じ東アジア地域であ

る中国や日本とも違う､特殊な展開過程を持っているため､この時期の社会に対する

研究は建築学として重要な意義を持っていると考える｡しかし､日本植民地時代と朝

鮮戦争を経て現在まで至る間に､焼失や近代遺産としての価値認識の不足､経済開発

の論理によって再建築ないし破壊され､数多くの建築物が消えてしまった｡また､デ

ータ化する準備も不十分だったため､資料を通して近代を体験することも容易ではな
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さそうである｡今までの都市･建築の分野では少し残されている建築物や関連資料を

通して近代社会の形態的特徴に注目していた傾向があるが､筆者は物理的なかたち(具

象)に止まらず､韓国の激動期である近代を歩んできた人々の心に描き出されている

社会のかたち(心象)に注目し､今までの研究とは一線を画する価値を創出しようと

する｡

韓国において近代は現代社会の枠組みであるといえる｡昨今では､新しい社会を形

成した近代都市と建築だけではなく､政治･経済的に激動期であった韓国の近代社会

に対して､様々な分野から改めて評価されている｡日々その姿を変えていく近代社会

を､その時代の人々はどのように意識し表現していたかを探ることは､当時と現在の

韓国社会構造を理解する上でも重要な意味があると考える｡さらに､リアリズムを基

に当時の時代性･社会状況･歴史文化･生活様式など社会のかたちにかかわっている

諸要素が､人間とその集団間で蓄積されてきた意識の深層を通して投影される文学の

都市と建築の空間は､時代や社会構造を総合的に分析するために最適の研究対象であ

ると考える｡すなわち､現実社会を反映して描いた文学の都市や建築を通して実際の

対象物(都市･建築)に関する分析から､作品の中の象徴的もしくは重要な空間に潜

んでいる｢意味｣を読み取ることによって､当時の社会を異なる側面から考察するこ

とができるということである｡特にその文学が､後世の人々も含めた不特定多数の読

者に共感を与えられたものであれば､文字表現によって生み出される空間は作家個人

を離れて社会化し､既にある種の普遍的な感性､意識､思想を獲得していると考える｡

以上の背景をふまえて本研究は､日本殖民地時代における近代社会と朝鮮戦争後に

おける近代社会を分析対象として研究を行う｡特に､文学の中の空間に対する表現と

意味を分析して当時の人々の意識の中で反映された都市と建築空間の構造や､戦争に

よる変遷を明らかにすることによって､当時と現在の韓国社会構造を理解し､今後の

都市･建築の空間計画について1つの指標としての有意義な知見を得ることを目的と

する｡
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ト2 研究の目的

ト2-1研究テーマの設定

近代社会の構造とその変遷からの特徴を文学にあらわれる都市と建築空間を通して

分析することが大目的であるとするなら､近代化が進められた韓国､特にソウルに着

目して研究を行う｡都市とは歴史と文化が蓄積されながら都市固有の正体性を形成し

ていく空間であるため､近代以前の封建制社会(朝鮮王朝)から近代を経て現在に至

るまで､韓国の首都であり近代化の影響をもっとも強く受けていたと考えられるソウ

ルに絞って分析を進めることは意義があると考えるためである｡

1906年国家が､既に日本の影響下に置かれていた度支部(国家行政部署)内

の建築所の官製を公布してから都市と建築の姿が本格的に変わってきたため､

第二次世界大戦が勃発する直前の植民地期末である1930年代のソウル(京城)

を植民地時代における近代社会の分析範囲とする｡また､朝鮮戦争後の近代社

会の範囲も1953年の戦争による復旧が始まった以来1970年代の経済高度成長

期に入る前の､経済復興期と言われる1960年代のソウルを中心として分析を

行うことにする｡

文章l=よる=37t'Gj17のp-=Ei#ば､∠野/=よる邑のt /fまった<男/Ja併存を屠すo

そこ/=表穿きれていa邑のIi､空ン野の%腰ノ斡幾脚な厳密でIf/T <､

^ノ野の忍者t語のフイ/I,クーを虐LfL-要衝野王家象であao
一昔土〟

彪2)

社会を構成する都市や建築空間の底辺には潜んでいる人々の意識があるが､その中

で1つの意識でも不特定多数の読者に共感を与えられたものであれば､その意識によ

って描き出される空間の表象はある種の普遍的な感性として認められ､既に社会レベ

ルの意識である､文化様式もしくは時代精神を獲得していると考えられる｡その空間

性については物理的だけではなく､精神的な側面から読み取ることができるはずであ

る｡本研究では､ 1930年代と1960年代を代表する韓国の作家の中で､ソウルを舞台

として当時の社会を描いた朴泰遠､李箱､黄順元､雀仁勲､金承鉦を選定し､彼らの

作品にあらわされる都市や建築に対する表現から,空間の意味性とその構造の変遷を

明らかにすることで､植民地期末と朝鮮戦争後における韓国の近代化とその社会にあ

らわれる空間像を探ることを目的とする｡
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ト2-2 研究の意義.

韓国における近代社会の構造的特徴について有意義な知見を得るために､選

定した文学作品の中で都市と建築が､テキスト相互の関係により､時代･文化

様式にかかわる空間としてあらわす意味を追究することが本研究の具体的な

目標である｡その結果､本研究の意義は以下の3つに収められると考える｡ま

ず､実際の都市と建築に関する具象とは異なる､文学の中の空間という､心象

に関する分析と､その空間的意味を解釈する理論的体系を確立することができ

る｡ (①分析手法の提案)そして､文学範囲の拡大だけではなくて映画･絵画

など､空間の表現とその意味に関する他の研究分野と連係して新しい事実の発

見に至るような着想の手掛かりを得ることでもある｡ (②研究領域の構築)

また､今まで作る側の目線によって都市と建築の計画上で看過された様々な問題の

対応ないし改善のために､文学を通して当時の人々が描いている空間性を見出す

本研究の進歩は､使う側の目線または意識が参照できる資料として､新たな空間計画

における実用的な成果-貢献することを目指すことが可能であると考える｡(③空間計

画上の参照)
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ト3 関連研究

本研究の研究対象または分析方法に関連が見られる研究論文を大別し､既往研究か

ら見た本研究の位置づけを書く｡

文学と建築を関連付ける研究は､文学評論や歴史分野､風俗研究､そして建築分野

で行なわれているが､文学にみられる都市と建築空間についての研究として若山3)-R)

が行っている｡日本の近代文学や古典文学にあらわれる空間の意味性を追究し数多く

の成果を収めている｡また､中国『唐詩』と日本『和歌』を比較して空間の心象を分

析した研究9)や､現代児童文学の作品から子供の遊び空間を分析した研究10)､ 20世

紀を代表する文学作品の一つであるMarcel proustの｢失われた時を求めて｣という

作品からSain卜Hilaire教会堂の鐘塔についての建築的現状と体験を分析した研究Ll)

など,文学を通した様々な研究12) -25)が行われている｡その他にも建築雑誌を資料と

して建築思潮の分析26) -3りやその表現に注目し研究をした論文32).33)などが近年見ら

れる｡研究論文以外には､ Giuseppe Terragniがダンテの｢新曲｣を解釈して､文学

に描かれた空間を実際の建築空間に図面化34)したものや､建築家がMelvilleの｢白

鯨｣を､アメリカのマンハッタンを象徴する作品として解釈し､図面化した理論的な

建築作品35)がある｡文学を対象として建築空間を分析する研究について､その多く

は日本と中国の文学に対する分析が主流であるといえる｡

韓国における近代社会､特にソウルを対象とする研究は､歴史､地理､社会､政治､

経済､行政､生活､都市･建築など全分野に渡って行われている｡都市･建築分野で

は､ソウルの歴史と日常的都市の風景について研究36)や植民地時代の初期の都市計

画に関する研究37)とソウルの伝統都市洋式に関する研究38)､ソウルの住居空間に関

する建築研究39) -47)など､多くの成果が上げられている｡また､韓国現代文学に現れ

るソウルの形状に関する研究48)や京城の都市化が1930年代の韓国モダニズム小説に

及ぼした影響に関する研究49)､20世紀ソウルの生活の歴史と空間地理の変貌に関する

研究50)など文学分野での研究も多くみられる｡その他にも数多い研究51) -57)が行わ

れている｡都市と建築分野では､形態的分析に主眼が置かれているといえる｡

文学の以外のジャンル､絵画もしくは映画を対象として建築空間を分析する研究も

活発に行われている｡絵画の場合は19世紀ヨーロッパの風景画にみる都市景観の研究

58)や17世紀オランダ絵画の中の建築空間に関する研究59)など､映画の場合は映画空

間の奥行きに関する研究60)やチャールズ･チャップリンの映画における都市と建築
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空間に関する研究91)など､絵画と映画の中で現れる空間性やその表現による時代分

析など様々な研究62) -72)成果が収められている｡絵画や映画に対して､建築を関連付

ける研究については､近年見られるようになった新しい研究領域であるが､視覚情報

を対象としていることから､建築の形態分析が類似している､といえる｡

文学が研究資料として扱われるのは､その時代の文化･風土･時勢との関係から生

まれ､そこに都市･建築空間と人間との関係がより濃く現れているため､空間が抱く

社会的な意味を通して当時の社会構造または近代性についての解釈ができる資料であ

ると考える｡本研究では文学にあらわれる都市と建築､すなわち空間に対する心象を

分析するために､次のような方法を用いて研究の有効性を高める｡文学の中の建築用

語と舞台を抽出して作品の概括的な空間構造を調べる｡描写された舞台や主な建物･

都市施設などの地理的位置と空間を構成するキーワードを通して､文字で現れた実際

の都市と建築の場所性または具象的特徴を分析する｡また､空間属性を通して空間に

対する心象的特徴を読み取り､舞台相関関係図から空間の意味を考察する｡以上の分

析結果をまとめて､ 1930年代と1960年代にわたる､韓国のソウルにおける近代社会

もしくは都市と建築空間の構造やその変遷を明らかにし､建築における空間の表現と

意味性に対する新たな分析ツールの方向性を試みるという立場をとっている｡特に､

今まで作品の空間構造を調べるために用いられた舞台の意識時間(ある舞台の描写文

字数)を修正･補完した舞台の記述度は､空間の持つ建築的な位相(重要さ)を測る

手法として作品全体の構造を把握するために､より高い信頼性を得ることができると

考える｡また､文学の中の空間を性格付ける諸要素を分類して設定した空間属性は､

作品に現れる舞台から作品ひいては時代を象徴する空間的意味を発見する分析手法と

して､舞台の記述度とともに本研究と既往研究を差別化し､本研究の位置付けを明ら

かにしていると考える｡

都市や建築にまつわる文字の表現内容に関する研究は､近年みられるようになった

が､その数少ない未開拓領域であるといえる｡これは建築分野だけではなく､多様な

分野と連係し､都市と建築を分析しようとする現代の傾向を現していると考える｡本

研究はこの新しい研究領域の進展に貢献することを目指している｡
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注

注1)朝鮮王朝時代の高宗31年に金弘集らの開化派が政治制度を近代的に改革した

こと｡日本によって構成された新内閣は政府と王室(王家)を制度的に分離し,

社会の封建的慣習を法律的に完全廃棄する｡
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第2章

研究の進め方



2-1 L71析対象の紹介

2-ト1ソウルの拡張

朝鮮王朝時代から現在に至るまで600年以上韓国の首都であるソウルは､ 1910年朝

鮮総督府により､漢城(王朝時代のソウル名称)は京城に改称されてり日本から独立

した1945年今のソウルという名称に変わる｡都市化により､ 1936年のソウル(京城)

は漢城より4倍くらい広がり､1943年には人口増加によって7つの区(鐘路区､中区､

城東区､西大門区､東大門区､龍山区､永登浦区)が設置される2)3)｡その後ソウル

の面積はますます拡張されて1973年現在の市境界線が定まる4)5)｡時代による境域の

変化と現在のソウルにおける行政区画を､図2-1と図2-2に示す｡
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図2-1ソウルにおける境域の変化注1)
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2-1-2 作家別履歴と対象作品

本研究の対象となるものは､戦前の朴泰遠と李箱､戦後の黄順元と笹仁勲と金承鉦

の作品である｡ 5人はその作品が韓国の文学教科書に載るほど人口に胎衆した､近代

を代表する作家である｡小説の内容や作家精神など､ 5人には各々の特徴があるが､

共通することは､ソウルを主な舞台とし,当時の社会風景や人間意識を描きながら社

会問題を作品に如実に反映させたことである｡また､ 1930年代を代表する朴泰遠と李

箱はリアリズムの拡大と深化という好評を得るほど注目された作家で､モダニズム小

説注1)もしくは都市小説という新たなジャンルを切り開いたと評価されている｡戦後

にはサルトル(∫.P.Sartre)とカミュ(A.Camus)によって主導された実存主義

(exsitentialism)文学が新世帯作家を中心に広がり､特に黄順元と雀仁勲と金承鉦

はその影響を受けながらリアリズムをもとに1960年代ソウルを描いたため､ 1930年

代胎動したモダニズム′j､説のジャンルに属するといえる｡

以下は5人の代表的な作品を中心に簡略な作家履歴を紹介する｡

①朴泰遠は1909年生まれで1926年<朝鮮文壇>に詩(柿)を発表しデビューする｡

日本留学後1931から本格的な創作活動を始める｡主な作品としては都市の風俗

を観察した長編小説『川辺風景』 (1936年)と中編′小説『小説家仇甫氏の一日』

(1934年)がある｡

②李箱(本名.:金海卿)は1910年生まれて1937年東京で一生を終える｡ 1929年朝

鮮総督府の内務局建築課の技手になるものの､ 1933年結核で退職してから本格的

な創作活動を始める｡主な作品としては客観的現実空間と自己意識を描写した

『翼』と『蜘妹曾家』などがある｡

③黄順元は1915年生まれで中学時代に詩(僕の夢)でデビューするが､ 1936年早

稲田大学文学部英文科に入学してからは小説活動をする｡主な作品としては『嚢

作る老人』 (1950年)､ 『夕立』(1953年)､ 『カインの後商』(1954年)､ 『木､斜面

に立っ』(1960年)､ 『日月』(1962年)､ 『動く城』(1972年)等がある｡全体的に

戦後社会の中でのヒューマニズムを描写しているが､本研究では特に現実社会と

人間の内面意識を描いた『人間接木』､ 『日月』について分析する｡

④笹仁勲は1936年生まれて1959年短編『GREY倶楽部顛末記』 『ラウ伝』で<自由

文学>誌にデビューする｡主な作品としては現実や世界との関係､人間存在につ
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いて描いた『広場』 (1960年)､ 『灰色人』(1964年)､ 『小説家丘甫氏の一日』(1969

-72年)等がある｡本研究では『広場』､ 『′ト説家仇甫氏の一日』を対象作品とす

る｡

⑤金承鉦は1942年大阪生まれで1945年帰国し1962年『生命練習』でデビューする｡

60年代の作家と呼ばれるほど1960年代のソウルの近代性を独特な視覚で､ 100%

ハングルで表現したことで韓国文学史の中で高く評価されている｡主な作品とし

ては都市と日常人を描いた『ソウル､ 1964年の冬』 (1965年)､ 『霧津紀行』(1964'

年) 『力士』(1964年)､ 『多産性』(1966年)などがある｡

作家5人の作品の中で選定した分析対象の作品を表2-1に示す｡

表2-1分析対象の作品
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2-2 分析方法

2-2-1分析方法の設定

文学の中の都市と建築空間を研究するための分析方法の概要を説明するo 対象作品

では､都市･建築空間だけではなく,登場人物や行為､社会状況および内面意識など､

空間･人間･社会にかかわる様々なものが表現され,これは空間の表象を形成する要素

であると考える｡空間(舞台)に対する要素を4つに分類し､図2-3に示す｡

搬ま蔓肇返済銀3委≧療醸裁療醸療緩較≧
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図2-3 空間に関する表現要素

また､生活様式･登場人物･社会状況･歴史と文化などは都市･建築空間とともに

文学の中の"社会のかたち"を形成しており､これは当時``社会のかたち''を反映し

ているともいえる｡文学を通して当時の都市･建築に対する物理的特徴とその空間に

潜んでいる意味を通して､韓国の近代社会における空間構造の変遷または当時の空間

像を考察するために､次の順を追って分析を進める｡

①文学に描かれている様々な用語のうち､特に建築に関する用語を建築用語とし集

計する｡出現傾向と物語の関係や時代的な特徴など概括的な作品の分析を行うo

②登場人物が言動表現を行う際の背景として描写される空間を舞台とし､用途別に

分けて抽出するD 舞台の記述度による位相から全体舞台の構造を､舞台の登場す

る地理的位置から地域･場所性を分析する｡

③各舞台を構成する建築用語を用途別空間に整理し､空間を構成するキーワードか

ら都市と建築に対する物理的特徴を分析する｡

④社会のかたちを形成する要素(図2-3)にかかわる文章を空間表現として抽出し､

建築用語･舞台.空間構成キーワードについての分析結果を補完する.

⑤舞台を性格付けるものとして各物語内での特徴と主な人物を抽出し一､空間表現と
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ともに舞台ごとに整理して舞台の空間属性を調べる｡各舞台の空間属性を基とし

て作品における舞台構造図を作成し､文学の中で現れる空間の意味と近代社会の

意識構造を探る｡

⑥以上の分析結果を植民地期末と朝鮮戦争後に分けてまとめることで､近代を代表

する韓国文学から都市と建築空間の意味性とその構造の変遷を明らかにし､韓国

の近代化とその社会にあらわれる空間像を総合的に考察する｡

文学という表現媒体によって伝えられる文字表象は､映画などの映像表象よりかた

ちの視覚的特徴を把握することが難しいため､具体的なかたちより抽象的なかたちに

偏らざるを得ない｡研究の進め方により､当時の地形･形態学情報としての説明が要

る場合は不可欠な最小限の視覚的資料を掲載する｡

各分析方法における具体的な設定について述べる｡
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【建築用語】

建築用語とは文学の中であらわれる都市と建築を示す単語で､その機能とス

ケールによって[建物][部屋][部位･建具][家具][国･地名][都市施設][自

然][乗物][その他]にカテゴリ化する｡

建物:建物や機関あるいは独立的な構造物を示す用語

部屋:建物のうち一つの空間単位を示す用語

部位･建具:建築を構成する位置の概念をともなった物質的な部分や部屋

の仕切りや素材を示す用語

家具:家具や調度類､生活機械類を示す用語

国･地名:具体的な国･都市･地域を示す用語

都市施設:建物以外都市を構成する要素を示す用語

自然:公的概念の自然空間を示す用語

乗物:都市や地域に交通関連の機械類を示す用語

その他:上記に含まれない用語
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【舞台】

①舞台の定義

映画のシーンのように登場人物の言動表現が行われる一つの場面を舞台と定義し､

一つの段落を基本単位として舞台を抽出する｡同じ時点で一つの場面が複数の段落に

わたって措かれていたら､すべてを一つの舞台として扱う｡但し､一つの段落でも､

行為時点の混在(長期間にかけての描写)や作家の説明は文脈によって不明や前後段

落の延長線と判断する｡また､明確に別の舞台が一つの段落に描かれた場合は､段落

を分けて扱うことにする｡しかしながら､文学ジャンルでも､小説というものは戯曲

とは違って必ずしもその舞台がはっきりしない叙述があり､この作業にはある程度の

読み込みと判断が必要である｡

本研究では建物を中心に舞台を分ける｡対象作品における様々な舞台を､建

物と建物外から､さらに用途によって6つに分類する｡

建物
一任居:住まいの機能を持つ舞台

一公共:官公署と医療･教育･宗教にかかわる舞台

一産業:住居や公共の以外の機能で､資本性を持つ舞台

建物外一都市･国:都市や国を構成する要素で公的場所性を持つ

舞台と地域全体をあらわす舞台

一交通:運送に関わるすべての乗物

その他:不明､あるいは上記に含まれない舞台

②舞台の記述度(空間位相)

舞台の記述度は文学内の舞台が持つ空間としての位相をあらわす指標で,各作品に

おける全体舞台の構造を把握する手法である｡実際に出現する場面の敬(描写度)と

その舞台であらわれる建築用語の数[空間にかかわる割合(空間関係率) ]に比例し､

物語内の意味性とは区別する｡

･舞台1の記述度-舞台1の場面数/
(舞台総箇所) × (舞台1の総用語数) / (総用語数) ×100

･舞台平均記述度-(舞台位相度の合計(∑各舞台の位相度) )/ (舞台総箇所)

舞台についての分析は､建築用語の頻度による作品の概括的な空間構造と実際の位

置を明らかにすることを目的とする｡
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【空間表現と空間属性】

空間の表現要素(図2-3)があらわれている文章を空間表現として抽出するo その

空間表現と主な人物や物語上の特徴によってあらわされる舞台の空間性を空間属性と

し､表2-2に示す｡また､対象となる舞台の空間性を基に舞台相関関係図を作成し､

文学の空間における意味や近代社会の意識構造を考察するo

表2-2 空間表現と物語特モ削こよる舞台の属性

>f台組付

空間(蘇r一丁.珪額) ∴ミ:',ま替≧套鮭放さ:;一変亮6lこ…ペj/i=ミトiーt梢暮

●
帥llht

(i_1;紘.n然)
洗触.1J′派 ATll仏経(銀)

f丈雇f帥J蛎折

(借救.l●I然)
JE左感.(T{ 親近嬢

◎
itL代⊥t

(外r[寸.qr文f?1)
削人.Jt1車5 hl▲村上(粥)

正一餅∫価値

(縄}J.瞥本)
不'jk在感.;LF; 串触感

帆i.IなL(fllrDT保Tr()

･空間的属性:空間における直接的な描写の特性

一建物の場合,建物名或は平面の構成･設備･材料による建築様式(平面の変化を

主な基準とする)｡都市の場合は都市施設と描写された建物を中心として判断する｡

※原則的に外的特徴を優先するが,家の場合室内変化が際立つ場合は(●)で表記｡

※外国建物の場合は近代に近いものとする｡

一舞台の出来上がりの状態による印象評価(品質･清潔感)

･社会的属性:社会にかかわる中心人物の描写特徴

一舞台に対する中心人物の所属感(象徴[代表]性･融和感)､或は空間(塞) -の

執着によるこだわり(行動範囲､逸脱･定住)

一中心人物(或は周辺人物との関係による)の主な価値体系･秩序

※本能的性行為(金銭なし) ･童心は自然の秩序と判断し､人為的規則による行為は

近代的価値に従うと判断する｡

･人間的属性:人物(作家)における意識描写の特徴

一物語の葛藤による中心人物(或は周辺人物との関係との関係による)の心理状態

一舞台に対する中心人物(作家意識)の親近感

※基本的に主人公の目線を中心に判断しているが､場合によっては舞台での主な登

場人物(主人公ではない)の目線で判断する｡

※ ｢情緒｣の場合は5つの属性に加えて[快一不快] [好み-忌避] ●などの心理的

状態と隠愉的描写も踏まえて､総合的に判断するo
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分析例を表213に示すo

表2-3 [分析例]空間表現と物語特徴による舞台の属性

-
『川辺の風景』における住居空間の一部一

≦怒
÷弟深耕…乾妄言.モ号冬…誓毒き≡～.;,,vミ?i;漉密集燥/5;…∧ゝこ……:㌔
≡:,苧轡;巨礁癒妻.ま筋講義姻建娠絹怯紛滞凍ぬ三奈義軌ミー鎮魂適純門

lⅡ

淀:汀1.A.J二:)伽ルー班JJ饗′,.)a)'i/-i.-]r(い人伝l''が一緒;=lhかETろ■出1L{している
.I.Aノ/柴J..1J)●-●●●-

)をiLて."とにかくn.がいいね.いつ毛..ど.-1tJLI如辿iLr=Jt J束u) 束一-#J.,i[:人.1-r州可■Jqi7特/､削.t{L-沖p/j′い.
i,

･Xll8山;(で中濃Lたli'/I.りJ〕.班)j紫l.1L/)I.iリ川て乍菜Lたイl

i(叫.嘩v)叩姑

ー一(.frL2蕊Llu)逮

(リ｣))H..再物.′｣hAIl小汚...5L′し.ち.i,J'

ru州±代}1Lい三I1,L～l

L7)イド.守り∈を1I:繋｣た<新∫t女YE>と:且ミi.しているとい:J耶

は-主-ml.:r.pl沈r'((:噸ur)人々を厭かせ{=いi,ゆる耐!]1,+i.i焚ノi粟

"1J)おL+いさん/''t-.どん/A_L.LT:比をLltすv)かがr蛙一心ーt[であつた
Jー()〉

f1;1LJ}l3削.)J)lll.′打叫l-;lで王J-'krさんと仲つていろおt;いさん

を見つめた

n昌小l"Iのl)1仙l｣にあろ門脇.'fJ;h!からl..排だけにとびL-,J)A,ら

たん1~を.-

≡.花乍l叫び)I;(城H:]会の戚ll迷ゝ帥)rlITr:こrI'J>と一肌こ1‖.I.ii

点flp_)ん

卜ーfJJ'i-I.ド--.弓■:Q..亘-

るほかの帖舶井たちuト.

雷lJ1ゴム耽ができて.;-([_でもコ/lんJ}L..が'L=くて楽′こそれ[='けを

ゝ声.(要人V)'L.A!

友L/)攻込(■家-

･L[(刀)軌′粥御物.ー.隅徴軌｢｢乍.i軌

i)タJl)WLi

州)

州''hHIEIIfu■ら】-.■ロ.-r亘)昏

･小.ている/J.{,,.I-'こd,靴′'Jり[;れ7JFi｢Flが′LLL､でしJ::I? I;I(llpih主)./=p圭勿hi.v)J京).ーHJ1‖ホ..I-l丁6J,pJ光J｢7t<}妃L丁uiI旭

淀7:1もとi,上v)絹物T.rrlrtJ..T-;I"1h主に'4.わり,上た縦iL,/J1∩三′しでされてl.rE;LL ス二(/x.)Jl).;.†

L仁r.人J)●-●●′L1白!

いたJi.:(-t卜T-I,ih阜(bJi{自■ー)J)TIJhr/J;掲げ{,れた

ほ7そv)rHIJ)=がZtJLて-ス二ETtヤE1り心J)小J)1こ.i'を

･1if=:rろを{1′亡か->{=_
】76紘女川｢J([r,['L_人v).1jTL山､さんし′)...州;.1p)J=i=,i/).I

･くての人々の鮎願にだんた/unTII_を嘘L.ながl-,..

仰=,つF■I//}叫■N'L1!.:=LrL-るJ)′う.//I/JJ,I亡い二土に､.ケ'ろいli

l■上く′L.い考え/_I-持-,て:tL/)L:)/i.くf='{)′p.:L､.jf-を絞り-こい7J

/JLf.しれf亡い彼リ).い二...(船Ⅵ仙tt_に入る卜7Il..'帖<J)卜人)

1tl.lFMく/｣いU)′京fTをlIHにして#rLい｢■;1;L1主を岬卜やLてL

1F川1(t.lJ)jfl!Lh/LL.山/J､'JJ/J.I,/A_.いて､JIM)てし上い.そこに

i.i-しlすU】上--)′亡壬/),i,lllVいて-.多1}そ二,rt沌Inl)rrv)ヒ-L)ど

i:l昂J糾別とい1ところはIr't:{pと/J.そJ)上:J!亡女/J7近づく胡′{r

たスニJ)l丘相生

i:｢==でつL-,

rL-1-上′k.いJ)-i.-...rtとんど1)lと托...'豆■lさえLLる機}r-は/Lか-, い嫁入りt盲{, 案.舷√.(!R-).WIfWi1'r=J川:I:.｢JiitEl川り{)旭:(I..:りくEu

※こit1:ーしつたい-1'ンパンrト州FL'T代u)土nLL桝繊)--'てf亡ん仁.?

I.Jそん′L'に作E[lほ;.仁.坐~J:LL:J]tiと/)か{Jサン/ム(J*う>がlEtい耽
)tI)去朋と/(1i耶L

ないJjかr上/Jlつr=J)i二

1川)書lHl,J前/JLL-,'l(部h,L_)でllf上いて必ずrI12.#lMで

tu.l.r-j-7A)A..

川ヱi1リノて二L7)ri-.'JJJ:川7)一般蛸)二とf亡く.い′｣上でで壬,1-

くてJ,j凸rJ1-に取つていニ:)と..."JL.u%土で.一生伸しヒ;J叱/L,

L=-毛J二二で叱JJ;)I

深32E?織!(Lは/ru)t'r恥l■,lu)=:'tL/).し-J仁いど二′ラリこ浦f1,.

し

物欲L-作歓J)

‖LJ汁ト松汀ー

l

I-.ヰ?.∴言∴.はll
ll

たd)れそJ)■i'をリ■亡つて什Mv)J､rLJスメ-カー州1:-',A/i-:に I+I,I"(LL)こ(hL1

-リI越LLたい1.｣｣lを繰り出Lた

沫3():Hli-帥'J,I,/).!〔L,I.~｢抑f′】二.′ケてか,-｣て軸りに′〔,:,人たとl.i,L

iltV)(-FJ'^()

スp--./)j9iLL

てt'たスニは二iL/J"-,[E11hほ(L'(りて柿に什d'7J二L_Lたり-p fI.E-l可F

Lp1)心'J).感軌L,主たf削⊥Lてい[= (き′≠二:=lFII
窒コ7()ス二r■l'J)ハ川舟でJ)稲生しい頓人り子ト,l_/;てh:,1*に′LL ll-:p束1i■.HILL】&
Lて...

i.○711,A.ll方】去り/jlE])ーt,/L1し､■何列-i-n#.る≠.し′,i,,､そaL与-I'】,,チ

一人てk,-えてHJ.i;:し､家族L/)hLq且ト耶ilく二±/J1.-1二:I(1....I
uu)】つであつたり

*'族√一山l拙斗)

うnkたf'/Jて水f即】■に(1./vでい7Jri-:に川や(訂1 1 1U)lll
I)

人IJている/J'･. )しA.I ;†l■lLI)/卜il.'を′i:(pljニとに適L'1に11=L~】Jtて

い7J/JlしL｣ -)J)械(■釘 に[1 L51附)r糾与あろし､It2.r'l叩

L',;仙,I_とI:Ill./シてLつ~･;i-つ仙'kされてL,る 圭た行J/が舶j】.て

いろ:. 1ーー⊥_
;･■ノ畑】肘j~I'I~L,I:い/･･.軌柁hY,･',kす(Arrl.■挫~,iLIJ;-班:-::p･;コと■ll｣伽l_

‥.Ll人十,i 】■.1.illV'郎~HJ･--;.ボり

-24-



2-2-2 分析の流れ

分析の流れを 図2-4に示す｡

目的:韓国の近代都市と建築空間における表現と意味性の考察 <--･･---･--一-

r

対象: 1930年代と1960年代におけるソウルを背景とした文学作品

韓国の近代社会における空間の意味とその構造の変遷

図2-4 分析の流れ
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文学の分析

一概括的作品分析&
時代別用語特徴

(用語の頻度･種類)

一全体舞台構造
(用語･舞台記述度)

都市･建築の分析

-ソウルと建築空間
の物理的特徴

(都市構造･空間構成)

文学の空間意味

-ソウルの社会構造
と空間性の考察

(意識構造･時代価値)



2-3 研究の構成･

本研究は､文学の中にあらわれる都市と建築についての表現を通して空間の意味性

を追究し,当時の近代社会であるソウルの変遷過程における社会･文化的背景を考察

するものであり,以下の6章により構成される｡

1章 序論

2章 研究の進め方

3章 植民時期末における都市と建築

一朴泰遠と李箱の作品の分析

4章 戦後復興期における都市と建築

一黄順元と雀仁勲と金承鉦の作品の分析

5章 植民地期末と朝鮮戦争後における都市と建築の変遷

-1930年代と1960年代のソウルにおける比較分析

6章 結論

研究の構成を図2-5に示す｡
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1章

･研究の背景

･研究の目的

2章

分析対象の背景

分析方法の設定

研究の構成

3章

植民地期末における都市と建築

･朴泰遠と李箱の作品の分析
･

1930年代の近代社会の考察

4章

朝鮮戦争後における都市と建築

･黄順元と雀仁勲と金承鉦の
作品の分析

･

1960年代の近代社会の考察

5章

植民地期末と朝鮮戦争後におけ

る都市と建築の変遷
I

1930年代と1960年代における

ソウルの比較分析

･韓国近代社会の考察

6章

まとめ

今後の課題と展望

図2-5 研究の構成
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注

注1)出所:韓国Britannica会社2001

注2)モダニズム小説とは現代の機械文明と都市感覚を重視する文芸の思潮である｡

特徴としては､都市人の都市でのライフを描写しながら文明に批判的な傾向か

強い｡また､前衛的な実験性を志向し､内的な独白や意識の流れによる手法を

駆使していることもモダニズム小説の特色である｡韓国の都市文明の世帯を観

察しかつ現実批判的な文学ジャンルである｡

参考文献

1)朝鮮総督府令第7号(1910年)

2)朝鮮総督府京畿道告示第32号(1936年)

3)朝鮮総督府令第164号(1943年)

4)ソウル特別市および京畿道管轄区域に関する法律(1973年､法律2596号)

5)ソウル通史<上･下>,ソウル特別市史編纂委員会､ 1972年
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第3章

植民地期末における都市と建築

-1930年代の京城(ソウル)
-



3-1分析の目的と対象

3-ト1分析の目的

朴泰遠と李箱(本名金海卿)は韓国を代表する文学者である｡特に彼らの『川辺風

景』や『翼』は発表当時､リアリズムの拡大と深化という好評を得るほど,注目され

た作品である｡また､二人の作家は様々な韓国文学研究者によって､リアリズムの中

でもその叙述手法や都市を主な背景とする舞台設定という点に特徴を持ち､モダニズ

ム小説もしくは都市諸説という新たなジャンルを切り開いたと評価されている｡本章

では､朴泰遠と李箱の代表的な作品に登場する建築空間について分析する｡

文学作品と建築を関連づけて研究することの意義については､序論で述べているが､

ここで特に､ 1930年代の作家の作品を対象とする意義を整理すれば､日本植民時代と

いう特殊な時期で活躍した作家の作品についての研究の一部になることと､ 1906年国

家が既に日本の影響下に置かれていた度支部(国家行政部署)内の建築所の官製を公

布してから1939年第二次世界大戦が勃発する前まで急速に変わっていく近代という

社会の､韓国人の心象における都市と建築空間の意味を探る分析ツールを試みるとい

うことである｡当時は既存の伝統様式と西洋や日本の主導した近代様式が混在してい

る｡二人の作家のみによってその時代について総括できるという意味ではないが､リ

アリズムを基に鋭い観察と豊かな表現で書かれた作品の登場人物や建築空間は､少な

くともその一部としてとらえることが可能であろう｡また､実際の都市や建築を構成

している空間が､文学ではテキスト相互の関係により文化様式にかかわる精神を抱く､

時代の器として発見されるはずで､これが建築学研究にとってもまた､今の韓国建築

の理解にも重要な意味を持つと考える｡

本章では､ソウルを背景として描いた朴泰遠と李箱の作品における都市や建築空間

の様相とその意味を明らかにすることで1930年代における韓国の近代化と当時の

社会にあらわれる空間像を考察することを目的とする｡
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3-ト2分析の対象と手順

1876年の強制的な開港以来､西洋建築が入り込み､日本を通した影響もますます強

くなってきた｡ 1910年日本が武力併合してから､韓国はそれ以上自主的な近代建築物

を持つことができなくなり､主体のない近代化は洋式や和洋式という外来建築の実験

場として進まれたo主体的近代化が1953年戦後の復旧から始まったとみることが韓国

の一般的な見解であるため､ 1930年代の都市や建築空間,初期近代社会を研究対象と

することは意義を持つといえる｡特に､近代の影響による変化が激しくあらわれたソ

ウルに注目し,ソウルを舞台として描いた文学作品を通して研究を進めるo また､都

市化する当時の風俗と人間心理を鋭敏な感性と巧みな手法で描いた朴泰遠と李箱の文

学から分析することは､視覚的資料では見逃しやすい空間的情緒を読み取ってその時

代を総括的に考察することができると考える｡

朴泰遠と李箱は､その作品が韓国の文学教科書に載るほど人口に胎爽した､ 1930年

代の代表的な作家である｡考現学(modernology)的な手法で当時の社会風景を詳細に

描写した朴泰遠と､建築学科の出身で空間と人物の関係についての描写が高く評価さ

れた李箱の作品を対象とし､特にソウルを舞台として描いた小説を選別する｡

分析対象とする作品を表3-1に示す.

表3-1研究対象作品

作家名

作品名岩芸芸
表年度 堤)出版社 小説区分

朴泰遠

01
土JA;a7一千旦Jq句oaoa

1934年
ii舎^B

中篇
小説家仇甫氏の-日 (深い泉)

02
召せ音召 1936-37 昔早耳xlJ^a^T

長編
川辺の風景 午 (文学と知性社)

李箱

01
せ7Ⅵ

巽
1936年

昔卑ヰxl^3人T
短編

02
xl幸司人ー

蜘妹骨家
1936年

03
%壇7ー

1936年
逢別記 (文学と知性社)

04
音胡

童骸
1937年

05
^j斗

失花
1939年

本研究では文学の中の建築空間を探るため､次の順を追って研究を進める｡

①文学に描かれている様々な用語のうち､特に建築に関する用語を建築用語とし集

計する｡出現傾向と物語の関係や時代的な特徴など概括的な作品の分析を行う｡
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②登場人物が言動表現を行う際の背景として描写される空間を舞台とし､用途別に

分けて抽出する｡舞台の記述度による位相から全体舞台の構造を､舞台の登場す

る地理的位置から地域･場所性を分析する｡

③各舞台を構成する建築用語を用途別空間別に整理し､空間を構成するキーワード

から都市と建築に対する物理的特徴を分析する｡

④社会のかたちを形成する要素(図2-3)にかかわる文章を空間表現として抽出し､

建築用語･舞台･空間構成キーワードについての分析結果を補完する｡

⑤舞台を性格付けるものとして各物語内での特徴と主な人物を抽出し､空間表現と

ともに舞台ごとに整理して舞台の空間属性を調べる｡各舞台の空間属性を基とし

て作品における舞台の相関関係図を作成し､文学の中で現れる空間の意味と近代

社会の意識構造を探る｡

以上の分析結果をまとめて､植民地期末における韓国の近代化とその社会にあらわ

れる空間像を総合的に考察する｡
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3-2 朴泰遠と李箱の作品にみる都市と建築

3-2-1建築用語と舞台の出現傾向

3-2-1-1建築用語の集計と分析

建築用語についての分析とは､カテゴリー化した用語からの時代における建築的な

特徴だけではなく､高頻度の用語が作家の意識に密着していることに着目し､作品に

おける重要な空間や概括的な全体の空間構造を量的数値から推察することを目的とす

る｡

まず､朴泰遠の作品における高頻度の建築用語を表3-2に表す｡

表3-2 ｢朴泰遠Jの小説における高頻度の建築用語(上位10位)
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『川辺風景』の場合, ｢家｣が圧倒的に多い｡その次に｢川辺｣ ｢ソウル｣ ｢部屋｣ ｢田

舎｣が高い頻度を示している｡タイトルからでも類推できるように､作家は川辺の街

における庶民生活の風景を描いているD庶民の空間である｢家｣を中心にソウル(川

辺)と田舎が作品の背景として位置していると用語の集計結果からいえるo家ととも

に高い頻度を占めている住居関連の具体的な建物を表3-3に示すo

表3-3 『川辺風景』における高頻度の住居用語
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建物の分類では､住居用途の場合､ 38種類の家が様々な登場人物の生活空間として､

都市(69.9%)と田舎(10.1%)の様子をあらわしている｡特に､食堂やカフェ､店な

ど､住居用途ではない建物を｢家｣と書いている場合が多い(7.2%)ことから､家が

今日の意味での<住居>とは異なる概念だったと考えられる｡家以外の住居である｢下

宿｣ (7.3%)の出現は､近代化する都市-の人口集中による､新たな住まいの風景をあ

らわしている｡また､ ｢家｣とともに｢漢方薬局｣ ｢カフェ｣ ｢理髪店｣が作品の重要な

空間として高く登場していることが分かる｡部屋の分類では､家に属する｢部屋｣の

出現割合が高い｡特に｢台所｣ ｢奥の間｣は､都市施設の｢井戸端｣とともに､女性の

領域をあらわす用語として多く抽出された｡家具の分類では､ ｢お膳｣という伝統的生

活様式と､ ｢テーブル｣という西洋風近代生活様式をあらわす用語の頻度が目立つ｡地

名では､行政区画である町を示す､韓国式である<洞>と日本式である<町>が並立

していることが特徴的である｡乗物の分類では､ ｢電車｣ ｢自動車｣ ｢人力車｣から､近

代化し始めた都市の風景が推測できる｡その他の分類では､ ｢安城家｣ ｢貫繊洞家｣が

多い｡この用語は地名に家が付随した合成語で､特に結婚した女性を指す言葉である｡

地を大事にした農耕社会のしきたりで､今でも田舎では残っている呼び方である｡後

に付く家が女性をあらわすことは家が母系中心の社会であるからだと考える.

『小説家仇甫氏の一日』の場合､ ｢家｣ ｢街｣ ｢喫茶店｣ ｢電車｣の出現頻度が高い｡

主人公は家を出て一日中ソウルを散歩しながら都市の風景を描いている.電車も散歩

の手段として使われたため､ソウルという街を中心に､家と喫茶店が作品の主な空間

として位置していることが分かる｡ここでもカフェを｢家｣と表現したことで､当時

の｢家｣の概念が現在の意味とは異なるという主張を裏付けている｡また､建物用語

における｢和親商会｣が目立つ｡ 『川辺風景』『失花』でも出現する和親商会は韓国人

が経営した最初の近代式百貨店で､当時､ソウルの象徴的なランドマークとして認識

されているといえる｡自然での｢金鉱｣はその他での｢黄金狂時代｣とともに､時代

状況をあらわす用語として多く描かれている｡国･地名の分類では､ ｢東京｣と｢ソウ

ル｣が主人公の留学していた過去と現在をあらわす場所として多く出現する｡

李箱の作品における高頻度の建築用語を表3-4に表す｡

5つの対象作品では｢部屋｣が頻出している｡作品ごとに共通する物語が冷落する

妻と無気力な主人公の居場所である家を中心に進行し､主人公が部屋に閉じこもって

いる場面が多くあらわれるためである｡特に『翼』の場合､ ｢部屋｣の用語の中で､主
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人公の部屋が52..2%､妻の部屋が41.8%を占めているほど､ ｢障子｣や｢敷居｣による

明確な空間境界意識が際立っている｡また､ 『失花』では舞台に登場しないが､
｢ロン

ドン｣は用語の中で3番目に多く出現している(同じ地名である英京も含み) ｡霧が

深く立ちこめた街(ソウルと東京)を見て連想する場所で､現実に適応できない主人

公の逃げ場としてあらわれている｡

表3-4 ｢李箱｣の小説における高頻度の建築用語(上位5位)
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全作品において｢家｣の集計が多いが､これは,韓国文学に､日本文学にも共通す

ることで､散文､少なくとも小説､物語のジャンルでは､時代を超えてこの｢家｣が

もっとも出現頻度の高い用語であるo また､ ｢カフェ｣ ｢喫茶店｣など､商業施設の用

語が目立っている｡ 2つの建築用語は､日本から流入された文化で(韓国語と日本語

の読み方が同一)､近代化を通して変わっていく韓国社会での､新しい生活様式を表象

しているといえるD さらに､ ｢東京｣や｢新宿｣など､日本とかかわる地名が多くみら

れることで､当時の韓国の政治的な状況が日本との民間交流にも影響を及ぼしたと考
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える｡

各作品における建築用語と出現頻度を表3-5-3-7に示す｡
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表3-5 『川辺の風景』における建築用言吾と出現頻度
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表3-6 『小説家仇甫氏の一日』における建築用語と出現頻度
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表3-7 ｢李箱｣の短編小説における建築用語と出現頻度
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3-2-ト2舞台の抽出と分析

本節では抽出した舞台に対してその記述度があらわす空間位相と実際の位置を分析

し､全体の舞台構造や場所性を明らかにすることを目的とする｡全作品において､高

頻度の建築用語が､語り手の居場所や物語の葛藤が起こる舞台としてあらわれている｡

特に､様々な｢家｣が多く出現し､当時の生活様子をあらわした｡

3-2-1-2-1舞台記述度と空間位相

舞台記述度は舞台の出現頻度とその舞台で現れる建築用語により､文学内の舞台が

持っ空間としての位相･重要さをあらわす指標で､舞台の位相が高いということは空

間を表現する作家の建築的意識が高いことである｡言い換えれば､他の空間または現

在空間(舞台)と密接な関係を持つ重要な役割を果たしているといえるだろう｡物語

の中の意味ある場所とは区別する｡

･舞台1の記述度-舞台1の場面数/ (舞台総箇所) × (舞台1の総用語数) / (総用

語数) ×100

･舞台平均記述度-(舞台位相度の合計(∑各舞台の位相度)
)/ (舞台総箇所)

『川辺風景』の出現舞台と位相度を表3-8に示す｡

｢川辺｣の記述度が他の舞台より極めて目立っ｡その次に｢理髪店｣ ｢ソウルの街｣

｢きみこの家｣ ｢漢方薬局の家｣ ｢平和カフェ｣の順で記述度が高かった｡川辺を中心

に主な登場人物の居場所である理髪店･きみこの家･漢方薬局の家･平和カフェが物

語の重要な空間として全体舞台の構造を形成していることが分かる｡用語では高い頻

度で意識されている｢履物屋の家｣が実際の舞台では登場しないことは､時代の流れ

に逆らう履物屋の経営によって家が没落したからであり､激しく変わる近代社会の一

面をあらわしている｡また､ ｢選挙事務所｣ ｢取引所｣や｢ボクシングジム｣ ｢理髪店｣

｢洋服店｣から､政治と経済だけではなくスポーツや生活上など､社会全般に近代化

が進んでいたことが分かる｡また､ ｢中華料理屋｣ ｢三越の屋上｣ ｢うどん屋｣ ｢鰻頭屋｣

｢玉突屋｣は､当時の韓国に影響を及ぼした周辺国の文化が都市の一部としてしみ込

まれていたことをあらわす｡
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.表3-8
『川辺の風景』における出現舞台と記述度
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『/ト説家仇甫氏の一目』の出現舞台と位相度を表3-9に示す｡

表3-9 『小説家仇甫氏の一日』における出現舞台と記述度
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『小説家仇甫氏の一日』は｢ソウルの街｣が際立つ｡ ｢喫茶店｣ ｢主人公の家｣ ｢電車｣

｢京城駅｣が順番に高い位相を占めていることで､ソウルの街を中心に喫茶店･主人

公の家･電車が舞台として主な役割を果たしているといえる｡しかし､主人公が1日

中ソウルを散歩する物語であるため､全体構造はソウルという近代都市に集約されるo

舞台記述度を通して､カフェより出現場面数が少ない電車や京城駅が文学の中で空間

と密接な関係がある､重要な舞台であることを見出せたo

｢李箱｣の作品における出現舞台と位相度を表3-10に示すo

表3-10 ｢李箱｣作品における出現舞台と記述度
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李箱の作品は建築用語の結果にもつながるように､ほとんど主人公の部屋または家

の記述度が高かった｡特に､他の舞台とその差が際立つ『翼』と『蜘妹合家』では,

主人公の部屋または家の記述度が他の舞台より低い､もしくはその差があまりない『童

骸』『失花』『逢別記』に比べて､主人公が外部からのシェルターとして自分の空間に

執着する傾向が見られる｡

留学と看病のために日本を経験した朴泰遠と李箱は､ ｢日比野公園｣ ｢新宿駅｣ ｢鈴蘭

通｣など､日本の具体的な場所を舞台としてあらわしている｡特に『小説家仇甫氏の

一日』と『矢花』では､高頻度の建築用語である東京が主な舞台として登場している

ことが目立っ｡
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3-2-1-2-2出現舞台の位置

園3-1全作品における舞台の出現場所(ソウル)

両作家の作品に登場する舞台の位置を､今のソウルを中心に調べるo その結果を図

3-1に示し､その場所もしくは地域の特徴を探るc.点線は1943年に設置された7つの

区(黒い線)を基として作成したその当時のソウルの領域境界線を､鐘路区にある黒

い点は朝鮮王朝時代の宮殿の位置を表す.

全作品を通して現在ソウルでの出現位置をソウルの地図で表記した結果､ほとんど

の舞台が鐘路区と中区に現れたo 特に,鐘路･南大門通り､光化門通り･黄金町･南

村･鐘路の夜市場､京城府庁･総督府庁舎･殖産銀行･朝鮮銀行･京城駅･鍾路署･

京城郵便局､団成杜･和信商会･丁子屋百貨店･三越百貨店など主な都市施設･地名･

建物も2つの区に位置され､当時の都市化がその地域内に集中していたことが分かるo

また､近代以前のソウルは鐘路区と中区の間に流れている清渓川を基準として北の方

(鐘路区の宮殿の周り)の上流層地域､南の方(中区)の庶民層地域に両分されてい

たo しかし､植民地時代に明治町(明洞)と本町(忠武路一帯)を中心とした中区に

El本人居住地が形成されてから､北と南は階級から民族による住み分けに変わり､特
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に､元々庶民地域であった南の方である中区が新しい経済圏として変化した様相が目

立っ｡

1930年代におけるソウルは朝鮮王朝の｢漢城｣より4倍近く拡大していたものの､

都心部として描写されている地域が鐘路区から中区という､旧封建制社会の範囲内に

収まっていることが分かる｡

各作品の舞台位置を表3-ll-3-13に示す｡

表3-ll 『川辺の風景』における主な舞台と出現位置

出現舞台 現在の具体的な位置(場所)

漢方薬局の家

ソウル鐘粍区.中区主事の家

イブニの家 (滴渓川の周辺)

下宿屋(旧履物屋の家)

花子夫の家 ソウル中区(茶電町)

きみこの家 ソウル中区(水横町)

主事の愛人家 ソウル鐘路区(農蛾洞)

漢方薬局嫁の実家 ソウル遠路区(杜模澗)

イプニ実の家 ソウル外(田舎)

花子大の洋薬局 ソウル中区(銅晩)

クナ食堂(居酒屋) ソウル鐘路区(拝観洞)

理髪店

ソウル鐘紹区.中区
平和カフェ

(講演川の周辺)
玉突辱

和一富商会 ソウル鐘路区(線路)

纏頭の店 ソウル中区(一首村(南l1】‖

建築現尋 不明

川辺(街) ソウル縄路区ーr71区(清潔川)

ソウル(街)

ソウル鐘路区りー】区

(鐘路､貝抜洞､舞ミ桜町,水援町､

瑞鱗洞､武備町､銅幌､阿幌､泥

幌､三角町,三縄洞､兵:i:幌)

表3-12 『小説家仇甫氏の一日』における主な舞台と出現位置
㌻11現舞台 現在の具体的な位置(場所)

I/ポL七の家 ソウル中区(滴渓川周辺)

初恋の家 ソウル鐘路区(親水tri))

京城駅

ソウルtー1区
喫茶店

カフェ ソウル鐘節匝二(楽園町)

茶寮

ソウル鐘紹区
fH一言(白■貨II:)

ソウル(街)

ソウル鐘紹区.中区

(嫡渓川､鐘紹､朝鮮銀行､ソウ

ル駅､兵1二晩.光化門通.責金町､
楽園町)

喫茶店(東京)
東京

日比即公掛
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表3-13 ｢李箱｣の短編小説における主な舞台と出現位置
作品 Ltj現特台 呪/liの具体的な位置(場所)

E]

主人公の家

ソウル(中区)
京城駅

三越の最上

ソウル(街)

蜘蝶骨家

主人公の家

ソウル(中区.明洞)
:こT~≡

^取引所

Rカフェ

仁川 韓国.仁川iTi

矢花

ヨ二の部室 ソウル

Cさんの都島
東京

東京の部屋

新宿駅

東京新宿区
^ビヤホ-′

ソウル(街) ソウル中区(南大門通り)

東京 東京新宿.鈴柵通り

≡三'tJ

新婚の家
ソウル(城北区)

(当時のソウ′レから近い郊外)

ユンの家 ソウル(鐘紹区)

′<--

ソウル鐘路区ギャラリー

ソウル(街)

ユンの事務室 不明

遠別記

(ヨ二と同居)

ソウル
ヨ二妹の家

主人公の実家

居酒屋

温泉旅館
不明(温泉村)

妓生料亭
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3-2-2 用途別空間における構成キーワード

舞台とそこで現れる建築用語を用途別にまとめて空間別の構成キーワードから

1930年代の建築と都市の特徴を探ることを目的とする.

住居空間では都市(ソウル)や田舎にかかわらず,韓国式家屋が多くあらわれてい

る.全作品に登場する住居空間の類型を表3-14に表すo

表3-14 全作品に登場する住居空間の類型

類型 描写特徴 居住人 備考

伝統韓屋
mbー州l畔4tにおけるl浦田家信の-t':Lr1]仙戊を

持つ(耶-.那二LT)'bAf川)
富裕層 Il】式

都市型

韓屋

基本構造 I:上端と経れhi(FJ[l川)の.I/-1lLi棉Ii琶
中産層

(此l{:円尾)

変化

正代式改良J菅!(那賀や設鵬■トい 新式

1h介fl-:r王のIrS態を持つiY肘F.I

(頗11_hiを相場LT)構造よたは昏lnLri川に改築)
庶民

1930年代におけるソウルの住居空間は伝統韓国家屋(以下伝統韓屋号■L2))と都市型

韓国家屋(以下都市型韓屋‖=-3))に分けられ､描写特徴により4つのタイプを見出すこ

とができたo伝統韓屋(瓦屋根の家)の平面構造は富裕層の場合､基本的に母屋(奥

の間と板の間:アンパンとマル)･庭(マダン)･客間(サランパン)･門屋(または門

脇部屋) ･中門･表門で構成されている｡比較対象として1820年代のソウルにおける

富裕層の住宅平面を図3-2に示すo

園3-2 1820年代ソウルにおける伝統韓屋の平面注4)
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家の平面構成から｢客間(サランパン)｣が象徴する男性の領域と｢中庭｣ ｢奥の間

(アンパン)｣が象徴する女性の領域を分ける境界線と､身分による境界線が見られる｡

文学の中で描写された事例を対象として分析するため､結果の内容を一般化するこ

とにはある程度の限界があるが､富裕層の伝統韓屋では男女の序という儒教の影響が

空間だけではなく生活上まで強く現れた｡作品から主な空間表現が現れている文を例

として下記に示す｡

虜厨｢サテンノ tいうtころば有子tか,哀切j逝=づ(易好で/i/Tいので､

ぽtんど買tli･･.mき1月a虜会が/Jかっ71-o 『川辺風景』335p.

中産層の都市型韓屋(基本構造)では､富裕層の住居空間に対する描写に比べて男

女の境界より, ｢母屋｣を中心とする主人の領域と｢門脇部屋｣を中心とする手伝いさ

ん(奉公人)の領域の描写が多くあらわれた｡伝統韓屋に比べて､都市型韓屋におけ

る空間構造で男性を象徴する領域性の変化が起こっていることが分かる｡しかし､封

建制社会の階級意識はまだ残っていると考えられる｡比較対象として1930年代の都市

型韓屋の平面を図3-3に示す｡

図3-3 1930年代ソウルにおける都市型韓屋の平面注5)

1930年代の都市型韓屋は1820年代の伝統韓屋に比較して平面がよりコンパクトさ
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れている.特に(客間が象徴する男性の領域性が弱化していることが見られ､都市型

韓屋の空間構造で男性の領域性の変化を裏付けているo これは,客間の機能が奥の間

(母屋)に併合または変更されたためで､儒教での<男女有別>による空間構成の経

済性が低いことをあらわしているc また,門屋の規模は縮小しているものの,母屋と

の境界線が残っていることが分かるoその平面構造の変化を図3-4に示すo富裕層の

伝統韓屋(瓦屋根の家)に比べて男女の境界線がなくなり､母屋と門屋の区分も身分

から世帯に変わっていることが分かるo

図3-4 都市型韓屋の平面構造注4)

これまでの分析結果から､韓国における住居空間では儒教的秩序が衰退し､新たな

価値として資本が浮上しているといえるo

『川辺風景』で｢下宿屋｣に変わった履物屋の家､同じ敷地内での別の世帯を指す

｢後ろの家｣や『翼』での｢十八世帯｣など､庶民の住居空間では1920-1930年代の

京城府において､近代化による急激な人口増加ナIi6)とそれに伴う住宅不足率(1935年

22.46%)亨■l=17)に対応するための家の変貌が見られ､都市型韓屋が集合住宅を表象する

形態に変化していることが分かるo特に､ 『巽』では1つの番地で十八世帯が住んでい

る様子を､ ｢遊郭｣ ｢同様の窓と戸｣に表現していることから､資本主義による性の商

品化とともに､画一化していく建築の一面をあらわしているといえるo また､ ｢下屋｣

と｢トタン葺き｣など､経済性に応じる家の変貌も見られるo 『′ト説家仇甫氏の一日』

での改築した家(初恋の家)は､設備中心の近代式改良型の住宅を意味すると考えるo
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公共･産業空間は都市空間とともに分析するo 作品に登場する都市空間はソウルと

ソウル外(韓国)､東京に分けられる｡

ソウルでは｢清渓川｣の周辺と鐘路(通り) ･明洞の一帯､ソウル外では釜山･仁川

が主に括かれているD 清潔川と鐘路(通り) ･明洞の一帯を図3-5と316に示すo

図3-6 1937年京城(ソウル)における南の村法9)
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1930年代のソウル(京城)とし丁う都市空間では､貫銭洞と茶屋町などの韓国と日本

式の地名表記が併用して措かれている.特に,清渓川を基準として, ｢洞｣は六英塵托

8)など朝鮮王朝時代から宮殿を中心に形成されている伝統的な支配階層の居住地であ

る北の方に､ ｢町｣は新しく形成された日本人居住地である南の方にあらわされている

ことから､植民地での明確な住み分けとともに､鐘路と明洞の一帯が韓国と日本の居

住領域を代表していることが分かる.さらに､植民地内での住み分けの基準となる川

の周辺が一般庶民の生活場として多く描写していることから,その地域がどちらでも

属さない庶民の居住地として自然に形成されたと考えられる｡

ソウルの建物では､宮殿とその付属建物を中心とした歴史的建物と殖産銀行･総督

府庁舎･府庁などの殖民地期の統治施設､韓国と日本を代表した百貨店である和信商

会･丁子屋･三越(百貨店)から時代状況が読み取れる｡鉱務所は黄金狂時代と金鉱

とともに､当時資本主義によって酵辞した物心崇拝をあらわしているoまた､優美館･

団成社(映画館)という文化施設とセブランスという医療施設､幼稚園･淑明学校･

梨花(女子校)の教育施設､機関としては封建時代から存続してきた妓生組合が目立

つ｡

また､鐘路区の鐘路･太平通･光化門通と中区に属している銅幌(黄金町通:乙支

路) ･泥幌(本町通:忠武路2街) ･黄土幌(世宗路十字路)の道が､東大門･南大門･

東小門(朝鮮王朝時代の城郭の門)とともに､ソウルの重要道路やランドマークとし

て描かれていることから､ソウルの規模はますます拡張しているものの､近代化ある

いは都市を表象する領域は､昔の漢城(朝鮮時代のソウル)の城郭範囲内に集中して

いるといえる｡

その他では､喫茶店から仕事のない若者の無気力な姿(『小説家仇甫氏の一目』)と

灰色の街(『翼』)､重畳と閉じている番地(『蜘妹合家』)という､都市化による暗欝な

ソウルの風景が描かれ､ 1930年代における近代社会の裏面をあらわしている｡

ソウル外では､仁川と釜山が主にあらわれる｡ 2つの都市は港町として今も重要な

都市であるが､仁川は月尾島という休養地として､釜山は関釜連絡船という日本-の

渡航地として描かれていることが特徴的である｡
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今までの分析結果をまとめて図3-7に示し､ソウルの特徴を述べる｡

駅名の中に色づけしている3つは､旧社会(朝鮮王朝)の城郭における重要な通行

門である｡点線の蘭域は､作品から登場している主な建物･地名･都市施設の位置を

示している｡

図3-7 電車路線から見る1930年代ソウルの都市構造注10)

植民地内での住み分けの基準となる川の周辺に､主な建物･都市施設が集まってい

ることが分かる｡また､その地域が庶民の生活場所として多く描写されていることか

ら､川が元々宮殿を中心とした北の上流層地域と南の日本人の居住地域を隔てる境界

線となっており､その川の周辺に､どちらでも属さない､庶民の地域が自然に形成さ

れたこと､ソウルの面積は旧社会のソウルより､ 4倍近く拡大していますが､当時の

近代化あるいは､都市を表象する領域は旧社会の城郭範囲内に集中していることが分

かる｡

各々の作品における用途別空間の構成キーワードを表3-15-3-17に示す｡
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表3-15 『川辺の風景』における用途別空間の構成キーワード
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表3116 『小説家仇甫氏の一日』における用途別空間の構成キーワード
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表3-17 ｢李箱｣の作品における用途空間別の構成キーワード
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参考資料として1930年代の代表的建物と街の風景写真を掲載するo

図3-8 三越百貨店(ソウル中区)

園3-9 和信百貨店(ソウル鐘路区)
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図3-10 国威社(ソウル鐘路区)

図3-11セブラス病院(ソウル中区)

-56-



図3-12 本町(忠武路･ソウル中区､明洞につなぐ道)
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3-2-3 空間の属性と意味

文学の中で描写される様々な表現､特に､空間表現要素にかかわる文章と､舞台を

性格付けるものとして各物語内での特徴や主な人物を抽出し､舞台ごとに整理して舞

台の空間属性を調べる(節末に全作品における舞台別の空間属性を付けた｡表3-18-

24)｡舞台の用途とともに､空間属性の中でもっとも多く現れた様式(近代式と韓国式)

を軸として舞台を位置付け､他の属性を基に舞台構造図を作成して､舞台同士からあ

らわされる空間の意味と, 1930年代における近代社会の意識構造について考察を行う｡

図の中で､実線で措いた円形の舞台は高い位相を占めている空間を表す｡

朴泰遠の作品における舞台構造図を図3-13と3-14に示す｡

住居 公共 産業 都市 想像･夢

図3-13 『川辺の風景』における舞台構造図

図3-14 『小説家仇甫氏の一日』における舞台構造図
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『川辺の風景』では､住居空間の場合､儒教的価値があらわれる家が物欲の家より､

空間に対する帰属性が高いこと､その家の様式が韓国式であることが分かる｡また､

産業施設での庶民が自分の日常空間から逸脱する場所として､日本や故郷を想像する

傾向があることが特徴的である｡ 『小説家仇甫氏の一日』では､近代式に近い舞台で疎

外と孤独が空間性としてあらわれる傾向があることが分かる｡また､ 1930年代の暗密

な都市の日常から逃げられず､現実に順応して家に回帰する空間構造が特徴である｡

李箱の全5作品の中で､発表年度に沿って連続性が見られる4つの作品を図3･16

に示す｡

近代式

近代式

住居 産業 都市 住居 都市 想像

図3-16 ｢李箱｣の作品における舞台構造図

『翼』から『失花』までの4つの作品は､主な舞台が個人空間である家から社会空

間に移り変わることによって､主人公の社会化をあらわしていることが分かる｡それ
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に伴って､自分の空間に対する強い帰属性があらわれる『翼』での個塞(主人公の部

屋)と､どこでも定着できない､現実逃避的な紡裡があらわれる『失花』での都市は､

個人と社会を象徴する舞台として､対比的な空間構図を形成している｡また､この対

比は『翼』における主人公の部屋と妻の部屋にもあらわれ､社会性を持つ妻の空間に

比べて社会-の意識がない主人公の空間の閉鎖性をより強調させるといえる｡作品か

ら主な空間表現が現れている文を例として下記に示す｡

Tの虎屋Ifそれで邑H普71-クガあa ･･･

H着たクbfぜんぜん/Jい1の紗∫いbゆa,

者のj敢看であaこt iiJ野着いないo F窯』273p.

全作品において､舞台同士の関係からあらわされる空間の意味と､当時の京城(ソ

ウル)を通して近代社会の意識構造を考察した結果,近代式建物､特に産業空間で疎

外･孤独､不安という空間情緒が現れた傾向があることや､都市での脱日常的空間と

して日本･自然が代表的舞台で表れたこと､また､物欲を象徴する舞台と､儒教とい

う反近代的価値を象徴する舞台の空間に対する帰属性が対比的にあらわされているこ

とを明らかにした｡ 1930年代の韓国人は変化･新秩序(資本)が示す近代性と､物理

的に都市化したソウル､つまり近代都市に違和感を持っていたことが指摘できる｡

重要な空間表現から､上述した以外の空間に対する意味を探る｡

『小説家仇甫氏の一日』での初恋の家は､近代様式であること以外は特異な属性が

見当たらないが､近代式改良型の住宅を意味する<改築した家>が幸せをあらわす象

徴的な意味を持つことで､相対的に韓国伝統式住居構造が近代的価値に従わない旧時

代的なものとして認識されていると考えられる｡作品から主な空間表現が現れている

文を例として下記に示す｡

棚行脚-,鼻水冴/こ夫妻の71-めi=虎粛L 71一彦'+lf季題を原産すacfうだっf=o

『′｣､説家仇甫氏の一日』76p.

住居空間以外では､ 『小説家仇甫氏の一日』での京城駅(三等車待合室の風景)と喫

茶店(仕事のない若者の無気力な姿)や『蜘昧合豚』での取引所(お金の関係による

屈辱的な挨拶)が､近代化する東城(ソウル)の資本階級社会を表象する舞台として

あらわれた｡また､ 『川辺の風景』での川辺は現実を認めて近代に生きる庶民をよく描

いている｡しかし､川辺に束縛されているほど強い帰属性があらわれたことは､川辺

がソウルの中心部で位置しつつ､それに庶民の集団性があらわれる､彼らにとってソ
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ウルでの唯一な場所であったためと考えられる.その以外にも川辺は独特な空間像を

持っている｡地理的にはソウルの中心部に位置しているものの､異なる民族の空間境

界を挟んだ周辺空間である｡そして､人工的環境(住宅･店)と自然的環境(川と広

場:木の市場と洗濯場)が組み合わせている｡特に共同洗濯場は､単なる女性の仕事

場だけではなく街の情報を交換する場として､日常性と非日常性および公共性と商業

性が交差され,川辺という空間に対してさらに､複合的な意味構造を持たせたといえ

る.他には､ 『小説家仇甫氏の一日』では｢貧弱な宮殿｣から植民時代の現実を､ ｢不

潔な古物商｣や｢古いソウル｣から近代化しているものの､洗練してない都市の様子

を隠愉的に描写している｡
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表3-18 『川辺の風景』における空間表現と舞台の属性
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.打に常に九liつたL-)いいと...
コ鈍r粗]Ll)j川ll1山あるカフェでp-

a.l6七一位正伶0)rdi段がどんどん｣二カくつているそ;}ね_

･X,227人爪√.リl;-はソウル-とい.L)r1[射まもLかLたLl)-T<,A(か
守.Lれなし､.

･7i1出u)イk-､W(路u)鍵rFIIUでは小l■1に人i.多くて...

ソウル ◎●●◎--

rー.i:】被らも1つU)応?!を持つて潅山上で辿り削､たuそLて

父√.けそ二V)抑リJi(こ.;○一夕i｣1て粘‖に川人りすろ関釜id1解析 lI本-の帯紙
?&llI --⑳昏画一をやきもき-A-るr1で昧bF,I}が{,...l†い抽u)r,l】lこ:)に1Tつて′lこ

r1,T,.環境b'Lh-'といいと二ろで化.lLを探Lたら...と恕,'たu

をはかる

そu)也

撹:ー2R女l-iそそ二J)女が^.に村寸る神歌心が大f:.だと.:[わ

tているんじや≠亡いのれ,

EI4:I-u)

Jllし憩的な

他=魚l女露

Ll本.ス二父

(M) --●●●●

9T師′t-,捕注p

始b''7J喝lTr

他郷(田行ぃ

EZ3EZl --●-●●

-64-



表3-19 『小説家仇甫氏の一日』における空間表現と舞台の属性
ii-≡

-㌔-⇒器?
雪渓T;…ぎ章票票溺紺三～i#=意地陸橋無実鍔浩凝議宍賢幼が
繊蕃v^/1は糞掘棚鋤

f1.長lヱ

聾18税吏とぉをもつてL1/J:い､26Jv),仏√-は空いたf丁上にけ

-ペての郎h'iu).i.Al.1こ'i:なt.uつであ-'f=.

･x.2L小乍授しかや苦し/A:くても.～ll;校f:-けJP-繋Lてi,､rL2什で

r-lTl'r=でよく恥､ていることを知l-'ている付は､'();校をべ':菜L
i(tの心hi(.ロ.

I/ポLtの
●-⑨@--

＼またtk);iで勉盤をしてきたF'=妓の且√.州栗Lてt,=二rJ1:n;
∫.v)絵師と姓

一#'.卜人公

,くLLつから/._-L､ということがt'うしてt,I:IJt:r,礼/fかつたー

L.llPリをl提=fながらクポ氏は"桔い一l±,■をー-ーLーlrl`川.ら奥U)lr.I

圭ではかなr)A-きいバ/が求められた=そして.糾然い-,E土い

7E1し､ている表門o)前を-.

瞬)

I..m●,L:て-

)人Bのために改築した蒙は申せをln'lr,していると思つたr

汗辿のノr:,1斤L

で+-;せを感じ

る左iiw)お姉

さんとL■1')1uー

幸福.状準

別懇cl)'#.L

人公
◎--◎-｣

苛窄rmf5写ではないが､物JT[を偶成すTiHT(重なL;現でh'るL-11J断し.出入する.

≡;:..きi:1;.:,==

･こⅤ..:

-t^…■■ー.

公JE

9梶はE(のti行の5.I(城駅を見る...都会の小説家はすベからく
会の継nと親しく/LLtらないと-.ただ.クポ氏は瓜姐を:.笥

孤独/J:凪jま

(M禽の咋笥

り女を,ti.適す

;iL城駅.)二人
渉-直◎L寧◎

寺令室のdF衆の中で避けられれぱそれでいい□しかし,むし
る叶iq.;匝のy3

ろ瓜独はそニで牲を締つていた...人々でそこはいつばいだ-,
病を持つてい

_が､誰にでも人ー印Jt=束のiulp'Tを見つける二とができ7LL.かつ る人をきける
公

LLこの時代J)壁税別土ほとんど食紅のプr｣一寸一にtnl遜い

ない.-占魚11:_m.H亡J.Jい勺にF牧(liしている鉱掛野∩

)'iい典さん,令

鉱u)7'ローカ

EE]

鵬菜

:1喫削!,:J7'r.後2峠､化Fーーを化つて′亡い人々がそニJ)柿(に

一≡つて-一位{)はほとんt'I'.=F-rL.,.-.そVり1iさにt.かかl,L')ず､

にr1',}たf)V)人llp.に艇r7;.感を感じていろtう{=J-,たー ([:.JrJ)′上い)'i

･辰l?,:.i-:人 勢一向L6)(参匂a.,I.l'/ポはー■l'/1がムつたi量の変わつた如);(がみたいと考え kt/).Tb.モJ.(()](逃

るー′J'さいス-ツケ-スを手キつて山城駅に､L[.つと､‡.ちろん

○p.=せを娼L:ると1,1.lL:ている_それE一食銭と時rnJ{J;'rえろLr=hliJ

であるウ

ir庖を息l.俊)
公

荘69友j虞l1札E順に彼女たちJ)Y.Ills(をE肌Lた牲女たちu一別il-

にはわけ'J}かく,ないが.みんなく(.=,那-1いていた-そiいま

I-LL与,[クポ氏の心/Jて北ミしくなるヒ.てpにする_

人達とJ)柄
カフェ.ヒ人

坐
(身--@●-

･1)'｢い夫hTt.が1点く▲T,いJ.)(.(J(.を遜れてH降機をf.ト〕てい
爺がlj-える(-i

和一:I(l'(t守
◎一旬盾◎-

た;敏L',l士企JiF:にl-.〟-'て肢√'u)4た良を=史｣むは｢FfL'..r1;} Ll.lT((lEktdlJ)I-i

たちLr)+A;せをl■t1坤Lた)うヽ7J,Lil.'fちを持-,ていたか幸,LれiLL

い□

iE-)とそれをh

つて′亡し､l■l分

[!;)ーl≡人公
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匪
事Jl]l.:ニー:}. 二....′]..

登離∈地磯幽渡鰍巌ぢ<§

#rlJl

･川.

.:-也

萩22J/ポ氏Iiついに帳のiiH)ま-C.1S_-'た-.披はどこに子iけ

ばいいかと考えてみるnどこで壬)すべてが牲v)子Jき九であ,>

た_

5Jh=仝他肝o)I._に､L[つている人々(r1屯.lr:をj一¥つ...紘(,ほき

つとiJき光はあるはすだ.でJTJが火た-.すべてu)人7)てあの'.i

Ir(に来ると考えたら,n'J)ひとりだけそ二に増されているこ

とに.riLさとhT11よLさを感じる(クポLt托赴き姉d)た''&1r

に誹り込んだ□

I=-'クポ爪Li人iL5りに､■/二つてLZ:し.J崖(～:flhL]1iV))エ鳩)のIr'.L=.L)

佃の人相JJlを低d)ら.-しかし､そu】怒らh3IL-､いかにも書i舶′Lt

1liq)'l:..'肥はやはり人の心を蜜摩にさせることにはI托一途い/LLL

ソウル,巨人
◎昏㊧●◎-

i

7殺岨;たでごちやごちやした^-1':hhu)雄iはクポ氏の心hく暗

モアルノロン.

-と推IIIyの孤
くなるようにするウ椎ほあの不潔な!IJ物腐をどうやつたら二 級(塵宙)､T;i

の街から追い上ー1せるのか.- -の拙いと--

!9クポ氏は病人門のh叫から外側にuてみょうとするtしカ 般的なJF.析に 坐

し.そニには.-3-1人の背穴子のワj～働E.u)婆に元'iがない□ kl応すること

クポEtは此奴を感じ､人々がいるところに､雌動する押れが を決める(結特

いるところにいきたいと.ul.う白

7ニこをlllて､しかし,披(r'は大切りの上にぽんやりとLr_つ

ている巳やはり狭いソウルであつた○庶点IJ-らこんな時､ク

が氏ほます,金搬-でも77.くo

g光化F"一題.そのいやに広くて粧しいだけの道を)iLき!J_tがら

､2この軌まいつも故にlitr:史する人が少fJ:くて､7E!1,:lま大地

りE/)氏んLIJを一番遅く虐つていた.決してt3やかではない二

J)街-I(光化I[L)id1の槻辿)

･XL76'J∃!氏は今n//)rl身o)(I-;せよりL=tU)阜せを考えたかつ
たか卓.しれ1J_い...I,しかしてI:Iがf.I.=姫の訪をして書.クポ氏は

阿川lにf:lv)欲マ!を退けIi:いかもしれない.

と仕J好一

,tTp恋人とJ).rL].
し州

!k};(.[_人公 普-●-●●
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表3-20 『翼』における空間表現と舞台の属性

70そv) :.卜 T.解地J欄i2i･が去るで遊部と似ていると.1旦う

v)肺地で卜八LL=旨が1P.んでいて怠とf''がよ,'たくI'-.lJじで焚

7()ニL･) r一八II=狩を代i之-J.る左】Ⅰ■Iが-･･-･13l=もlガJじたことが(i.

し､,人jLilりとまったくr"l亡ミ▲のである

7]このトタンDきのh主触u)ト】I-J'lたr)a)fい､地域で托t'

72私Ij:とにかく尽V)柵h主がくr#で1tない.家l土加､>1iに

った-私の祢hミはl±】/I)一人U)たbJ,Eここの指雌をう王ずたゆ
生ず◆:l:っているょうでいつも私レ)粍h,L,にi乱射Lた.

72私の心と体に.耶のようにぴったr)打っている誹Ft呈u)lL

でのんぴr)としているのは幸せかどうかとい;)Llt節約1il判断

とは追って･･･地対的な状鳩のことだ-

73この柵h主力てrtんLtlの搾r一に土-,て2つに''1かれていると

･うことが私の運命を象徴Lていると曲が分かっていたの

1?

7nドのq.脇士それでtlFl'111たりがある-･･Hdlたりがぜんぜ

ないI.,の甑ht.がいわゆる私の滞h･t_であることは州追いな

7Jl套の価h;.はいつも派Tlやかである｡

75垂が伯る前にfl'.の軒砧にJJ';らなけれほ1上らか､-･私の;■糾

x･276 1Lに1ま人Pa=l-,会に完｣事けユしている【. /r涌になれていな

い｡すべてがJit土ずいUつだ･-町Jるい月の縦E=はLJ:pにぽんやr)

と1'L-'てカ､LL)部hiに1上ったr)する.

淀2T7真に水'#が来f=ときは -1川■fLJ).WJ旭にい!Jtければな

らない･･･そU)A/-)なIlはrB･常になろ｡すると2fFi私に食をあ

げる-- Ltは魚I11iのt 'JII貯金細をYllってくれた=

茨2河口t'･-)して如)水`klが余をおいていくv)か･-ど')して点

は息E=免をあげるJ)かもヤト上り掛二はl"1じょうに恥[/J.1い郁

※2R8あるlり山TiそU)Lri=食ylを岨1i'に投げ旅ててしよった｡

月2私の[aHpt主に人ろた叫こ11如);初;帖をhhL-'加､といけ7LJ.-い

もらったA( (睡

眠東であるこ

とをお】る)

l三人公の

r#･も人公

● ● ●

1 - 1 1

◎ ◎ ◎

･i.窄r;"臓1j:でrlない1Jl.物hP]iをh8rJE寸~る'T(1211L′L･1iFuでh'るとYl】仲i
L I

Li!人ナる

l､ミ:.也

芸v盛漉妻厳

･zg1:.:

機鰍麦秋脈;i議<_㌔.i

/Jot.:

9(ト1I;(城駅の.-_耶､lj介l+;U)隣にあるティ-ル-ムにき

たnそれl-t敢にとつて人き7t亡権化r='つたnそ二は圭ず.誰≠▲ p川rl,7ぷしd)

;〔肱駅.I:人
魯---4+

a,-,ているJJ,I.火/._tい..A.ff二二J】略汁がL_V二Ll)ll与計よりも たdハ′)Jii所

Ll-1経であろう上い,-)二とが'.<Lに人,,た..
(什仝v川Iで 公

菜2E)LニJ)わUしいJti[咽ゝ(がif-iのティール-ムレ)lu介な別fl

'^もtりはり｣'J{/i:J)で'^iに人,Jf=G

v)I,1;.lBll軒)

I)lr:菜

9R私はl火色v)iJ[を札T:ろしたuそ二にほ.,妄r);pLた′ト,音詩.が令

(tLr)土-T)にゆL~一ゆL-)と七吊{)いでいた′ Fヒ仝をLL卜ろ

L.越のh≒

rrこ人公
r9)---r由一

I)9そJ)峠､lドノl.J)サイレン榊L:シつた人叶tみんなAiL/)上 せる収pW

･L,に朗ばたくた:lで､すべてU)ガラスと珊鉄と人稚イ1-と統Wf
川】tE別宅柴とい

とインクがぐL-,ぐ〔,と恥､て-.それこそ納傭を超えたLL二Jr-I. :)ことを知り

あるこ 律rをさよ上,-J

･x29日flrJLJi..にj'きの卜がかナbく′i.るそオtltf_/LV一人l_J)翠
てから山rJIYi-

J1生えた跡である.I.ilriv)小には斤r?旦と】lf?I,J)fWi｣た-＼-ジ

1.pr父lいた-一'jq上､llFび′ト_えろ=

くuLITTー

肺lll-.

R.r.准､ri..5rL)ナンu)爺を.汀ー≒にでい､いかl~,ふ(rて7+f=/).-A

たu)ど...LかL.伽iとて≠.松経で人ケにt止れていた. 令をIF':く快hB
ソウ′い1一人

--【g)◎rg)-い1 誕2日T虫に朱をあげてiw)[;1;帖にキiろJ叶tいいけど,乍｣し､ を什放するた

一交通 .I.l違つてTkJ12F[,nllに家に人.)て兵かL-,にL-,.EれたL',そaLは
とてt,怖し､二とであ-'たL

d)に径rにrltる
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表3-21 『蜘妹曹茅』における空間表現と舞台の属性

質
.港.f.Ltj;:.::;:

戯.′誓減 ■莞L⊥}

雁菜

菜22n睦はここからrー1ずにそのよまn'))u)飾h;にAIiりたかつ

たコ

女jj≦の1[籍宅

(基c)祉liと

lJt会い)

収Ljl所.ー:

人/1t
◎-㊨-◎◎

薮225塵が働いているkカフェではtJ:いが､や托r)牡は抵u)

題と少しでt,過;)ところが建比できない.多すぎくらいの彼

v)重たらを比て筋いた㌻ 主ゆみとlli仝
川i門h;..i-:人

---@--･x.225IちLLJが主ゆみちやん.-占l;余u)即をうむガチョウu).Vrp し､〔^J超と女v)

hlつているだろう.-し､わゆる.qE/1(成だ土..

･x.22Eでも絶とI.(き介.つてし､る0)が化枇.～,■.や触上り7シです
土-.払を1-い込んでいろ蜘珠をl■】'J}が軸つていることで寸o

柑J係)
負

Lw),lt絶(聯段

かiA,転;糾一兵

の鮎;#を?!む

(令)

･h-/エ.1
人公

◎-◎-⑫-

掛fll

lロ
･交iL5

L6ひげをそつて､tT(/,I,:とll.r)じている借地かL-'rl1た...～:L､噸

がペたべたはつていろすべてのビ′レを5Lつy)ることは比ろだ

けで.t1.V.=｣くなる/_

■Lf他v)介L7:に

上る食をl,つ

て圭ゆみにし

く

ソウル.i=人

坐
◎@-◎--

′ココ人でi益れる彬f'I±の辿r)...

※22:一波ほその旦′如)i-.でLp一拍L/)lf】でたくらんだニとがIlに

llにLつザつ軸に流された□

1川(軸

ill).l_人公
●-●●●●

表3-22 『矢花』における空間表現と舞台の属性
;..≡-..岳.

r;きざ iー紬ーま艶文…

(ul:.

ー=HlさんLT〕佃川主にfi姫の′L=-_桧が木'l'TにJ土き′I._きLている.,

鴫∃t-川1IE(女-

cさんu)紘

Jtミ.lミ人公 ----●--

rーl9射o)尼-頼もないfH;～,:を--叔は二d)敵LWL1月Hj)_をもう比 ヨ二V)fq;
--...◎--.〔昏◎fiLくてもいいなu)か.. a)即ilV_妃i愛) h与.巨人公

31E,二のfi1川与にはモ.:)秋7L;J)に菊のlEL輪の飾りもなし､=
加);,;山部

A;_Lr-人士ヒ -.--..-⑨-

公｣l.=

･ー27LかL乍Fm1峠.新結駅で上ろ上ろしている乍荊叫限に

は菊uつ1仁がii■iえうせている=

栄:u7私はr]毛==√伸び)r.犬でホ7J⊂

火花-1-火(I.-L1

ij.u)iuびて乍節

ルL.a)火/J(料

え7J)

紡枯駅.卜人

坐
普---.-◎-

I)I(2,二塁

※:l2○媒でいtでも乾IJ1はMIL'T-いとし､うlJi雫EiゴリキLI)悲｣し､

敬_.

#.:l2.a.1l)=l:紀を′I-_r,I.JLてし､る叫二1Ptrt祉u)ii!他作Lかヰ▲-,

lて′L.いJ)でil/.は永遠′亡娃J)1､‖州な人,

りV^(析TI-rid,

ビヤ,i;-

′し),】=人仝

守一--..---

上ilHヨ二ltヽビ′しかrJl=7Jr'ln二≠■(■とい;Jと二ろをLlゴL-'く子r

/J.なけdいゴ′亡{,′L.か-'た川る上rゃり｣ltliLhりJ)lfllilu)人乳

LnsT`)E,J)人波

iコ(=l,I):tuLるよ-I.-.イ山まlー)小L7)1-i-いLI.n抑/)礼(jIを耗:)た

r1ンドン山fL=i

ソウル.l人
専一.岳--●跳lh

い｣

L'Lt岨

ぴにl■】殺4_,々え続けてき{=ー.llr.Ftれた七.;'J(tLくJ;,や私 公

けど二か力lL-,ない市外にいるf_/Jtとにかくr1]J[/1::)上LL)′LLけ

れげ/JLLら′亡/)-.たlll~l)1L.-fi=僻灯/Jてrit;u)Lr'てN,.-ーはく7+える

み■L:メ;[,ンI!ン7)1こ:)し:)lAjiしだろ-):

II.tLI.仮す7J

:ー2L7:く77/レトがrJ:;れてし､た...征F搾打壬.～;;れていた--ロン 虹L;.;(鈴Ih(1;LD
◎-⑳--●

ドン/)1二;}い:J岨3.,Lたろ:I ).i:人士三
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表3-23 『童骸』における空間表現と舞台の属性

倭.⊥.∃;i,A:::.
惣≡
慧=./I

I..::買

㈱′鋭膨

l正

二ーR払L士都外V)iljれがないlつの栃尾に横になつてFl綿r】吐

をしている⊂

15仏は)F3,勃がないモダン,1号-イである=

イムと結婚
析析の家.し

人公
+4@-++

※コ.5R-_IFをLOEr'1したJr-75てどうLてt,-古を-rFJーした才L7)[1if
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3-3 小結

朴泰遠と李箱の作品にみられる都市と建築の表現に着目し,空間の意味とその構造

を分析して1930年代における韓国社会の近代化と空間像を考察した結果､次のような

知見をえた｡

1)建築用語を頻度から考察したところ､作品における重要な空間や概括的な全体の

空間構造を量的数値から推察することができる｡

2)舞台記述度による空間の位相関係から､作品における全体の舞台構造を把握する

ことができる｡特に､李箱の作品では主人公の部屋または家の記述度が他の舞台

より高いほど､外部空間もしくは社会に対して主人公の意識が内向きであること

が分かる｡

3)舞台と主な都市施設･地名･建物の出現位置から､都市化あるいは,都市を表象

する領域は今の鐘路区･中区を中心とした旧社会の城郭範囲内に集中していると

いえる｡

4)住居空間については伝統韓屋と都市型韓屋が多く現れ､特に都市型韓屋では,近

代化した設備中心の改良型と､集合住宅の形態を持つ賃貸型が見られる｡

5)現在ソウルの中区に日本人居住地域が形成されていたことから､清渓川を中心と

した南北の住み分けが身分から民族に変わっていたことが把握できる｡

6)近代式建物､特に産業空間で疎外･孤独､不安という空間情緒が現れた傾向があ

ることや､都市での脱日常的空間として日本･自然が代表的舞台で現れたこと､

また､物欲を象徴する舞台と,儒教という反近代的価値を象徴する舞台の空間に

対する帰属性が対比的にあらわされていることを明らかにした｡

7) 1930年代の韓国人は､変化･新秩序(資本)が示す近代性と､物理的に都市化

したソウル､つまり近代都市に違和感を持っていたことが指摘できる｡

一70-



注

注l)同じ漢字の文化である韓国と日本は単語の意味を表す漢字がほぼ同一

でありハングルは文字に対する音の書き(日本のヒラガナのよう)であ

る｡韓国語の作品における建築用語のデータを日本語に表記しても原本

の字義が大きく変わることはないと考え､日本語であらわす｡

注2)伝統韓屋は階層や気候と敷地位置によって規模･平面的な差異があるが､本研

究では瓦屋根を持つ中産層以上の家を対象とする｡基本的に母屋と庭(マダン)､

客間(サランパン)のある棟､門屋､中門､表門で構成されている｡一つの棟

は基本的に部屋(パンに濡れ縁付き)と板の間(マル)が属する平面構造を持

っている｡

注3)都市型韓屋とは韓国における伝統家屋(瓦屋根の家)の形式を基として都市化

する社会構造に合わせて近代式に改良した家屋である｡一般的な特徴は瓦屋根

で母屋を中心に門屋が直角方向にもしくは平行して位置する平面構造を持つ｡

平面の構成パターンによって建築的特徴が異なるが､本研究では都市型韓屋を､

伝統韓国家屋(瓦屋根の家)形式で規模は母屋と門屋に構成される平面構造を

持つ家屋とする｡

注4)朝鮮王朝時代中産層の住宅平面図(ソウル申氏の家)､出所:韓国Britannica

会社2001

注5)出所:リュヨンヒ､近代化過程における伝統韓屋の住居洋式の変化､ pp.139､

ソウル学研究

注6) 『朝鮮総督府統計年度』 (1920､ 1925)と『朝鮮国勢調査報告』 (1930､ 1935)

により京城府の朝鮮人増加率は1920年3.3%(朝鮮人数181,829)､1925年21. 1

(朝鮮人数220,176) %､ 1930年27.1% (朝鮮人数279,865)､ 1935年11.7%

(朝鮮人数312,587)に急に高まっている｡

注7)京城府の住宅不足率は1925年4.45%､1935年22.46%に至るほど1930年代の

住宅難は深化される｡幸司号, 『oaRll7oT召フl主人l斗ヰ瑠9]L干』, ojスl^T,1996 I-a

(ソンジョンモク『目帝強占期の都市化過程研究』､イルジ社､ 1996年)

注8)鐘路にあった朝鮮時代の御用商店｡

注9)京城地図の一部抜粋､ Heibonsha 1937

注10)京城府の電車路線1899-1937､出所:ソウル600年史第4巻､ 1979､ p.974
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第4章

朝鮮戦争後における都市と建築

11960年代のソウルー



4-1分析の目的と対象

4-ト1分析の目的

朝鮮戦争の終結から1960年代までの韓国は､まさに激動期で､韓国史の中でも一つ

の特異点をなしている｡特に冷戦イデオロギーの混在と､近代的都市化による新旧社

会の葛藤によって戦後社会は予測のつかない複雑な動きの中にあった｡長く続いた政

治的な断絶によって､韓国の建築文化は自立せず､日本と西洋の建築様式を一方的に

受け入れた時でもある｡韓国における主体的な近代化は戦後から始まるが､ 1950年代

の朝鮮戦争と戦後復旧期､ 1960年代の政治的激動期と経済復興期､ 1970年代の軍事政

府の長期政権に反する民主化運動と経済の高度成長期という年代ごとに政治･社会的

な特徴をもっている｡特に､戦後の近代社会は朝鮮戦争後の政治的･社会的な不安定

の中でもアメリカを中心とした西洋文化が流入し始めた時期でもあったため､この時

期の社会状況を分析することは当時､および､韓国の現代社会構造を理解する上でも

重要な意味がある｡

また､建築的表象の中に隠された社会像や文化､具体的空間に内包された時代性を

探求するために､人間とその集団間で蓄積されてきた意識の深層が投影される文学は

有効な研究対象であると考える｡本章では､韓国の近代史の変遷が記録されているソ

ウルという都市を背景として1950-60年代における戦後の社会問題をその作品に如実

に反映させた黄順元と雀仁勲と金承鉦の代表作を対象作品とし､作品の中にあらわれ

る都市と建築空間を通して､韓国における戦後社会の空間像とその意味性を発見する

ことを目的としている｡
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4-ト2分析の対象と手順

第2次世界大戦が終わる1945年8月15日､韓国は日本から独立するが､すぐに自

主的な国家を建てることができず､ 1948年まで米国の軍政を受けるようになる(朝鮮

の南は米国､北はソ連)｡ようやく韓国政府が樹立するが､すでに国は南と北に別れて

おり,朝鮮の南の方を示す歴史が始まる｡しかし､間も無く勃発した朝鮮戦争(1950-53

午)は都市や建築を破壊し,韓国は経済の高度成長期に入る1970年代まで､第2の近

代化を通して社会の物理的なかたちを作らざるを得なかった｡また, 1950年代は戦争

の後遺症を克服する再建の時期と､軍事政変(1962年5月16日)など政治的激動期

でもあった1960年代は現在の経済的な礎石を築いた時期と言われるほど､政治･経済

的に一番激しかった戦後の近代を,その変化の中心にあったソウルを通して研究する

ことは意義を持つといえる｡戦後の文学界では､体験による戦争の悲劇を告発した戦

時′J､説と､戦後の社会問題や戦争によって伝統志向的な倫理意識や生活様式上の変化

を中心に描いた戦後小説などが幅広くあらわれた｡また､サルトル(∫.P.Sartre)と

カミュ(A.Camus)によって主導された実存主義(exsitentialism)文学が新世帯作家

を中心に胎動し始まった｡本章では特に当時の情緒と思想をテーマとして､戦後社会

の風景をよく描いた3人の作家を選定する｡

黄順元は韓国人の生き方と生活様式を探り調べ､簡潔な文章と叙情的な構造で描写

することによって韓国文学の位相を一層高めたと評価されている｡ヒューマニズムと

韓国の情緒を追求してきた文学一筋の作家で､彼の叙事的な世界の推移そのものが韓

国の文学史の質的拡散に繋がったといえる｡雀仁勲は朝鮮戦争という歴史的な事件の

中に入っている時代精神､いわゆる当時の人々が追求した価値や苦悩を明瞭に表現し

た作家であると評価されている｡民族の主体性に注目し､社会体制と政治構造を観念

的な思考と簡単な文章であらわし､批判してきた作家でもある｡また､金承鉦は道徳

的想像や倫理的世界観での創作方法を拒否し､新しい感受性によって現実を鋭く描い

た作家で､ 60年代の作家と呼ばれるほど1960年代のソウルの近代性を独特な視覚で

表現したことから韓国文学史の中で高く評価されている｡

3人の作品のうち､特にソウルを舞台として描いた小説を選別して分析対象とし､

図4-1に示す｡
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表4-1 研究対象作品

作家名

I....]=室_表年度
現)出版社 小説区分

黄順元

01
叫早きt]1曽o11J^l中

木,坂道に立つ
1960年

音卑ヰxlJ^o1^T

(文学と知性社)
長編

02
oa宅

日月
1962年

雀仁勲

01
尊者

広場
1961年

昔卑ヰxlJ^3^T

(文学と知性社)

中篇

02
土J^a7一千旦叫句oaoa

小説家クボ氏の一日

1969-72

午
長編

金承鉦

01 JtB増g]u音
生命練習

1962年

T]d%八一

短編

02
召

乾

03
当^T

力士
1963年

04
早召7一旬

1964年
Mujin紀行 (ミンウム社)

05
^l%,1964L.37]%

ソウル,1964年の冬
1965年

06
申せJ^e!

多産性
1966年 中篇

07
ot増

夜行
1969年 短編

本研究では文学の中の建築空間を探るため､次の順を追って研究を進める｡

①文学に描かれている様々な用語のうち､特に建築に関する用語を建築用語とし集

計する｡出現傾向と物語の関係や時代的な特徴など概括的な作品の分析を行う｡

②登場人物が言動表現を行う際の背景として描写される空間を舞台とし,用途別に

分けて抽出する｡舞台の記述度による位相から全体舞台の構造を､舞台の登場す

る地理的位置から地域･場所性を分析する｡

③各舞台を構成する建築用語を用途別空間別に整理し､空間を構成するキーワード

から都市と建築に対する物理的特徴を分析する｡

④社会のかたちを形成する要素(図2-3)にかかわる文章を空間表現として抽出し､

建築用語･舞台･空間構成キーワードについての分析結果を補完する｡

⑤舞台を性格付けるものとして各物語内での特徴と主な人物を抽出し､空間表現と

ともに舞台ごとに整理して舞台の空間属性を調べる｡各舞台の空間属性を基とし

て作品における舞台の相関関係図を作成し､文学の中で現れる空間の意味と近代

社会の意識構造を探る｡

以上の分析結果をまとめて､朝鮮戦争後における韓国の近代化とその社会にあら

われる空間像を総合的に考察する｡
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4-2 黄順元と豊仁勲と金承鉦の作品にみる都市と建築

4-2-1建築用語と舞台の出現傾向

4-2一ト1建築用言吾の集計と分析

建築用語についての分析とは､カテゴリー化した用語からの時代における建築的な

特徴だけではなく､高頻度の用語が作家の意識に密着していることに着目し､作品に

おける重要な空間や概括的な全体の空間構造を量的数値から推察することを目的とす

る｡

各作品における高頻度の建築用語を作家別にまとめて表4-2-4-4に表すo

表4-2 ｢黄順元｣の作品における高頻度の建築用語(上位10位)
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表4-3 ｢雀仁勲｣の作品l=おける高頻度の建築用語(上位10位)
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表4-4 ｢金承鉦｣の作品における高頻度の建築用語(上位5位)
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全作品とも物語によってあらわれる場所と空間についての出現頻出が高かった｡ま

た､金承鉦の『夜行』 (ほとんどの舞台がソウルの街である)以外の作品で共通に｢部

屋｣の出現頻度が高く現れたことが特徴であるo

『木,坂道に立つ』では､当時の時代状況をあらわす｢部隊｣や｢戦場｣など戦争
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にかかわる用語の頻度が目立っ｡その他での建築用語のうち､ ｢ソウル｣ ｢江陵｣ ｢木

浦｣は韓国の地名であるが､作品の中で部隊がある村の居酒屋(遊女屋)で働いてい

る女たちの呼び名に使われていたため､その他に示した｡ 『日月』の場合､ ｢家｣ ｢喫茶

店｣ ｢居酒屋｣ ｢屠殺場｣などが物語の重要な場所性をあらわす建築空間として数多く

出現した｡部屋用語の中では｢二階｣ ｢書斎｣ ｢応接室｣があらわれ､住宅における近

代様式-の変化がみられる｡また､戦争と先祖の身分による若者の紡径を描いた両作

品で､喫茶店や居酒屋が頻出していることから､ 2つの建築用語が戦後社会での若者

を表象していることが分かる｡

『広場』の場合は､主な場所を示す｢家｣ ｢船｣ ｢韓国｣ ｢北朝鮮｣の頻度が高い｡部

屋･建具用語でも船に関する｢甲板｣ ｢マスト｣などの用語が多くあらわれたo また､

｢部屋｣と｢広場｣は｢密室｣とともに物語の重要なキーワードとして描かれている｡

他の用語では｢労働新聞社｣ ｢コルホーズ｣ ｢国立劇場｣など､北朝鮮にかかわる単語

が上位に上がっていることが特徴的である｡ 『小説家クボ氏の一日』は朴泰遠の『小説

家仇甫氏の一日』の′J､説をパロディーした連作′ト説で､建物と国･地名とその他のカ

テゴリーに属する用語の頻度が高い｡特に､ ｢韓国｣ ｢米国｣ ｢世の中｣はソウルでの日

常生活の描写とともに1960年代の国際状況をあらわす用語として､数多く表された｡

また､ ｢出版社｣ ｢大学｣ ｢地下道｣ ｢バス｣ ｢タクシー｣から植民時期とは異なる近代都

市の様相が読み取れる｡

金承鉦の作品では出現頻度の結果と主な舞台が一致することが確認できた｡しかし､

『Mujin紀行』『生命練習』『乾』でのソウルは､実際の舞台として扱われていないが､

主な舞台が隠愉する空間性を持つ比較対象としてあらわされていたことが見られた.

『夜行』以外の作品に､ ｢家｣ ｢部屋｣ ｢戸｣など住宅に関する建築用語の出現頻度が際

立っ｡

全作品において｢家｣の集計が多かった｡しかし､普通のビルや店を家と表現する

ことも数多く現れ､家が今日の意味での<住居>だけではなく､当時の韓国では<建

物形態>または<建築物>をあらわす包括的な概念でもあったと考えられる｡近代化

によって新しい建築形態が登場しているものの､それに対する名称が人々にまだ定立

されていないともいえる｡作品から主な空間表現を引用文として下記に示す｡

^慶dj溢れる慶ば顔や貞を贋Lた都市の家(#&)顔/p7:ji-のわIfあa虜■貞で立っTいる粛の就

『小説家クボ氏の一日』169p,
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今ばニ十傑iる雇い豪~ (#@) A;膚f=れTいao =の都if/fいつのノ野/=産済#超オ;男/Ta東/野で

超み合わせていao 『小説家クボ氏の一日』218p.

仁穿ばあまク/=g,変わクきiの/Tい雰J野窟l=うんざクL,たo ノ野L'家(G)､ノ野C磨｣ぞの_i

ノ野C^のJ野Ll'顔l=あきあきL TいるG分を感CjL-o 『日月』p.289

また､ ｢大学｣居酒屋｣ ｢喫茶店｣ ｢米国｣が共通的に見られることが特徴的である｡

特に､大学は教育分野の進歩を､喫茶店と居酒屋は近代社会の群像を､米国は戦後の

時代状況を象徴する用語としてあらわされていることが分かる｡

各作品における建築用語と出現頻度を表4-5-4-10に示す｡
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表4T5 『小説家クボ氏の一日』における建築用語と出現頻度
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表4-6 『広場』における建築用語と出現頻度
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表4-7 『日月』における建築用語と出現頻度
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表4-8 『木､坂道に立つ』における建築用語と出現頻度
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.表4-9
『多産性』における建築用諌と出現頻度
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表4-10 ｢金承鉦｣の作品における建築用語と出現頻度
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4-2-1-2舞台の抽出と分析

本節では抽出した舞台に対してその記述度があらわす空間位相と実際の位置を分析

し､全体の舞台構造や場所性を明らかにすることを目的とする｡全作品において､高

頻度の建築用語が､語り手の居場所や物語の葛藤が起こる舞台としてあらわれている｡

特に､作品ごとに現れた多様な｢家｣は､当時の生活様子や戦前とは違う形式をあら

わしたo

4-2-ト2-1記述度と舞台構造

舞台記述度は舞台の出現頻度とその舞台で現れる建築用語により､文学内の舞台が

持つ空間としての位相･重要さをあらわす指標で､舞台の位相が高いということは空

間を表現する作家の建築的意識が高いことである｡言い換えれば､他の空間または現

在空間(舞台)と密接な関係を持つ重要な役割を果たしているといえるだろう｡物語

の中の意味ある場所とは区別する｡

･舞台1の記述度-舞台1の場面数/ (舞台総箇所) × (舞台1の総用語数) / (総用

語数) ×100

･舞台平均記述度-(舞台位相度の合計(∑各舞台の位相度)
)/ (舞台総箇所) ]

『木､坂道に立っ』と『日月』の出現舞台と記述度を表4-11と4-12に示す｡

1･2部の構成されている『木､坂道に立つ』では､小土古味という部隊がある村の

居酒屋と部隊での位相が高かった｡ 2部は除隊後の物語で､平均記述度を上回るソウ

ルの街･喫茶店･平壌屋(居酒屋) ･養鶏場が主な舞台として構成されていることが

分かる｡特に､用語の分析結果でも述べたよう､戦争による若者の紡径の舞台として

居酒屋や喫茶店をよく描いたことが特徴的である｡また､日本植民時代からの建物で

ある和信百貨店の出現が目立つ｡

『日月』では､主人公の家が最も高い記述度を持っている｡その次にソウルの街･

居酒屋･池教授の家･不明の順で記述度が高かった｡平均記述度より高い空間位相を

持つ舞台は喫茶店･モンパルナス･祈祷院が上げられる｡先祖の封建時代の身分(自

丁)と､母の宗教(プロテスタント教) -の執着による葛藤を描いた『日月』は､主

人公の家を中心に､先祖の身分を知るきっかけとなる池教授の家と､それによって妨

復する主人公の行き付けの店(居酒屋･モンパルナス)
､母との葛藤をあらわす祈祷
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院が主な舞台として､全体舞台の構造を形成していることが分かるo特に､都市化す

るソウルもしくは､近代社会に生きる登場人物の不安な心理を不明という空間でよく

描いたことが特徴的である｡また､建築現場(新築の家)と工事中の家など､主人公

の専攻(建築学科大学院生)をあらわす舞台が多く出現している,作家黄順元の作品

では､喫茶店や居酒屋を背景として近代的価値に対する若者の心理状態や戦後の社会

像を描写していることが特徴であるo

表4-ll 『木､坂道に立つ』における出現舞台と記述度
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表4-12 『日月』における出現舞台と記述度
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『広場』と『小説家クボ氏の一日』の作品における出現舞台と記述度を表4-13と

4-14に示すo

表4-13 『広場』作品における出現舞台と記述度
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『広場』では他の舞台より目立つ船と､その次に不明･ヨンミの家･洞窟の順で記述

度が高かったo物語では､中立国に向かう船で主人公が韓国(ヨンミの家)と北朝鮮

(下宿部屋)での生活を回想していることで､どちらでも自分の思った理想的な社会

ではないということに悩んでいる主人公の心理が分かり､かつ,その描写が不明とい

う想像空間でよく出ている.また､戦場での洞窟はディストピアの現実から逃げ出し

た最後の広場で､近代都市(韓国と北朝鮮)が失ってしまった健全な公的空間(社会

精神が自然に形成される個人の集まり場)を表象する原形(自然)として描かれてい

るo 作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示す自

筆窟3メ- ∧/I,の半Fg磨の広場｡季節摩tタン-A;Eいのノ紗a-まきぐr)#.タDAわせ丁皇き丁いる

tいク題超fr磨かめaG-屠の広一場,
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戦前の朴泰遠『小説家仇甫氏の一目』をパロディーした『小説家クボ氏の一目』で

は､ソウルの街における記述度が極めて高い｡そしてクボ氏の下宿屋と喫茶店が主な

舞台として構成されていることが分かる｡その他には現在の住居空間の主流であるア

パートが舞台(ソウルの外郭)で登場したこと､主人公であるクボ氏の職業に関連す

る新聞社･出版社や故宮と大学が多く現れたことが目立つ｡両作品とも不明(想像)

と夢という仮想空間を通して当時の現実社会と都市文明を批判していることが特徴的

である｡

表4-14 『小説家クボ氏の一日』作品における出現舞台と記述度

睡ヰわ.汁 同産
ヤー

放
▲十 川現舞f.t

堀面

放
l斥放 EZZ]
i+

iJt拘

q .510

クポu)ド?占hL ≦廠;
21

n-[j;L

rコ箇r刑
加')舟いの寄 2 0.0:l3

7)r:d)ア/i-ト ∩ El C.nO()

公姓

(=軌干)

16

見払一T1: q 79 EZZE]
いJ*苑(I-lJ*宮ー l7O a.35ユ

関心七′jl ∩ 7(ー 0,Dly

丁1■IJづL帝FWT r1.q 0.0,1三

.L母rF
).()21

JJ;垂v)人手iJ1物 ∩ 3l 0,DZl

敦I=礼拝せ ∩ 16 0.Dll

超物lj4小柏(∫鳩苑) l ロ 0.l■)】

Ji;堂u>七千 D 川 a.007

昏叱七.■7:v)rPIq ∩ lO 0,DDT

盛花^-■LZー n,r)OT1

P電塵

(2コ荊FTr)

l1 LO.i.5

昭≦広r占 356 …主義二9由
女13-'l)rB子吉/+: 7ーl

rLr戊基ijt物 17 f).Diltl

小Ir.事~tPPtS. q] a.D邑占

(:l7r,qlす‖
i-ぜEI)I,'RJ^u_ 0.1=宜

ギャラリ- 6t) 0.09l

ーー†L＼ 2 I8 仇0ヱTn

f1■f,i良.r-佃l亜 ∩ 5l ¢.r)ヨ7

丈-L史fL ∩ ユ7 0,OZ6

湘判事1- ∩ ユ7 a.DZf1

rM瑚(映r也m) ∩ 35 ¢,0ユ1

EZZZ) ∩ 0,○三l

月1畷l占 ユ0 ().r)2l

平和lH頓ぎt ∩ コ.i 0,DL7

二■.:紐皇唖 ∩ 三l 0.Ot7

上■i存H1版汁 州 ().r)tl

色7rlq軸ilJu上 ∩ ⊂ n,r)Ot)

II代'史LuFt ∩ l2 □,DDS

‖板柾 丁 0.DO.3

ーr-A/.lLE- ∩ 0.DO1

ナイン喫茶l.tit ∩ ¢.○【I:～

P77菜qrl即ト D ロ 0.r)0:I

r.I)-.{(I占■) ∩ i 0.r)0:I

種物外

(2iEIPTr-]

6BiF7,Li3

(L拍r野)

+) lOJl】 ソr>ルL/)〒fT

女血

(l掛爪
∩ .59 ∩ 59 d.Oll

下Fn

El EE]
† r)

22.1 0.776

(=筒戸斤) イこlー1 5 l≡7 a.44

EEl 4L笛F.rr l2J】 :～.$22 ■TLEWLrfH噸-0.tI17

金承鉦の作品は主人公と物語の特徴により3つに分けて分析を行うo 『Mujin紀行』

と『夜行』の作品における出現舞台と記述度を表4-15に示す｡
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表4-15 『Mujin糸己行』『夜行』作品における出現舞台と記述度
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『Mujin紀行』ではすべての舞台が､ソウルから離れている田舎の村,かつ,主人

公の故郷であるムジンを背景としているo しかし､主人公が恋に落ちたムジンでの生

活を否定し､ソウルでの生活を現実として認めることにより､ムジンは都市に対立す

る田舎や故郷のような情緒的な空間(都市から逸脱した日常)から､都市からいつで

も寄れる近郊のような無機質的な空間(都市に束縛された非日常)に変わるo すなわ

ち､建築用語では高い頻度を示した<ソウル>が､舞台として登場しなくても､ムジ

ンという空間の背景としてあらわれていることが分かる｡

作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示すo

/'lLスが･･.承/i<ムジン1aAm> tいうB産虜をBf=o

そニ/=仕鮮節々男い宇で<d)/Tた/fムylンを去っTいiす>･-#/*#新=鹿1かL (ノEIっjt-J

『Mujizl紀行』9, 41p.

『夜行』はムジンによって措かれるソウルを女性の目を通して措いた作品であるo

50%を超えるほどソウルの街での記述度が高いことで､朴泰遠と樫仁勲の『小説家ク

ボ氏の一目』の主人公と境遇が似ている｡また､ 1960年代における近代ソウルでの夜

の街を通して､その都市空間に隠れている脱日常の欲望をあらわしていることが特徴

的であるo

次に､ 『力士』『ソウル､ 1964年の冬』 『多産性』の作品における出現舞台と位相度

を表4116に示すo
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表4-16 『力士』『ソウル､ 1964年の冬』 『多産性』における出現舞台と記述度
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部屋または家が重要な舞台である『力士』では､李箱の『翼』における主人公と妻

の部屋のように､今の部屋(引越しした家)と前の部屋(引越しする前の家)という,

明確に分割された空間構図を通して､ソウルをあらわしていることが特徴的であるo

『ソウル､ 1964年の冬』ではソウルの街の記述度が際立つc ソウルの立ち飲み屋で

偶然出会った3人の男のうち､生活のために妻の死体を病院に売った男が､使って余

ったそのお金を火災現場に投げ捨て､同行した3人とも別別に入った､旅館での自分

の個室で自殺する物語を､個人主義や資本主義が蔓延している近代都市の暗い断面と

して象徴的に描いている｡

『多産性』は金承鉦の対象作品の中で唯一の中篇小説でありつつ､独立した3つの
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物語が一人の主人公によって描かれているオムニバス/小説で､各々のタイトルである､

自然界の｢豚｣と｢ウサギ｣､物欲の成れの果てを悟った｢老人｣は､反近代的価値を

あらわしているo また､物語は主人公の家と喫茶店を中心に､人工物や資本･科学な

どの近代の象徴的ものが措かれ､その舞台として汽車や劇場が主に登場しているo

最後に『生命練習』 『乾』の作品における出現舞台と位相度を表4-17に示すo

表4-17 『生命練習』『乾』における出現舞台と記述度
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『生命練習』と『乾』は金承鍾の初期作品で,小学生である主人公の目を通して､

近代性(反自然的価値や規則)を描いている.両作品とも家が主な舞台として現れて

いることが特徴的であるo

『生命練習』では､大学生になった主人公がソウルで､幼い頃の廃水での経験を回

想する舞台構造で､兄と母との葛藤が描かれる麗水の家､特に､ 1階の板の床の部屋

と2階の屋根裏部屋に対する対比的な空間描写が目立つ｡作品から主な空間表現が現

れている文を例として下記に示すo

虐政粛部署/i二の#の中/=存産L Tい/Tカ,つji-D そ=/fそらl=あっ{=｡そ二/i腰細T;R/i

腰腰をチa鹿粛だっ{L一-農磨の好手/fもちろん居た''った 『生命練習』 84p

『乾』では､主人公がある都市(ソウルの郊外)のレンガ工場で北朝鮮の軍人の死

体を目撃することで,韓国の近代社会を支配してきた冷戦イデオロギーの虚構の実体

を知るようになる,意識の変化を描いている｡また､防衛隊本部(旧日本人邸宅一子

供の遊び場-防衛隊本部-爆撃による廃嘘)という､同じ建物における空間描写の変
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化が特徴的である｡作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示す｡

i/=慮れTいる虚t虜の粛l=ある釣j､/Td,ったらそれ/f#かl=磨っ必って適者l=戯れTいa

乞食の賓だった･･･まaでタンクl=;WTいる摩%でg'/TいL,そL Tその柳のmクを囲んで

いjL-,*^たちが-石~のcfうi=@iっていたfp5i>J含のか71- iクであ/5:かった･･･君Lい矛盾で屠ス/ど

-^の男が#の崩■l= B分の/Jlきい屠併を置いtい71-だIfだっjl-o
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4-2-ト2-2出現舞台の位置
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図4-1全作品における舞台の出現場所(ソウル)

3人の作家の作品に登場する舞台の位置を今のソウルを中心に調べ､その結果を図

411に示し､その場所もしくは地域の特徴を探るQ点線は1973年定まった現在の市境

界線を基とした60年代におけるソウルの領域を､鐘路区にある黒い点は朝鮮王朝時代

の宮殿の位置を表すo

全作品を通して現在ソウルでの出現位置をソウルの地図で表記した結果､ほとんど

の舞台が鐘路区と中区に現れた｡特に,鐘路･明洞･忠武路･乙支路･南山･滴渓川､

和信百貨店･美都波百貨店(旧~丁子屋)､中央郵便局･ソウル駅など､植民地期での主

な都市施設･地名､建物が目立つ.また､江北区(矧珂里).城東区･東大門区(東大

門･踏十里･清涼里) ･龍L山区など､ 1930年代の都心部であった鐘路区･中区を中心

として､東の方に対する描写が増えている｡

都市への人口集中によって,ソウルの面積が現在の境域(1973年)に近く広がって

いるものの(漢江以南-の拡張が際立っ)､都市を表象する領域は朝鮮王朝時代の城郭

から東と南の方に少し広がったこと､鐘路区と中区を都心部として認識する概念が定
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着していたことが指摘できる｡

また､全作品に雑誌社･新聞社･出版社などのオフィスビルが多く出現しているこ

とから､インターナショナル･スタイルの建築またはボックスビルが､資本主義に伴

って1960年代におけるソウルという､都市空間を構成する主な要素となっていること

が分かる｡作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示す｡

農道:の膚%すべTノがそのcfうなあので､ガの壁ぽtA′どをFfめTいる, mい7/I,さサッシで

腰切j'a#l=長い虜l=- 『/ト説家クボ氏の一日』257p.

ノ野Cビ1/I,の中で彪のど1/I,杏,Eつめるt彪カj省いセメンFの面や戎#な屋上l=愛,#dfRきるo まf=､

ノ看い屠%のノ野l=まだ穿のままのE者の哀7才g'つtいやi=/Tったo
Eの｡昼顔ば大麻荻教 示テ/I,､

#亭だフォれど･ ･

･元々この磨の主^ liあのE5顔/Tのl=虜L,い尉の郭j瀕ン野彦<丘丁遊んだ)野l=

腐っTいるそれら/fノ夢汚< T月fL-5 6月</J(Io

各作品の舞台位置を表4-18-4-22に示す｡
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表4-】8 『木､坂道に立つ』における主な舞台と出現位置
Hj現稚台 現在の具体的な位置(場所)

ヒヨンテの家 ソウル鐘紹区

ユングの~F寝室 ソウル.不明

内科病院 ソウ′レ城東区

病院 ソウル中区

喫茶′占 ソウル連絡区.中区

官酒監 (病渓川.乙支持)

平壌畢(居酒屋)

ソウル

鐘路区

柏信E]-貨店

養亀場 東大門区(浦i京里の外)

ホテル 仁川

居酒屋

ソウ′レ外の田舎(部隊周辺の付)
遊女室

ソウ′レ(街)

ソウ′レ連結区.中区

(和信百貨店､集結､楽園洞､乙

支路､忠武路､中央郵便局､美都

波百貨店､明洞)

山の村
ソウル外の田舎

部隊と周辺の村

表4-19 『日月』における主な舞台と出現位置

出現舞台 現在の具体的な位置(場所)

主人公の家(仁哲) ソウル鐘路区(膏洞)

池教授の家 ソウル連絡区(堅志洞)

工事中の家

(建築現場)
ソウル中区(墨井洞)

ナミの家 ゾウ′レ鐘掩区(内需洞)

従兄の家(~F宿) ソウル江北区(繋阿里)

祖父の家 京畿道一山槻村

祈祷院
紫霞門の外の三角山

(ソウル江北区)

銀行 ソウル中区(′ト公洞)

野球運動場 ソウル中区(東大門運動場)

崇朝雨 ソウル線粍区(明倫洞)

セプランス病院 ソウル中区

大学病院 ソウル鐘路区

ソウル駅 ソウル中区

居酒屋
主な場所:ソウ′レ塊路区.中区

(明洞.鐘掩､薦阿里)

喫蕉店
主な場所..ソウル鐘路区.中区

(明洞､忠武路)

モンパルナス ソウル中区

屠殺場 ソウル江北区(瀦阿里)

鉄道ホテル 釜山

ホテル ソウ′レ城北区(貞陵)

田園グリル ソウル連結区

料理屋 ソウル鐘路区(清進洞)

畜産企業組合 東大門の外(ソウル鐘路区)

泉喫茶店 ソウルrP区忠武路

飲食店
ソウル中区(明洞)

ノヽ■-

鍛冶屋 ソウ′レir.北区(帝阿里)

ソウル(街)

主な場所:ソウ′レ鐘路区,中区

(鐘路､教化門､官洞′ト学校､忠

=ゝ路､明洞､和悟百簸店､乙女路､

自発苑)

議政肘 京畿道(ソウル外郭都市)

L1_l柵村 京畿道.揚州郡
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表4-20 『広場』における主な舞台と出現位置
出現舞台 現在の具体的な位置(場所)

ヨンミの家 ソウル中区

ジョン先生の家 (南山周辺)

ユンエの家 仁川

北朝鮮の下宿部屋
北朝鮮.平壌

父の家

警察署-

北の捜査機関
ソウル.不明

休養所

北朝鮮

元山

労働新聞社

平壌建設現場

病院

朝鮮人コ′レホ-メ 満州

捕虜収容所 巨津島(経国)

板門店 3き【度線

居酒屋 仁川の埠頭

ソウル(街) ソウル鐘掩区

盆地(仁川) 仁)lfの埠頭の小山

洞葡(戦場) 洛東江(慶尚道)

北朝鮮 北朝鮮.平壌

船(中立国行き) 東中国の海

中立国 中立国

表4-21 『小説家クボ氏の一日』における主な舞台と出現位置
出現舞台 現在の具体的な位置(場所)

クポのアパート ソウル内の町外れ

クポの下宿屋 (新しく編入した地域)

知り合いの家 ソウル.不明

景福宮 ソウル鐘路区

昌慶苑
ソウル凄絶区

(今の昌彦宮)

宮内美術館

(国立美術館)
ソウル線路区

関心大学 ソウル､不明

心燈寺 ソウル内の町外れ

教会礼拝堂 滴演川周辺(ソウル連絡区.中区)

友達の大学建物 ソウル.不明

慈光大学劇場 ソウル.不明

喫茶店
ソウル中区.鐘路区

(退淡路､光化門､安国洞)

友達の尊顔董 ソウル鐘路区(捕遭洞)

一戸華料理星 ソウルの経路区(光化門､安国洞)

友達の電気屋 滴渓川周辺(ソウル連絡区.中区)

ギャラリ- ソウル鐘路区(安国洞)

有情居酒屋 ソウル鐘措区(城北洞)

文楽杜 ソウル(鐘路区)

新聞社 ソウル鐘路区(滴進洞)

劇場(映画館) ソウ′レ鐘掩区

理髪店
ソウル内の町外れ

(クポ氏の町)

平和出版杜 ソウ′レ連絡区

韓国新聞社

(韓国日報)
ソウル連路区

女性楽園杜 ソウル中区(酉′ト門洞)

出版杜 ソウ′レ(鐘路区)

産業新聞社 ソウル(鐘掩区)

飲食店 ソウル鐘路区(清楚洞)

雑誌社
ソウル鐘路区

(和信百貨店の裏側)

良書出版社 ソウル.不明

洋品店 ソウルの鐘路区(光化門)

ソウル(街) ソウル中区.鐘路区
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表4-22 ｢金承鉦｣の作品における主な舞台と出現位置
作品 出現舞台

_在の具体的な位置(場所)

Mujin紀行

叔母の家

Mujin(仮想の村)
友達の家

海辺の家

税務署

夜行

銀行

ソウル連絡区.中区

劇場

ホテル

旅館

ソウル(街)

力士

今の家 ソウル.不明

薬局 (新式住宅地)

成興屋 ソウル連絡区

前の蒙 (昌信洞:貧民街)

ソウル,

立ち飲み皐

ソウ′レ中区.龍山区
中華料理星

洋品店

l964年の冬 (明洞､南営洞)
旅館

ソウル(街)

多産性

主人公の下宿昼 ソウル(鐘路)

洋式家屋 ソウル東大門区

幸州山城 京畿道.陵谷

喫茶店

ソウル.不明

女郎屋

内

済&J劇場

旅館

新聞社

ソウル連結区.中区映画鯨

食堂

ソウル(街)

主な場所:ソウル鐘路区.中

区.東大門区(鐘絡,ソウル

駅､踏十里)

ソウル外 京魚道,陵谷

生命練習

麗水の家
韓国全席南道.建水

山の邸宅

学校
ソウル.不明

喫茶店

麗水 韓国全揮l香道

ソウル(街) (ソウル鐘路区)

東京 東京

乾

主人公の家

ある市
空き家

防衛隊本部

レンガ工場
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4-2-2 用途別空間における構成キーワード

舞台とそこで現れる建築用語を用途別にまとめて空間別の構成キーワードから

1960年代の建築と都市の特徴を探ることを目的とする｡

全作品に登場する住居空間の類型を表4-23に表す｡

表4-23 全作品に登場する住居空間の類型

伝統家屋

(近代以前)

伝統韓屋

(支配階層)
朝鮮王朝時代における瓦屋根の家という描写 富裕層 ソウル

※藁葺きの家 母屋(奥の間)と庭､客の間など伝統平面の構成
庶民

ソウルの

(被支配階層) を持つ(支自己階層より規模が′トさい) 周辺地域

都市型

韓屋

基本構造
一字.L字型の母屋をと解れ屋(門屋)の平面構成 中産層 ソウル(町外

(L字型母屋の変形が特徴)
(庶民:蘇れ

屋の賃貸.貸

れ).仁)

室内平面変化
ソファー.テーブル､板の間一書斎.応接室､向

ソウル
かい部屋一書斎など室内の近代化が特徴的である 間)

外来式

和式家屋 産家屋でも呼ばれる(コ字型.畳.廊下.階段)

富裕層

ソウル.平壌

和洋式住宅
日本式(廊下.たたみ)+西洋式(ペチカ)+

韓国式(オンドル)の複合構造
ソウル

※西洋式邸宅 西洋人の居住空間(石造邸宅)
アイランド

宣教師
地方

現代式

洋式住宅

(新式)

二階.ホール,レンガ.コンクリート.スパニッ

シュスタイル
富裕層

･≡.._;.牽妻)-.
二階建て.庭､板の床(マルの個室化).表門(秩) 中産層

茶色のラワンドア.ベニヤの天井 (庶民:貸間)

アパート 1962年から登場した集合住宅
ハ､,氏(賃貸)

バラック
庶民(貧困層)たちにおける戦後の住居空間

(土壁.トタン葺きの屋根) ハ､､民(貧困)
ソウル.地方

※はソウル外の地域である｡

戦後の住居空間は､朝鮮時代からの家屋から和式や西洋式の住宅､バラック､新た

な集合住宅であるアパートまで､多様な住居類型が登場し､その描写特徴により11

つのタイプを見出すことができた｡住居類型から､伝統･植民地･戦争･新文明が混

在している当時のソウルの様相が見られる｡植民地期に建てられたと思われる和式と

和洋式の家が､韓国における富裕層の住居空間として現れていることが目立つ｡

都市型韓屋では､室内空間を近代式に改造したタイプが現れた｡そして､空間の変

更だけではなく､生活様式の変化をあらわすソファーやテーブルなどが共通的に頻出

していることで､当時の近代化が都市と建築だけではなく､生活全般に影響を及ぼし

ている様子が見られた｡作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示す｡

舟舛でば,ぽぼ平屋慶Tの,虜い一合宕の虜が妨き磨めTいたo その安静Tられ71一家ば,すべ丁ノ野岸

の資であったo厚岸の姿tいjのば弁慶だIfl=屠っfL一彦で/fか-o内部の虜虜まであd扶助野Cであ

a tいうこtだ･･･一腰･の家庭■/jら窟i Tいa鹿新のシステム手yヂンで､皇帝がG分のji-めl=一杯の
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コ-ど-をm,者L,丁静の金谷を発Lむ､そのよう/Jこt邑含んでいaのどニ『小説家クボ氏の一日』
96p.

中産層の洋式住宅を構成する茶色のラワンドアとベニヤの天井は､現在の一戸建て

にも多く見られる要素で､戦後に登場した様式住宅が韓国の一般住宅の原型として大

衆化してきたことが分かる｡全体的に､戦後社会において資本主義による貧富の差が

深化していることが､庶民から富裕層までの多様な住居形態を通してあらわされてい

るといえる｡

公共･産業空間は都市空間とともに分析する｡作品に登場する都市空間はソウルと

ソウル外(韓国),平壌(北朝鮮)に分かれる｡

ソウルでは､舞台の位置でも確認できたように､鐘路区･中区に属している建物･

道路施設･地域の描写が多い｡国会議事堂(太平路府民館) ･中央庁(旧総督府建物)
･

市公館(旧映画館､ 1959年国立劇場) ･美都波百貨店(旧丁子屋) ･和信百貨店･ソウ

ル駅･圃成社(映画館)､鐘路･明洞(明治丁) ･乙支路(旧黄金町通) ･忠武路(旧本

町通)など､植民地期での主な建物と道路施設および地域が目立つ｡

また､ソウルを構成する主な建築用語として､ほとんどの作品にあらわされている

中央劇場(1950年竣工)とともに､都市空間の西欧化をあらわしている新式住宅･文

化住宅･高級アパートやビル･ビヤホール･ダンスホール･キャバレー･サロンから､

1960年代のソウルを表象するキーワードとして｢文化｣を見出すことができる｡特に､

中央劇場は都市のランドマークを超えて､植民地期における民族の独立や戦争による

イデオロギーから文化が導く社会に変わっているという､韓国社会におけるパラダイ

ムの変化を意味していると考えられる｡しかし,大量生産化による一律的な住宅形態

(同じ形態の表門)や周辺と調和してない無分別な都市の様子(異国都市･租界)は､

文化という美名に隠れていた都市化の裏面をあらわしている｡作品から主な空間表現

が現れている文を例として下記に示す｡

このiQクIf葬式家屋(#弟璽ワ Lか/Tいo ノ､クスのメーカーが一点■/=伊クLyLfL-ようjl-1;

『′ト説家クボ氏の一日』 53p.

顔廟野の看慶一のTでニス/でいa^々を_屠a度/=いつ邑香,啓tいラ字f>Ai浮かびiがao 看慶一の中で･･･

アyアン虜#のノ舛屠の紺碩tそのTで鼻まっTいa度盛のぞンゴ1/L,#の/村政が静男tか慶庁､

潜外彦膚､原雀層/Tどこのよう/T雰静者を5/き屠ニLたo この頃1甘/看い慶%メ潜っTz)-ら邑っt

ノ､ノダヰでB虐aその男ノ夢都市の資l=財Tい<o 『小説家クボ氏の-日』 115p.

さらに､道路拡張や地下鉄工事のために歴史遺産の位置を変更してしまうほど
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(図4-2)､当時の都市計画は歴史という場所性を活かした個性的なソウルを作る意識

より､ソウルを都市という物理的な形に作り出すための経済的な目的が優先されてい

たことが分かるD

図4-2 道路拡張l=よって孤立された大漢門(徳春宮の正門)注1)

作品から戦後社会において､都市のための都市化に対する批判が主な空間表現とし

て現れている文を例として下記に示すo

*卵のR77c?卓彦T;ば腰冗鉄者のZ草をすiためIr -その鹿TJ#Z着の層麻甘元のjt#Flの/i置

{L-11っjl-[ 『′ト説家クポ氏の一日』308p.

外国へ行っjl-二t g'/Jいクポ.行き.iそ,i,/I/L=,#ろL <感C/Jい､
,#Rに再生Ljl-ニの&-i

j')/i

.その時の､鰍丁いL一節の方がもっt
i,元粛だっjl-a JW潜LL一以東 卵ノ好tいうこのi腰を穿っT

いjl-皮が一度対/fT.素解が.このJ皆の素顔カj一群やかi=屠れ丁いj1-a 『小説家クボ氏の一目』128p.

二67)窟6ソウルのDtう々虜扉でばあiクか.題であao -二のM磨/よ節l (摩Tjt一彦'(@身ノが

/J< Tg,密着,/=みi/1･いL､士丁畠Lf,身g,あっで由屠らあF)そぅl=みJZるJ 『′ト説家クボ氏の一日』265p･

その他に､当時の都市化は住宅難や交通難という表面的問題だけではなく､資本主

義に共鳴して貧富の両極化を加速させる同時に､無機質な空間など特色のないソウル

を作り出した｡作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示す｡
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今ばニナ傭潜i a/看い家(#顔)メ,l潜jf=カTいるo この静粛ばいつのノ野/=産済穿新一ゞ異/Ta

農/野て潜み合わせTいao 『小説家クボ氏の一日』218p,

倉居新;窟仁/Jるt=37tI5dj､邑っtJ琴ao遠<雇えa都市中心j野の,あちごち/看{そそク立っfL-ビ'/I,が

･･･着席@-/iその好いとt)i,a)影の中7;J貞をL Tいたo 『力士』138p.

ノク/I,i=企んでぽtんどの^仕広~い都市の中で多い^ t -#l=庄~んでい石t屠っTいるばすilf='カー;I,

･･･真贋l=粛併L Tいa^lf少/Tいo 『小説家クボ氏の一日』218p.

淋圭者密会での､慶大減免亭の中でGl=Hi=^ノ野らLい勝カを_発っTい<､そういう^fL-ちt

ノ野L:<肋t虜要する声であっ71-o 『広場』135p.

^J野のジャンク)i,o Eいl=お磨を厨み二変わすtきだ/ナぼ､いt邑磨まClf+l=】好ク舞っT邑､ -_a

G分i=不材t,5て屠るtいtあ,#M/Ll一座超^l=/JつTLまう##o 『日月』226p.

雌l=^るt -壁/=区労られたj軟昼､そこ/i#々ガスらな/fJl,lf+/Tら/Tいtごろだったo

『ソウル､ 1964年の冬』 226p.

また､ 1930年代の文学にも描かれる城郭の門の中で､特に東大門の周辺が庶民地域

として多く記述されたことが特徴的である｡作品から主な空間表現が現れている文を

例として下記に示す｡

IWめTと3ンテt -顔/=ここ煮題虜の慶潜/=廉ji一呼ぼ-周タメ･T瀞かで空有邑磨かっji-
-

LかL菱題を磨めTから摩二生庄1富t tあ/=人豪オ;屠TられT一年のノ野l=一房がまっfL- (

変わっTLまっji-o (ノクルニ康二大1甲区､膚家署のガ) 『木､坂道に立つ』 226p.

天井の/看きb;'産( T･･･倉居5での看でLかBられ/5:いノ禾親 ぞjだ.扉の彪昼(i) li

東大ノ甲の摩l=あaLg房瀞､貧民新=ある邑のである 『力士』145p.

倉居新j凌一l=/Ja t空勅j'g'つt虜ao遠(月i a都市中心j野の､あちこち/者<そそクj2'っfL-ど1/I,が･･･

貧民好-1iそのノ好いと''/I,a)j#;y'の中7;,貞をLTいjl-o 『力士』138p.

@+男(寿大願)の励･･･少Ln7までGんぽだったtころl=赤いEでBいタイ/i,を穿った豪オゞ

密着LT膚TられTいるL､彪留邑威･多(あらわれTいた･･･励;摩っTいji-から､逆ば水がたまって

いるB7んぼめcf j /J邑のどっfL-o 『多産性』 234-5p.

それに比べて､記述畳も東大門より極めて少ない西大門の方は,その描写も都市化

が進んでいない田舎のように描かれていたことで､都市化あるいは都市を表象する領

域が西より東の方に広がっているといえる｡作品から主な空間表現が現れている文を

例として下記に示す｡
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5*ノ甲のタバコZ虜の/有√願あ絡め/Tがら.･･ノ棚l=汚重力;:着いたtきぼ､ここがノク/I,j】ら

遠(磨れ71-B7倉のよう彦粛がL T5の扉の常在女子大+JyA;I-F,筑窟l=局iたo 『多産性』 218p.

朝鮮王朝の象徴である景福宮の前に建てられている中央庁(旧総督府建物)や､動

物園と植物園に使われている昌慶苑(旧昌慶宮)に対する批判からは､当時の日本の

残洋清算に関する社会の雰囲気を読み取ることができる｡作品から主な空間表現が現

れている文を例として下記に示す｡

j5Eの慶び冴があるtいうのIiいいこtであるが､ここ励まですべTAj'A[t財で/i/Tいのれ

この虐%t虐オi元々J替っTい71一資を尿つべきだろうo ･･･磨勿園切j必ずごこl=あaべきだろうA,o

『小説家クボ氏の一日』46p.

これまでの分析結果をまとめると､当時のソウルは現在の面積に近いほど大都市に

なっているものの､経済性を主な理由とした近代化は都市景観の乱れや無機質な空間

をもたらしたことが分かる｡これは､都市と建築空間の計画が哲学のない時代精神､

いわゆる資本に左右されたためと考えられる｡また､文化がもつ精神的価値より､新

しさという見た目を求めている社会の様相が見られた｡作品から主な空間表現が現れ

ている文を例として下記に示す｡

^ノ野ば@B身の密着l=βぎCこあるだ/ナでIf全きられませんo ^ノ野/f広`虜l=Lyるこtをp-a#で6屠っT

いaのです･･･ガ@/Tどば何といっT6手yスF劾{@潜の底辺を産れる虜水のcfう/T密封をL Tいるo

･･･都市/=たt度胸草の顔潜を会/f下水の腰部j､虐(できTいa
･･･

ノク/I,lfすべTの餅BA,t算#する易牙でfo

『広場』55p.

『ソウル､ 1964年の冬』 46p.

ソウル外では仁川と山轍村(ソウルの近郊)､北朝鮮が主にあらわれる｡仁川は戦前

から港町として今も重要な都市であるが,山椴村とともに自然や伝統という近代以前

の価値をあらわす空間として描かれたことが特徴的である｡北朝鮮は当時の時代状況

(冷戦イデオロギー)をあらわす舞台で､韓国と対比的に個人性のない社会として描

かれている｡作品から主な空間表現が現れている文を例として下記に示す｡

プ晩人/汐密教碧がタブーl=/TつTいa社会,放戯鮮l=富君L (屠いかぶきっjl-空窟/i,まきL (

ニのタブーの雲@d{6f=らす穿泉であっjt-a 『広場』123p.

各々の作品における用途別空間の構成キーワードを表4-24-4-30に示す｡
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表4-24 『木､坂道に立つ』における用途別空間の構成キーワード
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表4-25 『日月』における用途別空間の構成キーワード
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表4-26 『広場』における用途別空間の構成キーワード
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表4-27 『小説家クボ氏の一日』における用途別空間の構成キーワード
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表4-28 . 『Mujin紀行』『夜行』における用途別空間の構成キーワード
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表4-2g 『力士』『ソウル､ 1964年の冬』 『多産性』における用途別空間の構成キーワード
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表4-30 『生命練習』『乾』における用途別空間の構成キーワード
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参考資料として1960年代の代表的建物と街の風景写真を掲載するo

園4-3 都市型卓屋の住居地域

園4-4 玄石洞の共同井戸(ソウル麻浦区1960年)

図4-5 北倉洞のうどん屋(ソウル中区1958年)
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図4-6 1960年代ソウルの街(明洞大通り)

園4-7 1960年代ソウルの街(南大門大通り)

図4-8 1960年代ソウルの街(ソウル駅前)
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3-2-3 空間の属性と意味

文学の中で描写される様々な表現､特に､空間表現要素にかかわる文章と､舞台を

性格付けるものとして各物語内での特徴や主な人物を抽出し､舞台ごとに整理して舞

台の空間属性を調べる(節末に全作品における舞台別の空間属性を付けた｡表4-31-

41)｡舞台の用途とともに､空間属性の中でもっとも多く現れた様式(近代式と韓国式)

を軸として舞台を位置づけ､他の属性を基に舞台構造図を作成して､舞台同士からあ

らわされる空間の意味と､ 1960年代における近代社会の意識構造について考察を行う｡

図の中で,実線で措いた円形の舞台は高い位相を占めている空間を表す｡

黄順元の作品における舞台の相関関係図を図4-9と4-10に示す｡

近代式

芋式
韓国式

住居 公共 産業 都市 想像･夢

図4-9 『木､坂道に立つ』における舞台構造図

住居 公共 産業 都市 想像.夢

図4-10 『日月』における舞台構造図
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『木､坂道に立つ』では､女の死に直面した3人の登場人物の行為や感情､自殺･

紡径(トラウマ) ･無視(現実優先)などの描写を通して､戦後の不安定な社会に対す

る人々の意識構造が読み取れる｡また､現実から逃避する場所として居酒屋がよくあ

らわれ､特に､ソウルの｢平壌屋｣はその空間に帰属する傾向が見られる｡ 『日月』の

場合､伝統的な秩序をあらわす山栃村とソウルが､新旧社会として対立的な空間構図

を形成していること､無関心による孤独･疎外･不安がソウルを表象する空間情緒と

して現れていることが分かる｡特に､労働者の死体と工事の進行速度が比例する建築

現場の描写は､人間の尊厳性が軽視される都市構造をあらわしているといえる｡

笹仁勲の作品における舞台の相関関係図を図4-11と4-12に示す｡

住居 公共 産業 都市 想像･夢

図4-ll 『広場』における舞台構造図
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有情居漕屋
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図4-12 『小説家クボ氏の一日』における舞台構造由
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『広場』の場合､戦後のイデオロギーを象徴する韓国と北朝鮮と､その社会に適応

できない個人との関係を｢広場｣と｢密室｣という､対立的な空間構図であらわして

いる｡特に､個人に開いている広場を追求するため中立国に向かう主人公の行為から､

戦争がもたらしたイデオロギー社会に対する批判性が読み取れる｡『/ト説家クボ氏の一

目』では,様々な産業空間を通して集団の中で現れる個人の孤独を表現していること

や､ソウルにおける都市空間の不調和を劇場の前の風景(租界)と元々宮殿である昌

慶苑(遊園地)を通してあらわしていること､想像や夢で出てくる奇妙なかたちの村

が当時のソウルを隠愉していることが分かる｡また, 1960年代におけるソウルの物質

性とお寺の精神性を対比させていることが特徴的である｡

金承鉦の作品における舞台の相関関係図を図4-13-4-16に示す｡金承鉦の作品は出

版年度の順より､テーマが類似している作品ごとにまとめて分析を行う｡

近代式

A
i
≦

≡

近代式

住居 公共 産業 都市 想像･夢

図4113 『多産性』における舞台構造図

住居 公共 産業 都市 想像･夢

図4-14 『Mujin紀行』『夜行』における舞台構造図
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『多産性』の場合､洋式住宅と劇場が近代ソウルの文明や資本を表象していること､

その対立的価値をあらわす舞台として､山城と田んぼが登場していることが分かる｡

また､想像の汽車駅を通して､近代都市に対する一般人の不安な意識が読み取れる｡

『Mujin紀行』と『夜行』は､主人公の中に､日常から逸脱しようとする本能(無意

識)と現実に帰属しようとする理性(意識)との葛藤が見られることから､ソウルと

いう都市空間の相反性があらわれる｡

住居 公共 産業 都市 想像t夢

図4-15 『力士』『ソウル､ 1964年の冬』における舞台構造図
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図4-16 『生命練習』『乾』における舞台構造図

『ソウル､ 1964年の冬』では､個人と集団をあらわす旅館の個室と居酒屋のホール

を通して､ 『力士』では､個人化する現代の性向と昔の共同体意識を表象する理性的空

間(洋式住宅)と感性的空間(バラック)を通して､都市の対比的な空間構造を描写

している｡ 『生命練習』の場合､ソウルという近代都市が､自己世界(規制･制度)を
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あらわす主な舞台として登場していることが分かる｡特に､父との死別後新しい恋愛

をする母に殺意を持つ兄に対して主人公は違和感を持ち､さらに､兄の屋根裏部屋を､

現実ではない別世界に描写している｡このことから､妥協のない偏狭的な我執に変わ

る自己世界に､作家は警戒していると考えられる｡ 『乾』では､旧和洋式の邸宅の変遷

構造とレンガ工場での北朝鮮軍の死体を通して､冷戦イデオロギーが崩壊している当

時の時代状況を描いていることが特徴的である｡全体的に作家金承鉦は対比的な空間

構図を通して, 1960年代のソウルにあらわされる都市の二重性を描いていたといえる｡

全作品において､舞台同士の関係からあらわれる空間の意味と､当時のソウルを通

して近代社会の意識構造を考察した結果､反社会的な空間として部屋･伝統家屋が代

表的舞台で現れたこと､産業空間では集団の中の個人における孤独と疎外を､ソウル

という都市空間では理性的空間と感性的空間が共存する両面性をあらわしたこと､そ

の社会での不安や現実の逃げ場として想像･夢という不明な舞台が現れる傾向がある

ことを明らかにした｡ 1960年代の韓国人はさらに高度化する都市の中で､人情･感情

をあらわす人間性より物質性が強調される近代性･近代都市に不安感を持っていたこ

とが指摘できる｡
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表4-31 『小説家クボ氏の一日』における空間表現と舞台の属性
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13なぜ､屯巾:をJQEくして｣よっf=Q)か=･人世ILt:rt･J-をt.っと脚

たら. )ト常に駄々Lい打や煙たい臭いもなかったかも= 屯'![

はLl'･甘.公的7L亡助早戸とし,･う感じを手.Yつ上;)E二してくれfT.ゥ

16 ll-lu)巾を仝榔探しても帥那L･ところETtホテルU)水洗hilTr

しかないということは､

六:1二J)山l)ほ純jt.'#h壬(NWJrl甲),)しかない.; ′､ウスのメーカ

-75i ･'^(に作()州Lたようだ〉

J)fltFに沈/uだ, IF17r悶vパ抄i典でJ)さ/JLさ主につるされた村
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IdのHI=仮の顔とそJ) Fで恥よっているbTl色のモンゴル族の対

Jtが取粋とか枚rE=､約外字よ柾､尉f:i(fL..Lどこのよう々寄utf気

を･ltき起こLたぅ こU)t(iはF.'7lいtB物が唾/'てからもつとハ7LJ

キで見えるその光L_q肺r‡J'の?2>E=似ていく｡

125外川ILJ;rったことL,如､クポ托さえそん/.LLに懇ろLく感

じ/山､.渡川にIlf'I二,Lた二V)街土Y)はその峠v).放れていた

iLl17)Jiがもっとも元'Aくだった. ･=l相継した以東.明Mという

二L7)と堆を頻っていたJ如く 一低むけて.劇Ulが.ニの偲q)求

12E}世{.'L-fTrに一枝埋汝されたわETで二V)鹿確v)'^uLを遮断し

ている数多い雀(tlt物)⊃

茨L36 王rlfp7横川u)JjlIEiにh'･lいたL.逝を歩いている人たちの

姿が非fEEL.宇代の'iTl[】V)よ･-Jだった-沈うつで怒V) U)陰がIlに
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表4-32 『広場』における空間表現と舞台の属性
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あつた...二U)様式はJL-々[J本Ftではないはずだが､絵/.Ltどで

見qrれた付汁式とL/)JITp虫式であ7,'}.,-pとにかく外から比る
ユンエとのlり

I_.-い､他J)l];iL;
(北岡鮮)に税

れた父

ヨンミLJ)

riLL人i,ゝ

●-●●

と′搾がl后F'[いL.小に人ると小ぢ/L,左りLているウ庭はE】木 専一-11E1

ーそv)主よである

I.37こt/)窓から比ト~7)しながら乍A1.を寸る暗が-府楽Lし､

窒F)ニl私v)加矧ニはr[/I)触り仁けカていた..1J.(i上∫.喝で托なか,'

た=それほ怖h主であつた...たr'た一人リーための柵娼□

田■■司■■ヨ■■国

oこU)lj二い舘It1且'ih主で､一人で什んでいろ人だ亡

淀55ノトL/)帥川u)郎台とは准■■lくJ)企勺i;7J.I,でた使物を払いド

げてそL/)'l■て乍きrt;.ほ-/rJ=如)代JrH=.小机ま遜りと--'てい

わゆろ文化L1't-(7一版l;に.確りU)鍵物でけ牧terに陣おうとす

ることとど二7)て迎い圭i~?

洋55人lFIIは?生l■lA,v)昏.=li.(にryLじ二もろだけではノl二きられよ

トんL_人IJ1,Jほ)i;4l(ニEltるニとをi#_でt,Wi-'ている〝)です..J外

司などはLp1とし､つてt,キリスト教が政fhcl)底辺を流れる官lli水

)よ')な役1k/Jをし-.こいる...伽■lTにたとえば柳平の政治什会は

卜■水の施讃がl'tくできていろ...繊lEけ)政拍のLLJl5には焚尿と

ゴミだけがIIIはど柑よれてし､圭す胤.'E;=た任v】広域､在欧と

人と作イL;.-〔′)l]Ju､二加カて純【如J政治u)l]二槻です...矧lW)維

1の広也とは.n≡欺とい:)嘗LI川｣で,I/1/iuO)lE火が放つてl&1_栄

のアドパ′し-ン/J:r乍,:■.ー;く時い]..がろ二とです;史化u)LE､堀で

~力､?垂k/比とい:)舵が滅l一目で1-...二のヒ--)なJ];旬について

人々がf書つのは不一.-E嘘しかないです.l

店とい:)広噸

(仏堀が死滅

した､J#毒しか

伐つて/ょい館

い｣十

ジョンyL_ノ[J1

)'ij^.i_三人公
●(◎)●-rc)i.rg.-

ソウルの肺lli

からU)避難(也

†台のl1こ尽古かL-.

LI).逓避〕

ユンエV)

l#,卜人公
●-●(冒.rg)●

.L35缶本r-_適n.会での,q超人/LLTl)lr.:菜肘lr;i/).F,でrlにLlに人
即ちしい押ノJを火つていくそうい√′人たちとIl,lじくなiL｣- Ill;命じや′Ltい ｣ヒ刷節L/)ド

--●:蛋:魯●
要するl上y-であつた.

小向Jー.右わ ThlL1'L.ー一人公

lL4父のflト妨を反対LているわllL;や7i.し､-L二の女-J休

どこに～(I:hを持1ているんだろ.L)か統vーコミ_-J_ニストU)

貫で[IJl)?欄の7'ルジ三】アの...
l止FIr凋卜L--コ

父UJ'*J.卜人

⊥二二昏し亘】‥⊆.)
濯1L5lb-鰍二いる峠はどこを比ても私がJ1主FrrJii!を惑いLtが

ミ;1=.スト′ご

L','′1:きていける臼こ旬はなかつた〝)です...北和郎L=k=て-/+f-L/)
-'た父-J)r丈 ∴

i.IMp[でLL'Jか`?iT亘いJ乍'^i-どこかLLJ二U)咋1(びIT(た-く

ll.:されてきますか?

ヾ

･F･'4:rn順`AjlでFi(ハ､75て.物.I;≠iをl如Eすろ汀亡智fLI
LZJkでrhる± ■脚iし..,-L!人十る
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･夏

革喝
･.-丁;.

S<* +■伽L柑触手

公共

菜的父l王政げ)陳叫711jiyに住んでいた:騰[alh呈u)父を㈹んでい

文のせいで取り

調べL')れる(エコ

u)甑岨のドア7)I. 常怒署-.Jヒ

雷-◎◎㊤㊧た人セが池u)光h主のドアを4(ち旗して1,1人L.父J)比わr)に 別れる).北(ゝ旭f ~の拙作機
祇に!IilをlJiFえたu)であるつ u)捜査機Ⅶ良と

LてALpjj:を尋f和

(ユンエとlLie-)

l溢IL1-.二人公

F'】L1批lllHTx-〟)

と軸rL(嵐E己:(エ

J)飾帖のドアが

IJLほtる)

'})働折庵

fL-,ー一三人士)
◎-◎◎◎◎

肉体うj一軌＼の

ぷ儲

設現%L.[_

人公
◎-●-,--..

テ削刊で0)無一三月

r,'!喝q)恥fイ

潤色¥人コル

ホ-メ.L人

公

◎--◎◎◎

淀lf'6キリスト戯:エデン和代,町i痔.ljR罪の人甑.川胤咋

代の歴it1.イエス-.T+rpl三相

コミュニズム:柁始桂庵托会.私{(汀那定一階故社会の人
キリスト教と TFli噸収存

@-----
玩.封睡/松本主義社会の健史.-/ル/I

ス.一文明j土産f1:会

コミュニズム Iす丁,j=人公

第3lー.1の選択
~rl(リ占.†.:人

也

婁IJfrl[J肝Ljrでほ/^tt'が.物語を捕IIE十るl正孝/LLt友Jkであると判re[し､ i'人十るJ

義.;≡-夢:蛋::....､三.;
機′搬

R'■r】■

※tr'8-g佃軸はキルケゴールyL:′lこU)方Ft:で.1-.-)と.rLJfLな

い人たちu-)LLLこ以なL',め)エ似であつた.-一昭滞できるりIllと-.ll

=l郷だ-)たd

峠I匂,l三人/Jt ㊤㊧◎◎⑳◎

X-79仲人c')蘇'i!とJ];%lがじかに岨L:たlL'i(t札人々は^-.I;pで
l■l')}の人/I..杏

f^Ld)LLJれるWL

I川(祉
+-++++

あつた-Ji;畷だけで新宅がなかつたu三卜やJTヒたt,L/)叶代に ('t二V)くらい

i:､trtc7川■はi(T;.埜■f[だつI=_軒端とl}掘カく/,}化されf=Elか J]こ噛でほ坪を 也).L人公
ら,Y.=1IJIJjは暁壬つたa ふかないと赫

∫

l611r/J得3メートルのY:Fl川iu)広堀乍別便とウンヘムてl山

TLJン-とFlf会､

外のllt界(噴

洞鎌(俄
●-●●●●の肋をまきぐり絡み合わせてJLきている止拠を確かめる馴童

i)とl`り)のIll:

･Lli.

JkiL5

u)広4L.
料(W誼-岬始

L/)J1こ朋).戦機
でウン-V)少E

).I..人n:

･XJ21人IW村係において公的なl別保のないn-:仇のようなもの

オ;よだそu)人〝)Fl:全的くi-r析を繋にさせたり雄Lくさせたりす

るのなら､Jt:和郎の汁ては;ilY.:命什hてあ->た=4..:命と人LCの

tli(血を被-'たプルジ∃7fl:会u

12ニー個人的な欣tt(カてタブーになつていろ托会.,｣ヒ.;ぴ一郎に】Th'l.I

しく軌､かぶさつた空J,Lug:､圭さLくこのタブーの空き7)てもた

らす現象であつた□

l2:l仏朋には操り人形があるr='けで人はい7LEかつた⊃

北側鮮
--◎@◎頃】

浅l79瓜は平Jtな人が良い.一.ただ.かけらほどのLLこ喝とせめ

て.l些の仲lmがほ｣いだETだ.-そLて二のlL場に人る維t,那

･-.7T｣を不1たあとでーi軌Lてほしいのだ亡

qil.rhH=むか

ラ(l[i横たち､李

,l汝(_i-:人公)

のF'1投

+! ----...㊨-

その他

lLILLL;機にはも一iいP凸水が...I∈佃では/Lきが良い1Eが-.隻,'て

いた□ペ-A/ノントはきれいで盛上であつたu
珍

用魁の広

塘.1-:人公
◎●●-●●

l11p蜂咽で(pTも
/i.いn分が避

経できる収f灸

v)%L所(倍乍)

fr{':のm.I:

人/Lt --●-●●

確恐的な社会

イノ-.}

hL,:L!寸.I-:人

公
◎●●-●●
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.表4-33
『日月』における空間表現と舞台の属性

蛋
潔

㌫譲娘をさ汁ま

≡恥:,藻㌢ミ≦Rて∧､_恐､奴<守一.恐

･毒.≠_準喜..

I.-..)/■

+t一■ね柵j…法文化H人qq1.

仕后:-

･66それはス,iニッシュスタイルのiB物f='よ/_r1ミ扱が嘩Eqの
~に似ているわ...-y.髄のこれ,I払埼でしょ?私たちこれにL

ょしようか?...それで部h皇数lj:父とT㌻lの,札の､.J1の.それ

rLらお客さん)rL女'fl弥瞳とそれだけli要るわrそれにち上

つと大き7LLLホ-JLがほしい(hrしい'#C/)戸主丈rL1布)

柑6土牛c?ークリスマス.イブのとき､LI.r人かのb'人が/i-ト

-を辿れてきてー二桁の練絹でパ-ティをIMし､た=

先机の少//}に

上る銭藤(F'1｣

家柄:阜fiB帖

I:からの過ヂl)

L.人公J)l*'

(f-.V(トl

人公

@●-●◎.-

lO3仮のl刑と向かい紅屋(次c1)部槌)をくり抜いた.I宇斎の内

JU).J[袈lこは-版の別の一同月には磁器､1二器-.すべてが."rな lll~について 池徴寸安の
●●●

●(〔馴-上●11

(萱ー(OJ⑨
がらの決まつた軌薪を'.L1=つていたこしかし､それr)を鵬める

F1分だけはいつもの自分ではないよう′亡'xこが｣たロ

J)m4f '#.-r三人公

3敏也は坦Np淘と焚,lL_L1.塩0)rlt)E/)山手=こあつた...d引ilnJJの
l1傾がここまで延びておr)､収は嘆息地一札何｣t:は一冊Tが

一日に見Fろされる宝睡展qiの良い位l;引ニあ-'た□
き.122政のuのi)lTに描いているtLt物は設計図によつて央際に

れるはすの実物よりも...実物は思いt,上らぬ欠点を到る処

に粛呈させてl〕今の前に､Ei_ち現れるのでltあるまいか?

滋330はじめのうちは静かでいいと.rill-'たが､だんだんとソ

ウルが懐かしくなつてね...ソウルに弛まつた1n二札川命fTi

よいはちよつとこたえるよQ

28暗い豪の全体のLrlでこの■.階ホールだL17)i...外/rLら見る

と暗い空rmの中でニの部分が汚かんでいるみたいr=yつた.

l二部rいの'i'

(^J!額現

).L:人公

◎●◎-㊨-..

1ちよつと古びているけL'.なか1}かいい家よqF勺'.li湘だか

ら交血も班利T='しo

ナミの'#.lL.

人公
●-----

99瀦Wrl1._のEj:-殺堀にいる従)Lにii二うと.u!つてし,る□そV) 主人公の避難

従兄の'i[(I.■
-魯●●●●

人に皇-)と心が落ち着くから 庶

!o1さ;-色に変色したL壁紙と1LtL.いあかがついたセメントU)味が (p!l下し介いが 'f),1-_人公

部屋の中をもつと経略くしたr, できる従兄)

耶父との‖会

い

(If-.の慰'<甚祭)

L父の家.L,

人/}t
t-@+@@

+)

..ニ喜堅磁漆照機収滋謙喜

登;●+.親祭
eL:-;.

I.;一:ニ.i

二..h}.i.~~'./
式､､き

せ…●■ヽ.他脈一U1人㈱■)+

公A:

oRいい加強権りたくつたl:[L隻に.h'L_般は.I;ぴたテント地で

-:いであ/'たり人E1からRえる1轄(二は窓1つな<,前の)jE二
主わると-'iii-のF耶■表を5jいてUqつ];.つ.ftFーけつガラスをLiめ

一人んT='fiがbLえた□人のす主ない.給才1tJない納hU=-つた.

79堀たて小指はLl㌻の片liにくつついており,{;で_:.I(tllml塁

世のL?JI)株;I

対すろ卜上とJI--

J)lrL殺lF)のJJ
析T)ilち盲.l._人

◎魯(垂-⑳(a)
を柑みl二げ､h与岨はテンr,りJれで∬いてあつたJ人u)Fi,:つた

上ぐL-)いのd:iさと.､t'-.tT,-ばかりの狭い;Ⅷh呈だつた=

汰280(り)が悼の軸みを超正にlil)いて上L-IJ_^細り;/_て小h主を

てると､とりhrI:さず父と(郎)I7I=i'かりか､]:Lと家族全休の

訂】もいよいよj溢ざかる二とに/LJ_tるんだと-I

に対すろ机父

u)野l似L.I.

公

いきなり龍山

に7Tく

ソウル駅.l三

人公
㊨-◎●r亘-

産菜

I.L9lいや,ジ1-ン'/ルだ.,[と渡Lたと二ろ人.人い7LI:い

､や.そ-)じや{LLい.人はいた=人間でできたジャン//ル-.

..226人r'-"のジ1,ン'/ルリlいにお粥を酌みJkわ十ときだET
i,いとも円卓主L:1fに払己ー)顔-'ても.llr'l//}にiこ別と比て

■るといとも塵l佐一心tJ:他人になつてL圭..}lLヒ沖=(_t7Tlまその

力に引きず{,れてこ二J),/;:;辿にたつたu)かi】ねljt7Lfいとし一｣

分で恩つf=⊂

隣の1ゴ'#さん

かL-_,吸{)れる

-I-_人公J)子J
きトlりの川折

主に′亡る(lylM J;JnL帖.i:人
●●

89仁F(はあまりにも変わr)±えのない一歩LLR'^(にうんi'r)し :■己:.-1-●1

た□r'-Jlじ'if(肘､r■1l亡柄.そLr)]-.いーじ人V)I"lじ.訴簡にあき

あきしているr(I)を感じた⊃

環3()5ともあれL人lM7)く疎外されたr())を収()I上すためには1'～

自にli.えられた孤独を供え三三ぶ-とかLL,帥y)′亡くちや/i_Lら/

)(方)-ド.■JL('#

(I)り榊じn､

そU)I._､何じ人

J)I;.lじ.i7E将に

公

IB5l(昏

と憩うんだ⊃どころ75て.人がいLr)堀介,人lnlはキリストノ)仙二

つてこれらを忘れよ:)とLている_そして池(｣u)椅どが.-す-

でに巨l'j}たちの孤独は良WはれたもL/)とfTnli:Lているんだ(㌔

うんざー〕｢r-ち

I:人公のhき

∫.[けの喫茶l,l.

モンパルナ

-A.ト人士■こ
･g.-●---

llru)'#納vり

人公にLIIかれf:

十/1:tiゐ

ポチ′LL十ミ 魯ー--●--

'TLt比上川仝い
メ.維1も卜1.人

∴

母(垂ノ:O=:●:萱l魯

●.62倣地がFrヒ,ハト坪ほLl'だが.鷹榊がほしいL-._断也

てにLてスチームJ)ついた-外l哩f一夕イル､IIp､どf,I,でt

いい=(新しい家LI)ほ丈内琳)

柑裳♂)■i.:に-1し､

て.｢'kr[1-a)I/(軸

lll【｣tlyり

i~人公

i-EL父V川(1-v'Iy;

舟′lJ)をLlrLr,7J
･lrlLj-t主.ト人
公

I:/,竹ILI川'riでEl九し､か.物斤斤を.FFF,呈すろrr(,控なJ～juで&'7J七■r]偶r
L
…■LL人･1.

rJ.,
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板一理{心 7_<､蟹僻言謝葵既遂鮎灘憾弧琵ま言霊…

n…=由l触ー一紙内

都lli

lL小=Flhきの/(スが蕗ir.(ケアンナル)を渡リ.T-Fii朋をiLQ

り勉ぎて■.ド/}>ほど起つたかと]且うと.1F的u'BT機についた亡

I2-.1安【胡洞.]一夕リ-かL-J糾...I((1~t印f)v)),.;二少L(j-'7)

り7rくとJr-Tに税iLる机人なPr!繋′】fT:...∫.こl,Jには許ながらL,).E,

U:た一i-lが並び､Li_ち､いつt,密inL,ぬま(i'らな人j由り□

･X.5:1L-I恥tp-いつt.rl'J)の'#に辿y)TEし､た上うな低かしさ

を見える.,)■ノヾ1l=-p-I1'Fこ二を移るよで二卜fr:-い一三み甘けtたと

ころであろ

Jリ外は)i-色o)ネオン/JJ.l[,Lいーk-I+E=軌､光を放つていた-音量
帖=こ二こを1山､{=ことあるでし.E-?ネオンの刑えたガラス管

ソウル

(節).-l=_人 ◎●◎---.-..

IJい

'Rjd

死体t7)lまらわたみたいにTl■■に汚いている..;{らW-,んだ,&fJ非

y)a)嵩みたいに陰'*ULtL.Jこu)掛i二うして夜に)i'かrJ:きや〇

(馴粥)

)こll姫1■ミ-湘J)ロ-クリ-で瀦y,[r1トのi占を捨ててJ.こにEll]が-,

た;いわゆるアリラン峠といわれているrTのトからLl陸川ま

ではj巨路比舶u)r_FIFで道が:酌一つた亡

'弓05PLJu)Ill(rい勺)で飲んで.#阿l丑に川たいつかとはI正対に

二のl1は鮪P,rI旦から1h-r～に人r)込んだ□

負

i.L.18′くイブルとや歌値を)Tf-に禦を匁iくかソ卜｣て附ーiな

1T.装ではあつたがどこか洗練された身のニな｣がl句仰の様F.

とは不朗和Lているよう/r感L=だつたこの什にもイエス{Ji

l1]■の家

(書三人/jlの1LJl
lrト梅村.ジ教

悼

える.ノ′ですよ⊃
父)

その他

∫

r

ln6夢の'r'で仁tn;(i,^iL､少姓けJ)lHこll/-⊃-rいr=)乍とヒと

Ihと木と蒙がすつかり如､〃蚊けに恥土/'ていた__ Fi>

赤い町.主人

坐 --..--●◎-

乾;`(とLた

Jh{L,の一昨
J]:.亡人公

●--●⑥-

拓告i丑f='Hの

家.】三人公
ry=rjl--●◎-

lYい湘封.一三
人公

●--●◎-

2.l2lJLIJrの窓かLL,判ろいlIイ-2しがた-,.ち.り;f:=し込/しでいた= 且l.便

1..Lt什に弛

んだ人tT ･1i卜J)〟.汁 -.-●----

fJ占紹をyF_

d)る人と

r.F仔逓子｣

のスヒ-

E

怨零rypJf朝

EEEE]
◎-●---

i()g項iIき'kld,)/かL-,抑､り/''.L.一夕川弓に火を加つ仁.-L/｢f史l:上

rJ.if.をうLろにやJiられf=人たちがiit-れていfI_⊂F.ノヾ人はあ

つたろ:)か...班()をー-/(a)Fr'に一人,]ケJtulめていた-..ullけごけ 一人J)i-I_Lが ある海ii1の
i:外に汁J.していた.-渦ち柳v)Il‡刻だ-'た...赫が次耶にi内ちて l■上Ltの殺人jYp
きて.-LtM'れた人たちをすつErり招い隠してし土つたuそれ

を見掛Tると,Jq!.めた人たらは家のノ/E二J'J.1きを変えた,,fr.I

士そいつr)のilqiに銃を乱射した□

rLiT-射段
Pr.従北

･Tf;.空IuI松■-I.ではないが､物婚を伽宅する屯坐な)lqJ.であると1qFOTし..;･L!人する,
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表4-34 『木,坂道に立つ』における空間表現と舞台の属性

き<.≡...:...).ヾ...▲:A.;I 菜滋毒ー
I..-a..

JVqW批点ヤ此I.

仕J占

ヒヨンテのf)]弛

′f=jRと渡米(収r-

逃避)

ヒヨンテの

莱.ヒ∃ンチ
(@)-@

I,7E_菜

幣359｢1;)に与えられたE1[土】を使いきれ7L;いほど無比J)Eこき

-たのはlpTだ.-

製肘v)斬Jiitと

人甑u)未来､r7

山J)i&刺状鳩

E-.;.新堀.ヒヨ
ンテ

◎-----

※33)ゲヒ†ン(従空亡l)の好iをみながら-綬(t:コンテ)

げヒヤンに会い

にいく(心の休
LT/-頓確川:.柄

i).ヒヨン

●

㊨-●◎1●
はn分も知らない(pfと言えなし､休怒c'ー上う′Ltもuつを味わ:). 甜l)ケヒ1.ンV)

n投和助
チ ◎

blらない女什

のlifr(群J東LT)

".liF1弓ほで())暗

rI;】7TzLし)

f[lr言L'l■E旨

占.ヒコンテ
◎-----..

ミランの死ん

7て程始まつた

ユン//のqrし

いーlf[

親機.ユン

y
●◎●(◎--

.qEPJlやりにス
ギと作行.rl

ホテル.ヒヨ

ンテ
◎--●@-

※23O父V)せいで他u)I_人t)死に乍らせた-.6()意-ノl=.をMJ械

と教会c/ーために献身してきた父なu)に

l1い揮)0)

請:牧師である

l^]l沌の死とク

リスト数v)イく

ほ

.I;.i酉hiy(淋芦菜
周辺).卜ヒ

+1LL!
--●-◎-

ー15卜が絶<前にt-.盛りした上;)に.l＼引こ貼-Jf=新一J順tが古'

ちこちに1iんでいた...人iLU〕に吐いかなりL7)収帖の(nh:iを

近/<て(i:つ.r=このr.】.p-柄帖に(i二のよ.L)に別人にー卜-'た小さ

い輯梅t.6-7つくらいある上.7だつた,

オクジュとv),tlL

会い.ドンホの-

■(恋人とオク√

ユ).オクジュと
a)セックス(-Il

rT(J′上鮒仙いらV■)

F)舶史).オクジユ

生▲,≠f(他v)牛とu

rLfJ-どゝをI】常)

1J一女帖.ドン

EEL

◎

1

●昏雷●魯●●◎

1

@

都巾

･Ltl,
交j也

13初めてヒ≡■ンテと-鰍二こ二ぷ取掛乃故地に水た時か二
-dりが占}かで窄J^ylulIJL7).つた.-.LかL席瑚を始めてかLl))I/_

任ーll"過行湖限

)サイレン(ド

ンホE'1舟と.(ill

港LモL/)殺r.Ll:U)

..-L!帖)

ソウル

(fJi).ヒヨ

ンテ
l｣ー:Jtとともに人'ikTj5てiBてられてpL1--V)lMにJjiTがよつた

く変わつてし主つた=(ソウルk-人fTT)L^;.絹涼叩.u)汁)

Lg.■.~一~~.I.9.~~

をLRt)この;f5,態で通例な牢F.l!lが/j:ぜこ/L,なに.e.,I(.=しくl=′)l'Flr[北.訓郎'Illu)也

‖lの打.ドン
●---.-◎◎

にibたれているf='ろ.-). ･*;I

黙l別ドンホは圭たとてつも{J:いT■ノ:いdラスのrl)にー■l'J)が人 ヒ=1ンテV)節
.i<

つているとい:J考えでmJえられていた=
瀦L亡u)iy)i

ーOS休場協Jilがf,架､■′こされてから卜lrも経てない乍はk'ち二ら

に′くラックd)'#が畑て('れて.曳(I_t▲li:を辿てているlTr/)､‖

に人つたG

淫2lB休戦協.iLLがht[l■F_されてrZIlも′上く'I1(人を紬Tと寸る寸【:

し二いl何人が1h三つて遊女h呈が抑えて...

罪?3′1′H..ーJ)俄7一にFJlてきたJ'.=才一ほ1トくてカて被'!;}Tしか/j:れ′}

いと監:)

純粋で乗LB!L.

ドンホv)r[愈

l部隊伺il1の

fLlードンホ -⑫◎-◎◎

その他
液:H2;Lンyは-,死んだミランl-tミランで､nJ,)はH力/LLり ミランJ)死佃L

十こIV].ユン// ---こ亘--に二れからU)/r-.rl.7..1一るノiほを探さ!L.l,れば(亡らないと 肘T術fを)
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表4-35 『多産性』における空間表現と舞台の属性

髪棚怒水垂タ毒葉磯琵≡較.約く饗駄蜜●'-=童#.塁
深紫敬遼東惑喜溺脚藻潜簿鮒…榔ぎ磯!<1I遠

ら≒磐艦緬轍藤懸閲覧棚意麗
b51-2私はFrl心をiT(ねてR1増の陥Hrlrきlコ)をIHき､即

1,li‖こ川た-.私ほ取のF抑こri.JかつてL-4lLずと如､たウ

'.32ヒ地n帖が発光(如)よう1=､撤は壬ぷしくー｣;f:≡しでi崩f

)

⊃卜柄h主の娘(ス

.L人公c')'i:

-●--毎-●

ていろ...掛まJhLのlr'Iv)次にある似v)l別に棚つてし､る～ ギ)とJ)付き介

菜2R.L岨と施さと晴I柑u)qlh'する人他の.I.で小さくても執拙 し (FJfll,l1)
に伽え息んでいるi吐かいll`l:)I-L本が娼LJらltr=⊃;沌絹の敬<,., √刑1,tとYf木ト_ 人公

什ll:-
し､にtrtJ)LF]にfi(LJ:+るibl畔の数シlつ叫■柑hi.7)く飾r,れる主で

'太一1旭ミt,つけIi.し､碓命t,)助けが喋る...こ二の榔胤それは

■て)-抑である-.,bLL,,J.f跡u)大Iltノr-此t'つたv)か

一_掩.!E.=J)T,:†≡n

･一木こEJよ_レJ扶)∠くFJをもつ⊂し〇作八東h5,であ-
たn

一】:iRJ如)淵v)lI[l耽りは帖′.でlx:り)ら)tていて.婚｢を全部
ウサギU).訓練

(粂什反別-)と
iY-T(家城.l

㊨-一重--収り外したー｣yンスハ-ティをr1日くはLLPl].pか-'た亡

･X.2`lRウサギが俳悔として演技をしよすか?そ,-)です...ょる

~C'一人の排姫のように.=

iilI'1劉
人公

公jl;

浮238火の卜u)陳は､内貼の内v)かたよr)と′I二.I,1V叶をつな

いでJ5えるのは任しいという一打架を心に深く刻叫[けろとい
牒u)パーペキ 幸州りJ城.lこ

●-..--..-I
う搬9-fJAv)命令を私に逆ら.-)よ.うにした今 人公

()I(1:光

准19:I-.J鵜L-)I-人とし､う小友粉はこねるととんでもない陶痢

になる□J人一人が持つている雰LfF気は白二いに似ている/,i.

全部鮎ま-,た時には全く逮;),5ufl気になつてし圭rT).静かな

･ト如r')たちはうるさい機痢になるのだ.
准L9Sへ1′クリームをぬつて髄え{=髪.緑色の系列のネクタ 女Ligとのピタ

一茶l!i.J=_人 ◎--㊨--

イ.鮒色v)刑ポー-ベント描が人つている在野i川の人咽fr柿... ニック計伸i,ス
i:-iトの/戸人JLf:を乍賞してl()0()0ウォン人手W)サラ,J-マンに ギとt/)チ-ト

7LL1-Jたポ.a)ユニフLJ--ムだつた⊂ I'n実J)請(Ep人
'62そd)喫料.～,:托スチームが,-a備されて_じかつた⊂ u)比′.-Jりと尾

･X298乍IE"を6JF究する人たf,に財政的な肋けになる上:)にし 手L1,i.人の火
公

′Ltさい-,て,;~いよしたD矧二村J-;'=分野Vりl.=いJ:iJ=ポーたちを-I 岩と.言JJ(lけ物u~)

′巨遊んでばかY)Lていこ.L)と決めたIT-い人がいlLぱそor)人に rl的:漉しむ二

も′一滴世をI.昏仙する上:)に.i-,-)つもりだと..-財物の究極のrl

伯はそ:)L:やなけlいゴし､け小､上--]だLL-,1-いよした.,それで

LELぷLLい')二とはど--)やつてする二とですかつて.払がきし､た

らそん(亡ニとはも:)/J_L<なつて｣よつたL-.多',}款唱iこ/)い

てJ),I占でl土fLいU)/Jtと.ultい_主したが.

と)

スギによ寸1~ろ

flli欲u)代わヮ

女Lljl',hi.[_人

公
@-+@--

Hu6t1二U)1ユ外′川:値ががi側に及拝す鮎軌iとても多か-'た

rL/-lTギTLtI'例の

尖峻
rV(r倒劇場.】

･.rL,サギH:あち二f-,に走りlli】つた..
(練門のEl-rと

は並p-)胡fifと

IL';.)

人公

涼2朋スギ.E~C,に私がソ掛ま卓r-きじやfL.し､と戊l附しなくちや

/i:LL)′山＼のかな.?

フ69(1は釣叫ミのJ-7を開く-.旅軒v)次い底にLj:-'L7が少しで壬1絹

幸Jつてなし､, スギと結婚u)
穴ガトt人公 a-+-+-

'7lL_L'こJ)結婚式鳩7)'Lいいかな.,

7ニーわれわれはt'二で什むだろう□町外れにT:人れできる庭

｣Jがある貫をー..

6:占

老人のJる7i
央plJr打f.巨人

坐 也--__ヱ_-｣
･;.乍IluN'liLでFま!L-し､//一札ヱたをfr'Ip隻ナるrT(蟹なR攻であるL.L･1rJJ斬し.記人する
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I-:.:;I-㌻::ラ:i.≡
二:..I::;gJ

脚捲酵嫌､

甘心

･【司.
食油

‡2().1髄9jfは件^-{J:(1:njJ:の-その人は何でもできるのよ'

():l律j栢灯の光といろんな商才,;め,()こ1fれ満ちている尤と､

ビルy)恋から粘れている光が夜♂)壁と我らのl【lを...古ちふさ

pてつていた⊃

12''tt卓-hが塞からi山.L､光をそそぎ1J:がら.-成らのI11Lを

■(Iりj幽ぎた)

LB両人門のタ′くコT_%Lの1]:い､作東を眺めながら-.新什別に

いl,:7);机､たときは,ここがソウルから遠く雌jLたru令の上

うな気がしてt]のl一行の教化女√.大草が--不]且威に止えた,

･…2L8人はそうEやないのE=.人がf1=-つたもLT)I土すべておも
ちやみたいじや7LJ:い?

泣219鉄蹄ヤ{Liri.芋佼というi,i/)が}jもちやみたいわけ=

洋223鮭頭がいるということがll:】越じやなくて.縄頗u)繊維

を取ろうとするあなたの旭lEがI)ミ】越′亡0)よ.

34-5助十里の))-Eま-'i>しF11ほでIrJんlrfだつたところに如､

■で｢】いタイルを張つf=家が括態してWてられているし､粁 漫好jの(ill-(近
ソウル

(街).土人

忠

@+--@--
も数多くあらわれていた...r.ljが障つていたから.超は水が

たまつている田んIfのようなt,のだつた_.

x.277-8外L可で過ごしてきた咋■!/7I)dく以外に徹底的に臨教u■〕

えに従つているのよ-.r,=いq1外lj1に'r一■一つて...咋~㌫りに/LE-'

から故国に戻つてきたら峨I司はあょりにt,変わつていてど

ような行軸を取れぱいい′亡のか/J}から7Lilし､マ老人が慨1J1し

く息つていた放回ほ臨敏時代で.L7トL儒教式の′l:.析罰tRが

まだ伐つているように見えろから妙7LJ:た信教の人になるLかな

い.

≡一303食の,lIき取りだけで成/l二されることポー市Iti-)Llできる

という二とを圭だご((Eじ/,_Lいでし上うわ.-j亡'*な少叶をJ雌つ

その人と一緒にh-必する上うにしfI_Jjが良かつたんじやIj.

いでしJ:うか?

o.s掛ま≠郎lfJいJk色v)腎料■Plv)u!物をu.I-_げた=ど/Jfに見

i,そのIl'で老人左.iLつけるニとEまできなさそうだと恩つた

･..どこでt.潜入がいられそ:)にはu.え7LL.か,)た_

代丈別)

26ソrJ)ルでは乍gJの変化を知LL,せるものがランオP,i.I_Cだり

た..LかL.ソウルか√,,i,.Lでも郎l1ると.岨放と李錦jがL.E

じられないほど糾しいr払=轟で口唾^JLJ)鹿もとてi▲さLfしがr)

であつたという感じがする...j&く妃える城郭(t弔銃-r上

りいねく見L-,れて.催史つてとてヰ.さびし7);りやであると!L). 帳J)脱1Lrl鉦QJ
ソウル外(川

んぽトと人

公

●-◎◎-魯
ラ...まるでサ-カスのライオンV)上うにオリのlー】にly】じこ圭ノ

つて...決圭/'た腰lTrをぐる<'ろ川-)ているソウルd)たくさん
)r1享がどれほL]きUしいV)/J.と感じる.

ー22R即lJiiは時の脱川を助け上うと寸るみたいでLr7:傑J)上

うに静かだづたこ

と豚l8lr)

その他

■一3f)6&p人になるとみん{fルパンになるの7)､⊃t.しルパンに

なれないと?
古人とルパン 不LyJLr三人公

.Lt.地JIのl)ま
町の{川一二

釈.と人/i_i

◎-●---
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表4-36 『ML小n紀行』における空間表現と舞台の属性

童■牽 蓋8l…■㌧て.≡.
≡.L淫:;i.

1鰍*rT.tL■ナlh.ー{+

l正

沫29刷日のE['に人つた‖.b-=LAn.射ヒvけイレンがLuJ=えた_I

純粋なf皇-&'L/)

四

引如)Ji-I.ト
--@含魯-

そ叫‡はLiLかつた.>すべてu)ものがすべてu).rJIFjがそc,つサイ 1'ンスギがbJ--

レンに唄い込まれf=こ きになるr■l/J}

菜Jll糾まT正純u)r1を掛1てfJ封モを.1:ーき始㌦'た...′要Lてい主 ‖'IゝLT)L■l'j)ー
す〉/J-Lぜかというとあなたは札l'lLr{='から､,y/LLくて阜〕私が lFJl.祉〕-nL',

人公

)ほんやr)脅Lているハu)瓜t/)壌だかL-,で-1..-Lうー雌読ん {テhL(2Eか/)U
だ⊂そLて引き糾､てL主,'たL. I-_束の''.圧印.T

紙を,lJき淡く)

OIT1-く雌つて上∪{J:んかむさくるしいi7Ti砧でさ...しかL..% インスギと川 &退t))家ート
(旬)-----ilま決LてむさくるLく′Lかつた, 会い 人公

※37-R歳J一がこu}家と豪v)人たちだけは避けて｣:つた上,-) 1ir-LlーilJ)逃E1-堀

辺u)ri:.[-:
●--●●●だ一三人人仙士付1をll.,lの息に仙T-J-してくれたすると息は

(ソウルでJ)

汁v)(り}になつたつ
失恋).インス

ギとv)I/F(T∠l

人公

公]L=

･X:i:lW,はムジンに似介いそ,-){E人だJ.-｣かし.その戯は什,ーf

I符物的な血迷

か{)LJuくイン
i)f'F[-,i;人

公
@--@:--の忙しさを.W{'｣く思つてし､るようだつた,忙Lい､誇らし スギの.ミ.1

くILtう職もなく忙Lい⊃それJまソウルでの私であつた. (一女'ii-也′l:_rLFT.-

を努にqJlる女)

耗lli,

I(スカて-.息は<ムジンl()km>という里程一_3を比たu

上3ソrL,ルのど二の律iでも.-性感潜にこばれ宇苓ちてr粒にえる

歳計にふらついたり､夜遅く軒訣洞の'#の如装道路をrr軌.I(

で懲りあがつたりする峠L-水7益れる川が/.Ltがi1--小さい轟が

あつて-.路地とt二塀が多くあつてJ-射こ稚られ7J1壬いすが位

の1LpiにあるEーー舎を心に汚かべた□そこはムジンだ-′た⊂

16.(スがムジンの臥勺に人つてきた瓦J)h圭般も-/リキJ)Lf;I
休息1V)ためJ)

ムi,'ン.一三人

･匂-;(I:,@T.

もわらLIき家u)白川H,6月U)幼いrI,11=｣で-伽ま窄,,lfで ムジンf(き.ソ

人々は軒Fで座り込んでいた.Lid).W鶴jLれたlJL.-槻もほとん rL/ルに1Tき/I

=寸 L}'J汚とLていた_. がる心を変え

･父iL[1 i(Llt'紡日割:t､抑全人なら(.Tr≡でLそう.u'.:)上:)にノゝけ村の.l措
るインスギ,IJ. 公

L7〕-i部として...
);((インスギヘ

21,[i].-,たとfjり､人idりJ)r''.IこうMJが...lT'tr他J)!Tい岨比が
u)作1,-..-I'I/,)の

徐々に■削)小にEfんやりと～Lえていたu

寮37二LJ)栃ii1で<きびしい>という,モー集にすべてをかけて

いた臥乍すべてに満足できるく(jい軌f'Lにfrr九ている私が

打F旭♂)札の心にJ土地T.きるのか;

1】そ二には那r書けf,I.[.I.い丁でくあなたはムジンをJこつてい主

ー>-.払は)IJll.P.lL=恥かしく/LIL-一た〉

rJf的′L.L'iLT二)

-/;･窄l?11肘jrでF土/ょいン与;.他言語を帆JtLする･r.;:BL/L･R曳で,bると1判PTし..己人すろ
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･表4-37
『夜行』における空間表現と舞台の属性

宏諒≦'放轟疫姦琵恕妻'汁将一号
:....:::く｣

itlI化】け.一h.+

座業

≡.3:l6その女o)峨頓では既婦女稚はf(-iつていなかつた口絵婿

i-析女性の8i

r)をLている

h.ーp:人公
◎-●◎◎-

をすると.女の僻目は退職するか.他の仕サ先を揺さなけれ Lt:I-t[也

ば1JIT)なかつた□ (盤飾的な′f=. (女)

※.i.12しかし,彼女の外面的な′]=_料ま軒変わらザ続いていたG 活のソ)!Jl-"<柁

>)

ベトナムー顔!lr

の派T(-一-の叔

しさ

l順LLJ.人公

(良)
◎---(壁-

那.18その女は､8月の93が廉恥二人るまで.席もt'】'/)の戯を

/J_'かなかかな

えないl■】分の

飲水
ホテル.1三人

公(女)
㊨--●--托てたか,I)たことの意味が分かつた⊃それは催rj;にETL:lBiな居 (Ill/7)に恐怖

昧を持つていた凸 とi托札を引き

起こさせるn

との亡L[会い)

40労が骨賀洞の路地にある5rしく_r)フォーム｣た-_既唾て 見知らぬ人か

ゾR軒.[-:人公

･.r亘.(～票仁,令

)■llに.-.そ九は旅df(であつたロ らの軌LIIなrと

※3LIOもう氾<な､さて腎預に'(I-つて虫亮されたと1l.--発Lて EZZl
も良いD俺lま監獄に行くのを怖がら7LL'いからpあんたU)腕が (欲望による (女)

とつても滑らかに見えてさ.俺のt,のにして触りたかつたf=' ワjの姦En丁1LLii

;+, さ)ー

都lri

ー帽.

L.tr[

婆33Oしかも､普他藩いいたずらのようにごよかしているyl

たちの子-jあにfま,圧flr1の/i=_活から､このBhrlJから､日分の決

主つている!1二7古から..イJ'J>n身かち逃げたい欲求があらわれ

ているというニとをヒ∃ンジュE士していた⊂

接33J1その女はfdi概q父容所から脱山Lたい捕虜をAt像すち,.

妓女ほ鉄条網のあるところが上J;-では′j:いことを'Iiづける-.

紘女は剤lFbiを{(.て-..脱山する(､あるAIIL[E[tから見ると､班女の

′f弟はFqlL-)かに無謀で.非常並仙でl史托全的である..ヒヨン

i:ユが【一】'/)のrPのすたれているiliを綿輸したJ)は...

･ー2-3あるlt.夜避く妓女は■い-)l蜘也でラストタイムの映pW
を見て岬J嗣人l_rまで々レいてパスに蛮つf=-pf引刑とかタJiの=

u)街は彼女にとつてt▲Irfれていた_しかしこの‖.nI-"V)二のfET

は7LL1_.ぜこんなに不frtれな街に見えるだろう-.t'うしてこのiff

で/-T､恐怖と混乱の激しい姐の打がLulニえているだ7,.yJ∩結

‖i絶女Lま-1t,くて♂);l1.がど二からでているU)かを'^づけた∪桁
のあちこちで5F3たちがiLQY)過ぎる女のrl]nこ､L[ちはT='かp1てい

る蛮がr1に1し.たJ)である=

洛3イJ1そのi受.-LAl,然-哩ほ越えてみたニとがあろn',}のlI7_を

立た超えてみたいという欲求を唖烈に感Lたりした..

衣.ri16クlたちが悦Jllしたがる欲心まほとんど粂什I.ほという

二とを､改bl)てFミ~うとMたちは永遠に<二ニ>を逃げ川寸つ

もりはないようにLLえた...t'1分のJlいノ)小一phj:をいじりながrJ

きりが1}い考えばかr]を練r]返しているのだ⊂

慈31日-9そJ)恐怖と鮎l札がなくても.-.)'ii序hさJ)ように､切｣ミ

に折排するJf)が7Jさそうにみえるにt,かかわちず.ミサに参

JFTするい1T.a)ように-..しか｣彼女′うく求めるのはf波滅で(tなく
填であ-'た:r5;飾からのIItl放であつた二

iiblらぬ人と

L7叶と的FIuJj!<感
を火めるi也:I

(本能仙(Lt/l=_

i.モの:空FIIl<Tk

ラ)

ソウル.I-:人

公(/xp)
㊨--..●L蔓:-

そV}他

X.こ=l峠fl-Hカて寿y.つていけぱいくほLL-'その日束1ーfが彼女に校L

た痕跡カてだんf='ん馴らかにな-｣てきた...そu)ー1[L'トは牲女uつLL1

讃=こ人りiAんで女の-fmにt},'ていた...彼女けL■l/j}のiljれ r,他HrI/J}(/川

イこ馴.r.人公

(:LLp) --.●●母-...

(I出師)をiLてし主つた=そしてそ二;=あるす-<てd)i,のか c1)bTlえL-,れて

ら逃げたか-'たっあいにく一人v))lがl■lJ,>o)俄にあらj)れf==. いr=脱Il'iIJ;帆

班女はその人にここでは如､.他のと二ろにi4Lれてくれと或 欣?lに‖■正〆〕

iしたu

X.3/L2付汁l=.が彼女に教えていた､そのリJに対する紙lJIL-を.リjは

いかにも格如上く.i,うできfJ:い上,-)に制托したu)か!

ら)
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表4-38 『力士』における空間表現と舞台の属性

義雄∧ゝ号議
I...:.㍗..

-≠占÷.ど..:こ.W

小十

l2flRルは帳械げ〕/{い茶色〝)ベニヤで作('れていろ.-その卜

JJFJ)l!召さのか′亡P)広か/jた_

】2日ltT!i､ビア/V)FTJ､こV)沖jlJ','i-みr=いにきitい′JJ.q1槻..lL(.

はおよそ-j那り‖〔iにEl.(.-;i拍u)FJ;-い靴帖から二Uーきhい′LLnL:A

1t:′t=にf:Y1711を持つたL/)だ

婆L:lt矧.断簡′r.が残したの.r.i.-I-iiJi3I叫Jir岐fi'と-.-.~Pl="与した

-.家出が加､r#tLf庄は人ll"たー川)1J5川では′H､卜一女岨は臥け:f'-I
朴か{】ノLよれる_

Lニー2タTH)I.終わるとl()分P■!Jii'L′〕おしやL<り_そLn後はみん(/

7)てEl]う}叫■RL掩1=l月つて剛由-.触J)ーI"にk'るテ-プル5j策をjlJ

思するとそv)1f!fn=iln峠'I'-((JI前快七7Lごi■納与のドアが】刑し､

て家族食[E1;がお構を飲ん-C,くijや1~JJitさい>と.-[つてかLL,

lー‖月に人る∪

L:HriT族の放でも心尼c/)色が比える人けいなかつた.,伍にと f⊥かなか十Eけl_

Iの貰.-F_人 ◎●●◎◎⑥

-'ては池場もできなかつたttt界に人つてし圭,つたL7)だ□求人
′亡い卜宿泊;描.

"lとiL[い臼ー.T朋のt†Lt街u)rii(の人々を!._tlLし､川さなけlいj'いけ A)女L<塩川J的

ない二U)正Ftな′1-rr-.77 な生F,L(6峠起

l37l如)莱(I=1L.川Fりに(1-.んでいる人ケ托ヒ7ノVりfがでる 床､22叫切放

こU)r#でYjえると､とてもiBい城所にいるのだつた.】そこri 1i).'#u)恩L

/くスに東i1ばすぐ7iLrるという平凡な..rm:推さえ托忍きせて (機械(r')で諺…

LまうrM隔の向こう側だつた.-一週剛が経つてt.まだTRれて 政たる人間l袋J

ない感じがするu)は,そ0>か一られないIn)隔を,私がT,lの耶麻 係)I

もなく急に渡つてきたからではないのか. i-fp怯について

･3il45心促の色がiLえる人が多かつたその束で私は.-.射一三-
の理解と′くラ 公

u)傾九を意沌せざるをilllJ:かつた-.しかしそ二から雌れて. ツクについて

'司じ州l71;r■'1じ盤H-きで所存される家にきたら,他れはdlIえ切れ の感fN(今の蒙

ない倦怠とこV)家に対する嫌.i監!盛に蜜を変えるのだつたつ u}人々q)/lミ一昔

莞E,l6はこ㌦)に私托二の家に対して韓敏｣ていた小しかL とlうil-a),#U)

私はそれがはL:b'JてRる統色についての感嘆とl司様伊)もので 人/JのJ仁清の

ある二とが'J1かつfT"FP.解と越一事liは別個√)rEEJ越~C'あることも 比僻)

分かつた_ニU)'#族u).汁純化ある軌き-訓練されているよう 珊溶剤をお茶

′亡一読遊仙′亡値低､7LL.んか創ii1-しているょうなプライドが!j.え にいれる.一失

てくれた心Aiのr訂iがfハ､よfr■Ir一文化という,:i~鎖を仕える人々

/JiいればよさにこV)人々であつた_

馨l.17二U)I:i{d)人ケCT)低岐こそ.E'】'')は歩いているとfJじろ

1lど'j<l土1引iflf‖1■Ilじ跡軒を渉<だけでぜんぜん進んで′亡い

u)-Lr.はrJ:いかノ征L七術に什/vでいる人々V)牡てLIJい空転J)

.i,I)なノL-.i-.1-,うくむLろここ上yJほも-,と允'R(LたのではfA:い
か_

菜l.17払は二L/)■家族u)'l.r.r.-をrl■1kの′〔い外lkに比喰してい
た='4=,'はV))如)ヒう′亡ノ卜.:FT､でEtないLL'L7′LLくて毛】ノノ~lE.lが

間違つた′lllT.-.'[L'.1I附(Jな'l-_す[Tにj出ぎ′ハ､と]払い込ん~C.Lよ-,

た.

裟LJl9もL,こU)家のp*'射こRLkWJを耽よせ/{い~P乍す<1キ

lt軌ニー上7J(亡r).-むLろ払は､Fllが絶I.rそ二-I<p{'ないとい

うことがよく/)}かつた=

Lrx

E25-古人)仁J)It:iiさが低くて...'iミL{辞iでJ)家でし小比られない

人件そ,I)だ､llFTfLJ)部F1!_(濠)は収人fl■1V順にあるl1松帆

別宅在‖二ある≠,v)である...I附)[糾'L_は十のf糾長の上:JEこきi1

いじや′亡い

l2L}く′-.イ∴-洞ですんでいる人,[Eiみんなるくでもないi.J)ど

>J-rL'Ji)は)_;;い二U-)件外仰f.でfrjいニu)部帖Lかし､I,'れない

lr[Ll維盟p;に触る人はJ経でもそu)上;)′L.捕,ーちきをや('ないと血I

えLmL/亡かつたたろ:)と.u/L)かr)である..

L2トR′l:iを.1n.'iなLL｣,触帖かーL,近い山城で如梢人がおしや

べりする(テや'#u‖llで抱こえるんE!と隣規l蛙からの[r-∴酌つ

外からがたんがたんと[L'T-がする1i軸ll,:の打とサイレンが旧に

えなければf亡らないわけだー

l29往Lモ街での睡鉄IlfWrc-iLE射巾7Li:ノJ=_1T.-と.秩l紺｣で虹LL州J

/I/ヒ析L-J)比較もIIli｢lく{j:い?と払を崩して.-(A-達o〕誘い)

L二ミ3f,I.,I)1lー.んでいた(I紳つ友一ま似で什一つた小さい/(ラ.:/クであ

るが､[11矧-とFlつもあ--'た

※1:柑いつかミスコリアU)人_i.^が川いた【1,串‖LT】でLErkt女被

-'てイ-/ニン'/ドL,スを+I.,-たり1避.斤たf,の''j二j(をLLて.-

^liBの誘いと

I)l越し､営のJLiJ.

い川(い人たち

a)TIl]L^くつなが

るi且かいl弘l係)

r'lTIU)家._i-,人

也
●◎◎●●●
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j&y!. 甚溢;∫-A

I..～-.`

-∴ 慧壱....,

■
雅無料を巳耗人 J■椙.T,人公 ◎---◎-

席望

I):l甘抜いすに座つて女七人が注いでくれるお酒を飲み{LJ_-那

ら,臥は酒よりニのLl:-酒屋の雰utl先に心を軽われた.-iPTも'ii
llllL:ドTT7rh!ru)

ソ氏と艶Lく
ー恥唇LF_人

@@+++I
潅ちが良くfj.るくらいに飲んだら会計をし(後払いをするtー

がLつと多かつたが)その/<ラックからIHた○
/J_1る

公

榔llly.

勲l2.1ソウルでF掠l'している人々ほその放t,かなりいるが. 壬iLモiljでの任

ソウル

･〔亘.(bTt軌-よl,:T"-(bT{街,

トJ一倍も色々だ; の風j;1(.夜〝)4r

lこー8貧民街丘く授になると窄気力くもつとそ勾る.ji(く比えるnhllJ 人Fll】とソ氏(す

■tl.Lt;l和の､あちこち高くそそり{/J_つたビルが...t1民術はその ごい}]をf!iつ

.1-いビ/L,の貯のrr,で瓜をしていた.-二u)Frに人ると､彼らの
ている)J上だ

～ほつていた小きい叡が風船のように.A:き<広がるコLr1■Fを く､)Jを食昏n1

いだ発たちは弛まつて絶えFB){1くLやペりまくつており, こ利用せず､煎

T.供たちは.-完動fF_のあとを追い7L=がら人l[(をI.rげて起しr) 大門の城1_蛭o)

まくる.主婦たらはコンロをタ=こ州してコンロのl..にのせた il=÷を移すj正代

で料理本にt,/LL.い-不!甚戯な糾確を作る.. 的た観点でほ

139賃民街近くにある市腐で息〟)生見い如.が悪妻つて.新一r1
_*駄なt-i為を

匡】 rr.心鉢から弧に架つてきたほこr)が道にたよつてあらニち LてF1'I>をKt (往i)一事二人

･交通 一の露lh=でカ-/<イドの光がつく帖閃になると...リjたちはt'J
める) 公

分の背よr)抵い屈酒屋(/くラック)に入るo f7-式Ll:宅のJ京

･l,11ソ氏は康に比る東大Ilりが如きですかとulJくと-.稚lまそ
故にk.lする,汁

こでお化けが指そうな感じだから気持ち:!LL.5いが､虫光trの照 Jy(不自由で奴

をもら/'ている成一まとてもきれいで好きですと私が答える り.秩付的な生

と,自分は特SIJな意味で求大門が好きだと,1つた⊂ 陪を破る%ldn-

l47私は今計晒していることh't根本rT()に架u)ri:族を変え(, を比るために

るとほもちろん且つてし､なかつfI" &trl/I)仁ちの

l48私の川りは放えりJれない､多い一軍式[t宅がd,:んで経てら 'l:_活を振りi廷

Lて､家々の窓ごとにry1るい光がついていたo芹のその町で ろ機会をFi-え

とは逆に静かでJ:lJJ-Lそ;)な食べ物のにおいが淋れていた□ るために)

表4-39 『ソウル､ 1964年の冬』における空間表現と舞台の属性

-"_棚-vジ∵y萱溺~霞柳城幾恕減終J∴
I.岩L:..

朝1ーボ拙叱‖人持=内iy*ー)+

慮紫

I2Lg6.1勺--冬をソウルでj包ごした人なi:,誰もごfi匁】であると

人'l(Ji院′巨L7)淡

ltとlEI会い

(lI.i?,L仙でも

｢l/,)f=-Jfhl-' J÷折尾主(,Il阜

'みh'L_),1
人公

◎魯.--.--..-
EEiうが､Arに{J_Lると街にIltてくる.A/:ち飲み地口 ていることに

ついてJ)訪)

:】o代のリjL')汁

派

処さんの姥休

をJiつてもら

-)た余を帖.')
nと川?i

小嘩科βP_

砧.I,^公
(g)--◎--

梓JIIl.,:.I.人
r白--魯--

､5旅軒‖こ人ると.I.q引二r1こtu(,れた瓢)1しそニは我々が人r,fL

ければならないと二ろだつた.

≡66その人､ヤはr)妃/L,でしよ-1たん~C.す-.-まだ.#_も祖】{)

エいようです∪ETJ-く逃げるのがリfl'I二に番き込よれ/1>い})Lはで

:ー0‖こU)ワ川)l■l

A
旅師.卜人公 ◎-/B[塾:亘.⑥

前川Il

4[ll舎からiTJめてソウルにL);くしたrM:-たちのFlに-.爺う

らヤましくて不.Lil.戚に比えるもの-つてご((1blですか?...:)L-,

よしいことは､夜になるとビルu).%.につけられる光とそJ)

I.の中であちニちに動いている人たち-pあるc乍JrLl.盛/J:二と

は.パスCr)小でlrrnt.{i:(,ないlnI陥をおいてrI'/)U順にきれ

いなお傾さんが､Jl:つているとい-:JPJー~■R(ですv

ー5私はrt1勤pLn別u)f削レくス(/)E1'を-J-ー〕もののLうに...かき

わけて人りますo 火災L止lL1-u)LL

ソウル,卜人
萱■.●¥lE'ソウルはすべてd)執?!が懲耗すろ勘所です_ 物

･【El. x,5(卜l攻の'd-iEこ仙るB1抽は(Brですか.?F狩iU)附1iに糊じ二 (あよつたや く亘●--ll

'j2.過

l

もつて噸をiLつb')る上りはいいかL',...i.I.a)芥えは二れです⊂ を火J)[l】に托

佼に′上りよす,払は'i{から附こ-C,主す.叔はすペてV)もc,)か

ら解放されたと感じますu

wF'[EIJi:何カ1U).皆昧7)1あるか1-J.縄跳L'街E=あるビルのL'ン

HU)故を数えているんL:やないで寸二別にー..そ:)でしt:)L?

蛭,LT:味なことです=いいえ.1<はB:峡があるかh細れ王せん

.仇はよだそれ/J:分かりません
了肋は映lIlliでlLたfZTU)ように寒くてly1倣としていT=しか

し､↑も櫨酎のJ1;行I:t■11-く､3P3V)J1;;lHt遅く光つていた-

[[-7Jn)
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表4-40 『生命練習』における空間表現と舞台の属性

き貰,h襲′
･青

考
一
=
L
.
文
一

≡.冒;.丁.

朝一…紬(im1+

l正

3次L7)HそU)敷地で､fljをttLつて,(ラL/クを領て輯めた-.オ

ンドル【■R;蝿Lつと仏ソつ妹の桃山!ylつそ｣て版の昧のf邦描こは

h与Bt'i!細fiミを(1:r).比が帖')二と÷こLた;

･xRlh川主'jii1部hiEまニV)ttl二U)IIIに/7fJ-してい/J:か,'た∩そ二は
そr,にあ,,たそこはJth以で化は地ほをJ:fる】坦臆だつた-一題
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表4-41 『乾』における空間表現と舞台の属性

,厨瓢~駕…

識語

I:;′二:.■′

晋榔雌紛号-

小+

迂L20あ{LL.たのせき家が私には聴宮のように不.u[.戚なところ

だつたつtI.はいろんな空且tをそニからつかみルーすことができ

た⊃しかし.ミヨン､私は何分簸で今までのす,<てu)上に.l1.L<

い水を7)tけるつt.りだ.あb,,すべてがいつもそう1I-,てい

るだろう□LつをJ[&うためにlj:他の多くのもののl二にZ).L.い水
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3-3 小結

黄順元と雀仁勲と金承鉦の作品にみられる都市と建築の表現に着目し､空間の意味

とその構造を分析して1960年代における韓国社会の近代化と空間像を考察した結果､

次のような知見をえた｡

1) 1960年代のソウルは今の境域まで拡張しているものの､舞台と主に出現する建

築用語の位置を調べた結果､漢城の城郭内(現､鐘路区･中区)が都心部として

認識する概念が定着いていたことや､中央劇場が社会のパラダイムの変化を象徴

していることを明らかにした｡

2)住居空間では韓国式と外国式､現代式(新式)という類型を見出し､その形態的

特徴を示すことができる｡

3)空間表現から､経済優先による一律的な建物の様子に対する建築形態と､周辺と

の関係性を考慮していない都市計画-の批判性が読み取れる｡

4)反社会的な空間として部屋･伝統家屋が代表的舞台で現れたこと､産業空間では

集団の中の個人における孤独と疎外を､理性的空間と感性的空間という両面的な

都市性でソウルをあらわしていること､その社会での不安や現実の逃げ場として

想像･夢という不明な舞台が現れる傾向があることを明らかにした｡

5) 1960年代の韓国人はさらに高度化する都市の中で､人情･感情を現す人間性よ

り､物質性が強調される近代性･近代都市に不安感を持っていたことが指摘でき

る｡

注

注1)出所:朝鮮日報DB､ 1968年大湊門
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第5章

植民地期末と朝鮮戦争後における都市と建築の変遷



5-1分析の目的と方法

1876年の開港以来､ 1970年代から高度経済成長期に入る前までの韓国は､日本植民

地時代(1910-45年)や第2次世界大戦(1939-45年)､米国の軍政(1945-48年)､

朝鮮戦争(1950-53年)など､まさに激動期で､韓国史の中でも一つの特異点をなし

ているo本章では､第2次世界大戦から朝鮮戦争の休戦までを政治的断絶期とし､そ

の前後の､植民地期末と朝鮮戦争後における近代社会の変化に注目し､ 3章と4章の

分析結果を比較することで､近代を代表する韓国文学から都市と建築空間の意味性と

その構造の変遷を明らかにすることを目的とする｡

まず､ソウルを舞台として当時の社会を描いた,朴泰遠,李箱､黄順元､峯仁勲,

金承鉦の対象作品にあらわれる建築用語を､作家ごとにまとめてその構成比を調べる｡

特に､その頻度の経年変化に注目し､空間の変化もしくは場所性に対する分析を行うo

次に､ 1876年から1970年までの､韓国史と建築に関する概括的な背景を整理した年

表に合わせて､頻出した用語(他の作品にも出現する用語も含み)と舞台､空間構成

のキーワードによる都市･建築の特徴とその空間性をまとめ､その関係性を分析する

ことで､韓国の近代化とその社会にあらわれる空間像を総合的に考察する｡

fの写真は近代化に入る直前のソウル(漢城)の景観で､植民地期に日本人の居住

地域が形成される前の位置である｡北の方に瓦屋根の家と南の方の藁葺きの家で両分

されていることが分かるo

図5-1 1904年 忠武路一帯(現ソウル中区)

1137-



5-2 1930年代の｢京城｣と1960年代の｢ソウル｣の比較分析

5-2-1作家別建築用語の構成比

研究対象とした5人の作品で現れる建築用語を作家別にまとめ､その構成比を1930

年代と1960年代に分けて図5-2と図5-3に示す｡

45%

40%

351

30%

25%

20%

15%

lot

5%

0%

30%

25%

20%

151

lot

5%

0,i

♂ *@@&･@& ㌔@･@b*# ㌔才㌔

ー朴泰遠 -● 李箱

図5-2 作家別における建築用語の構成比(1930年)

3

♂♂㌔㌔♂㌔㌔㌔㌔
-◆-一乗順元

■ 雀亡勲 ･▲ 金乗鍾

園5-3 作家別における建築用語の構成比(1960年)

部屋(貸間)を主な舞台であらわした李箱の部屋用語と､戦後の国際状況を主に語

った雀仁勲の国･地名用語以外の建築用語は､ 5人の作家を通して頻出傾向に類似性

があることが分かった｡この結果を基に,すべての建築用語の変化を調べた結果､男
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の空間を象徴する客間の頻度(18%-5%)は急減し､それに反して奥の間の頻度(33%

-53%)が急増したことから､住居平面における空間像の変化が読み取れた(図5-4)0

また､板の間が､応接室や書斎に改造されるなど､住宅の近代化によって､その出現

比率が少し下がっているが､ 1930年代と同様に､ 1960年代でも家の重要な空間とし

てあらわれていることが分かった｡その他に､戦後社会に入って､部屋名の種類が多

様化していること､二階の用語頻度(34.78%-41.73%)は増加しているものの､その

描写が現実と遊離した場所として多く描かれていることが特徴的である｡

60%

50%

40%

30%

20＼

E.I.∃1930年代 戯1960年代

図5-4 住居空間における部屋名の頻度変化

1930年代の家屋 1960年代の家屋

図5-5 1930年代と60年代における都市型韓屋の平面注1)
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比較対象としてソウルにおける都市型韓屋の平面を図5-5に示す.

都市と関連した建築用語の中では､朝鮮王朝時代の城郭の通行門に対する出現頻度

の経年変化を図5-6に示すo 1960年代における東大門の用語頻度が他の通行門に比べ

て圧倒的に多く､さらにその描写が庶民層を対象としていたことで､戦後に入って都

心部にある滞渓川に蓋をした複､ソウルの周辺部の中で東の方が庶民地域として発達

していたことを明らかにしたo また､伝統的な庶民地域である南大門の頻度は減少し

ていることが目立つQ

図5-6 都市空間における城郭の通行門名の頻度変化

参考資料として1902年ソウルの地図を図5-7に示すo
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5-2-2 近代社会の特徴とその空間構造の変遷

1876年から1970年までの､韓国史と建築に関する概括的な背景を整理した年表に

合わせて,頻出した用語と舞台､空間構成のキーワードによる都市･建築の特徴とそ

の空間性をまとめ､図5-8に示す｡

全作品にあらわれる頻出用語と頻出舞台､都市や建築の特徴とその空間性､またそ

の関係性から､韓国における近代社会の特徴とその空間構造の変遷を分析した結果､

新しい文化として受け入れた外来様式が生活上に定着していたこと､資本主義と近代

建築がさらに深化していたことを明らかにした｡また､時代の変化とともに新しさを

象徴する近代性が益々物質性を強調し､それに伴う都市の変貌に対して当時の人々の

情緒が承離的に変わっていく傾向がみられたことが指摘できる｡
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5-3 小結

植民地期末と朝鮮戦争後における近代社会の変化に着目して､対象作品に描かれて

いる用語と舞台を中心に韓国の近代化とその社会にあらわれる空間像を考察した｡得

られた知見を以下にまとめる｡

1)作家別建築用語の構成比から考察したところ､近代の経済性に反する客間(サラ

ンバン)の衰退と､それに伴って奥の間(アンパン)の頻度が増加する､住居

平面における空間像の変化が読み取れた｡

2)城郭の通行門に対する出現頻度の考察から､ソウルの周辺部の中で東の方が庶

民地域として発達していたことを明らかにした｡

3)近代社会の特徴と空間構造の変遷を考察した結果､外来様式の定着､資本主義

と近代建築の深化と､それに伴って代社会が益々物質性を強調していく傾向が

みられたことが指摘できる｡

4)また､伝統住居における近代化の様相と､それが近代にそぐわないものとして

認識されていることが見られた｡

注

注1)出所:リュヨンヒ､近代化過程における伝統韓屋の住居洋式の変化､pp.139-141､

ソウル学研究
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第6章

結 論



6-1 まとめ

各章で得た知見をまとめる｡

第1章 序論では､本研究を行う背景と目的および意義を示した｡また､関連する既

往研究を整理した｡

第2章 研究の進め方では､分析対象作品の選定理由と韓国のソウルに対する概括的

な説明とともに､分析方法に関する設定と研究の構成を示した｡

第3章 植民地期末における都市と建築では,朴泰遠と李箱の作品にみられる都市と

建築の表現に着目して､ 1930年代の近代社会を考察し､次のような知見をえ

た｡

1)建築用語を頻度から考察したところ､作品における重要な空間や概括的な

全体の空間構造を量的数値から推察することができる｡

2)舞台記述度による空間の位相関係から,作品における全体の舞台構造を把

握することができる｡特に,李箱の作品では主人公の部屋または家の記述

度が他の舞台より高いほど､外部空間もしくは社会に対して主人公の意識

が内向きであることが分かる｡

3)舞台と主な都市施設･地名･建物の出現位置から､都市化あるいは､都市

を表象する領域は今の鐘路区･中区を中心とした旧社会の城郭範囲内に集

中しているといえる｡

4)住居空間については伝統韓屋と都市型韓屋が多く現れ､特に都市型韓屋で

は､近代化した設備中心の改良型と､集合住宅の形態を持つ賃貸型が見ら

れる｡

5)現在ソウルの中区に日本人居住地域が形成されていたことから､清渓川を

中心とした南北の住み分けが身分から民族に変わっていたことが把握でき

る｡

6)近代式建物､特に産業空間で疎外･孤独,不安という空間情緒が現れた傾

向があることや､都市での脱日常的空間として日本･自然が代表的舞台で

現れたこと､また､物欲を象徴する舞台と､儒教という反近代的価値を象

徴する舞台の空間に対する帰属性が対比的にあらわされていることを明ら

かにした｡

7) 1930年代の韓国人は､変化･新秩序(資本)が示す近代性と､物理的に
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都市化したソウル､つまり近代都市に違和感を持っていたことが指摘でき

る｡

第4章 朝鮮戦争後における都市と建築では､黄順元と雀仁勲と金承鉦の作品にみ

られる都市と建築の表現に着目して､ 1960年代の近代社会を考察し､次の

ような知見をえた｡

1) 1960年代のソウルは今の境域まで拡張しているものの､舞台と主に出

現する建築用語の位置を調べた結果､漢城の城郭内(現､鐘路区･中区)

が都心部として認識する概念が定着いていたことや､中央劇場が社会のパ

ラダイムの変化を象徴していることを明らかにした｡

2)住居空間では韓国式と外国式､現代式(新式)という類型を見出し､そ

の形態的特徴を示すことができる｡

3)空間表現から､経済優先による一律的な建物の様子に対する建築形態と､

周辺との関係性を考慮していない都市計画-の批判性が読み取れる｡

4)反社会的な空間として部屋･伝統家屋が代表的舞台で現れたこと､産莱

空間では集団の中の個人における孤独と疎外を､理性的空間と感性的空間

という両面的な都市性でソウルをあらわしていること､その社会での不安

や現実の逃げ場として想像･夢という不明な舞台が現れる傾向があること

を明らかにした｡

5) 1960年代の韓国人はさらに高度化する都市の中で､人情･感情を現す

人間性より､物質性が強調される近代性･近代都市に不安感を持っていた

ことが指摘できる｡

第5章 植民地期末と朝鮮戦争後における都市と建築の変遷では､時代による近代

社会の変化に着目して､韓国の近代化とその社会にあらわれる空間像を考

察した｡得られた知見を以下にまとめる｡

1)作家別建築用語の構成比から考察したところ､近代の経済性に反する客

間(サランパン)の衰退と､それに伴って奥の間(アンパン)の頻度が

増加する､住居平面における空間像の変化が読み取れた｡

2)城郭の通行門に対する出現頻度の考察から､ソウルの周辺部の中で東

の方が庶民地域として発達していたことを明らかにした｡

3)近代社会の特徴と空間構造の変遷を考察した結果､外来様式の定着､
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資本主義と近代建築の深化と､それに伴って代社会が益々物質性を強調

していく傾向がみられたことが指摘できる｡

4)また､伝統住居における近代化の様相と､それが近代にそぐわないも

のとして認識されていることが見られた｡

【総括】

文学に見られる空間表現と意味については､ [空間･人間･社会]にかかわる表現要

素が都市と建築に対する空間の表象を形成し､それらの関係から見出された空間の意

味構造により､その背景にある時代の枠組みを見出すことができる｡特に､ 1930年代

における日韓や新旧と､ 1960年代におけるイデオロギーや資本主義による貧富という

キーワードが､韓国の近代社会を表象していることを明らかにした｡また､その社会

を構成する建築と都市の空間構造に対する変遷を探った結果､伝統住居の近代化とそ

の限界､ソウルを表象する領域範囲とその概念の定着､物質的都市化に対する人間の

情緒的反応についての知見が得られた｡特に､作品ひいては時代を象徴する舞台とし

て描かれた文学の中の都市･建築空間には､当時の社会に対する人々の心象が｢文明･

変化･個人性･世俗｣の近代性と｢伝統･永久･共同性･超俗｣の反動性が､対比的

構図であらわれることが指摘できる｡この相違性は現代に近づくほど､より強固に具

体化する傾向が見られる｡
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6-2 今後の課題と展望

本研究では､文学のテキストの相互関係により,時代と不可欠な存在で現れる空間

に着目し､建築用語と舞台を通してその意味性に対する考察を行ってきた｡空

間の意味について､都市･建築に関する視覚的資料の分析と並行し､形態から

の具体的成果を高めることで､独自性のある研究領域を構築することを今後の

課題とする｡さらに､本研究の成果を基に､研究対象を広げて文学空間の表現に

対する知見を深め,建築空間の表現と意味性に関して意義のある成果(分析手法の

発展)を導出することができると考える｡また､小説の構造[プロット(構想)･ス

タイル(文体) ･主題]の中､プロットの3大要素である人物(character) ･行為

(story-acting) ･空間(setting)の関係性とその構成の展開過程を､建築設計のプ

ロセスと比較して､建築設計における新たな教授法に関する研究も進めたいと考える｡

文学だけではなく､空間に関する様々な表現手法について､他の芸術ジャン

ルとの比較研究を行い､空間の境界意識と形態との関係を探求することも今後

の課題とする｡
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